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建設省浜田工事事務所においては、活力に満ちた石見地方を目指して、 くらしの利便

性、安全性、快適性の向上を図り、人や自然にやさしい環境形成にも配慮しつつ、道路

整備を進めているところであります。

江津地区においても一般国道 9号の交通混雑を緩和して円滑な交通を確保し、地域社

会の発展に資するため、一般国道 9号のバイパスとして江津道路の事業を進めています。

この道路は当面、山陰自動車道の機能を併せ持つ道路 として活用を図ることとしており、

国上の骨格を担う重要な道路でもあります。更に、過疎化が進み、若者の流失に悩むこ

の地域に活力を吹き込む道路でもあります。

道路整備に際しては、埋蔵文化財の保護にも充分配慮 しつつ関係機関と協議しながら

進めていますが、避けることのできない文化財については、道路事業者の負担によって

必要な調査を実施 し、記録保存を行つています。

江津道路においても、道路予定地内にある埋蔵文化財について島根県教育委員会 と協

議し、同教育委員会や江津市教育委員会のご協力のもとに平成 3年度から発掘調査を実

施 してきております。

本報告書は、平成 6年度に実施 した「嘉久志遺跡」、「飯田C遺跡」、平成 5～ 6年度に

実施した「古八幡付近遺跡」の調査結果をまとめたものであります。本書が郷上の埋蔵

文化財に関する貴重な資料 として、学術および教育のために広 く利用されると共に、道

路事業が埋蔵文化財の保護にも充分留意しつつ進められていることへのご理解をいただ

くことを期待するものであります。

最後に、今回の発掘調査および本書の編集にあた り、御指導御協力いただいた島根県

教育委員会ならびに関係各位に対し心より謝意を表すものであります。

平成 9年 3月

建設省中国地方建設局即
嶺長

所

史

務郭
博所 長





島根県教育委員会では、建設省中国地方建設局の委託を受け、一般国道 9号江津道路

建設予定地内に所在する遺跡の発掘調査を実施しました。

本書は平成 5・ 6年度に実施した嘉久志遺跡・飯田C遺跡・古八幡付近遺跡での調査

成果をまとめたものです。特に古八幡付近遺跡では水田跡を確認したほか、縄文時代か

ら中世に至る多量の土器・木製品を採集しており、石見地方の古代・中世の歴史を解明

する上で貴重な資料を提供することになりました。

本書が、この地域の歴史や文化財に対する関心と理解を深めるための一助となること

ができれば幸いに存じます。

なお、調査にあたりご協力いただきました建設省浜田工事事務所、江津市教育委員会

をはじめとする地元の方々、関係者各位に厚く御礼申し上げます。

島根県教育委員会

教育長 清 原 茂 治





例

1.本書は、建設省中国地方建設局の委託を受けて島根県教育委員会が平成 5。 6年度に実施した一

般国道 9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.平成 5・ 6年度に実施した発掘調査地は下記のとおりである。

平成 5年度

久本奥窯跡    島根県江津市嘉久志町 2125他

二宮C遺跡    島根県江津市二宮町神主イ429他

古八幡付近遺跡  島根県江津市敬川町 400-7他

平成 6年度

飯田C遺跡    島根県江津市二宮町神主イ 791他

古八幡付近遺跡  島根県江津市敬川町 403他

嘉久志遺跡    島根県江津市嘉久志町イ556他

3.調査組織は下記のとおりである。

平成 5年度

〔事務局〕 広沢卓嗣 (文化課長)、 山根成二 (課長補佐)、 勝部昭 (埋蔵文化財調査センター長)、

久家儀夫 (課長補佐)、 工藤直樹 (企画調整係)、 有田賓 (島根県教育文化財団嘱託)

〔調査員〕 西尾克己 (埋蔵文化財調査センター調査第 3係長)、 広江耕史 (同主事)、 太田浩司
(同教諭兼主事)

〔調査協力〕 宮本徳昭 (江津市教育委員会)、 久保谷浩二 (金城町教育委員会)
平成 6年度

〔事務局〕 広沢卓嗣 (文化課長)、 野村純― (課長補佐)、 勝部昭 (埋蔵文化財調査センター長)、

佐伯善治 (課長補佐)、 工藤直樹 (企画調整係)田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託)

〔調査員〕 足立克己 (埋蔵文化財調査センター調査第 5係長)、 林健亮 (同主事)、 太田浩司 (同

教諭兼主事)

〔調査協力〕 宮本徳昭 (江津市教育委員会)、 河野敏広 (美都町教育委員会)
平成 8年度

〔事務局〕 勝部昭 (文化財課長)、 森山洋光 (課長補佐)、 宍道正年 (埋蔵文化財調査センター

長)、 古崎蔵治 (課長補佐)、 渋谷昌宏 (企画調整係)

〔調査員〕 内田律雄 (埋蔵文化財調査センター調査第 3係長)、 大庭俊次 (同文化財保護主事)、

勝瀬利栄 (同主事)、 石倉敬子 (同教諭兼文化財保護主事)、 伊藤善太郎 (同講師兼

主事)、 梅木茂雄 (同臨時職員)、 野津旭 (同臨時職員)、 林健亮 (埋蔵文化財調査セ

ンター調査第 2係主事)

4。 本書掲載遺跡の発掘調査及び遺物整理には次の方々に従事していただいた。

平成 5年度

〔発掘作業員〕 柏村保雄、和田幸進、岩本一男、植田歳雄、中村忠男ミ永見義隆、山藤力、中

由



西美子、山下幸子、大平正広、槙峠芳香、小駅龍夫、吉村為春、中田義美、山

藤積、今田八郎、石井完厚、茶畑正一、佐々木房義、小松原春美、加戸利夫

〔遺物整理作業員〕 増野晋次、久米基、家塚英詞、今井静子、河野八重子、陶山佳代、石川真

由美、内海紀子

平成 6年度

〔発掘作業員〕 柏村保雄、中村政雄、和田幸進、岩本一男、植田歳雄、中村忠男、黒川建義、

永見義隆、山藤力、梅木茂雄、白石定人、家迫正美、中西美子、山下幸子、佐々

尾ヨリ子、大平正広、槙峠芳香、小駅龍夫、吉村為春、堀一郎、中田義美、伊

藤友太朗、松本秀城、山藤積く上手峰子、岡本裕、永井圭一、佐々木義郎、森

下友弘、佐々木徹至、日高政治

〔遺物整理作業員〕 上手文子、堀民子、石川真由美、内海紀子

平成 8年度

〔遺物整理作業員〕 内海紀子、吉田典子、中島美穂子

5。 発掘調査及び遺物整理にあたり次の方々にご指導を賜つた。

田中義昭 (島根大学法文学部教授)、 河瀬正利 (広島大学文学部助教授)竹廣文明 (島根大学汽水

域研究センター助手)、 中村友博 (山 口大学人文学部教授)、 大林達夫 (防府市教育委員会)、 杉原

和恵 (防府市教育委員会)、 葉杖哲也 (広島県立歴史民俗資料館)、 妹尾修三 (東広島市教育委員

会)、 亀田修― (岡山理科大学教授)

6.本書で使用した遺跡略号は次のとおりである。

SD―濤、SB―建物跡、SK―上坑、P― ピット

7.本書で使用した方位は、国土調査法による第Ⅲ座標系X軸方向を指す。

8.本書で使用した図の内、第 1図は国土地理院発行のものを、第 2・ 5・ 23図は、建設省浜田工事

事務所作成のものを、第46・ 48図は (株)ワールド航測が作成したものをそれぞれ一部改変して使

用している。また、巻頭で使用した写真は (株)ワ ールド航測が撮影した。

9,本遺跡の出土遺物、実測図及び写真は島根県教育委員会で保管している。

10。 本書の執筆・編集は広江耕史の協力を得て林健亮が行つた。
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第 I章 遺跡の位置と歴史的環境
島根県中部に位置する江津市は、北に日本海を望み、中国地方最大の河川である江川によって形成

された沖積平野と砂丘からなっている。飯田C遺跡・古八幡付近遺跡の位置する江津市二宮町・敬川

町は、江津市南部の山塊が日本海に突きだした尾根の間にできた三日月形の沖積平野に位置している。

また、嘉久志遺跡の位置する江津市嘉久志町は、この山塊の東端に位置し、東側には江津市中心部の

砂丘地帯を望む。

嘉久志遺跡は、標高約20mを 測る丘陵東斜面に位置し、遠 く江川河口を望む。東側は砂丘地帯のた

め遺跡は見つかっていないが、西側には古代の窯業遺跡である久本奥窯跡が発見されている。

飯田C遺跡は、江津市南部の山塊が、日本海に向かって延びる尾根の東側斜面上に位置し、すぐ東

側は小さな谷に、その先には恵良遺跡のある丘陵がある。

古八幡付近遺跡は、北に向かって流れる敬川が日本海に出る直前の沖積平野の南はしに位置してい

る。

江津市域では、現在のところ旧石器時代の遺跡は見つかっていない。縄文時代になると波子町大平

山遺跡群など数力所が知られている。これらの遺跡は縄文中期から晩期にかけてのもので、特に縄文

中期の地域的な上器型式として「波子式」が設定されている。

弥生時代の遺跡は、都野津町の稲荷山遺跡、半田浜遺跡、後地町の波来浜遺跡などが挙げられる。

稲荷山遺跡や半田浜遺跡では、弥生時代中期の上器片が発見されているほか、波来浜遺跡では、弥生

時代後期の墳墓群が調査されている。また、二宮町の雨ケ峠 l号墓は、四隅突出型墳丘墓である可能

性が指摘されている。

古墳時代に入ると遺跡数も増加し、集落跡として、敬川町古八幡付近遺跡、都野津町半田浜遺跡、

千田町宮倉遺跡が知られているほか、都野津町二又平古墳、千田町ツヅラヤブ古墳など、横穴式石室

を主体部とする終末期の古墳も見られる。また、古墳時代から奈良時代にかけて和気川流域で須恵器

や瓦などの窯業生産も行われ、嘉久志町の久本奥窯跡、棚橋押込窯跡がある。

奈良時代には、二宮町に石見二宮 (多鳩神社)があることなどから、山陰道が通っていたという説

がある。二宮町の宮倉遺跡からは石見国分寺跡と同文の軒平瓦が出上しているほか、前述の久本奥窯

跡からは、浜田市下府町の下府廃寺と同文の軒丸瓦・砥尾が出土しておりこれらの遺跡との関係が注

目される。また、二宮町の半田浜西遺跡からは、奈良三彩や土製分銅など官衛の存在を伺わせるよう

な多くの遺物が出上している。

古代末から中世の遺跡は少ないものの、前述の波来浜遺跡からは、不・皿や石帯を副葬した中世墓

と、1000枚近い銭貨が東になった状態で検出されている。これらの銭貨の大部分が12世紀初頭までの

銭貨であることが知られている。中世には、海運で栄えた都野氏が江津を中心に勢力を持っており、

二宮町の神主城跡は、都野氏に関係が深いものと考えられている。また、神主城跡の南側には高神遺

跡がある。

近世から近代にかけては、都野津層に含まれる豊富で良質な粘土を主原料に瓦 。陶器の生産が活発

になる。市南西部の丘陵上には古 くから多数の窯が造られており、現在に至るまで江津市の主要産業

の一つとなっている。
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〔参考文献〕 宍道二年 『島根県の縄文式土器集成 1■  1974年
『江津市誌』 江津市 1982年
『島根県遺跡地図■ (石見編)』  島採県教育委員会 19924-
『一般目道.9号江津道路建1設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 I」  島標県教育委員会 1995年
『一般国道9号江津道1路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査嫡  島根県教育委員会 1998年
F飯田C遺跡・古八幡付近遺跡う嘉久志遺跡』 島根県教育委員会 1995年
『波来浜遺跡発掘調査報告書J 島根県教育委員会 1973年
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第H章 調査に至る経緯
一般国道 9号江津道路は、建設省により、江津市内の交通渋滞の緩和と、石見地域の高速交通網の

整備を目的とし、江津市渡津町を起点とし、浜田自動車道浜田インターチェンジを終点とする自動車

専用道路として 4車線道路を建設することが計画された。

江津道路建設の計画を受け、島根県教育委員会文化課 (以下文化課という)は、平成元年に江津市

嘉久志町から敬川町までの分布調査を行い13カ 所の遺跡の存在を確認している。

平成 3年 1月 には、 4者協議 (建設省浜田工事事務所、県土木部、文化課、江津市教育委員会)が

行われ、発掘調査について具体的に検討された。これを受けて平成 3年度には建設省の委託を受けた

江津市教育委員会が発掘調査を行うこととなり、 7月 に半田浜西遺跡、翌平成 4年 1月 にはカワラケ

免遺跡、鹿伏山遺跡の トレンチ調査が行われた。これらの遺跡の調査の後、 3者協議 (建設省、江津

市教育委員会、文化課)力 行ゞわれ、平成 4年度から文化課が本調査に入ることとなった。

平成 4年度に、鹿伏山遺跡・半田浜西遺跡の本調査と二宮C遺跡・室崎商店裏遺跡のトレンチ調査

を、平成 5年度に久本奥窯跡。二宮C遺跡・カワラケ免遺跡の本調査 と二宮B遺跡・古八幡付近遺跡・

飯田C遺跡のトレンチ調査を行い、古八幡付近遺跡については、一部本調査も行った。平成 6年度に

は、飯田C遺跡・嘉久志遺跡と古八幡付近遺跡の残りの部分の本調査を行い、飯田A遺跡・恵良遺跡・

嘉久志遺跡 と神主城跡 。室崎商店裏遺跡の一部について トレンチ調査を行っている。

第Ⅲ章 調査の経過
〔平成 5年度〕

久本奥窯跡・三宮C遺跡・ カワラケ免遺跡の本調査と二宮B遺跡・飯田C遺跡の トレンチ調査など

を行った。

古八幡付近遺跡については、 7月 28日 よリトレンチ調査を開始し、 8月 31日 より水田の一部につい

て本調査を開始した。また、飯田C遺跡については、1月 24日 より16本のトレンチを設定して調査を開

始し、この内 7本の トレンチから遺構・遺物を検出している。

〔平成 6年度〕

平成 6年度は、4月 20日 より飯田C遺跡の表土掘削を重機を使用しながら開始した。5月 12日 には、

第 3平面で土器片多数を採集し、ピットも検出している。 6月 30日 には、全遺構を完掘し、清掃・写

真撮影を行つている。その後、実測・測量図の作成を行い、 9月 6日 に現地調査を終了した。

7月 5日 からは、古八幡付近遺跡の トレンチ調査を開始し、多量の遺物の検出を見たため、翌日か

ら金面発掘を行つている。■月 9日 には、水田遺構の一部を検出し、12月 22日 まで掘削を行つた。平

成 7年 1月 25日 に水田遺構についてラジヨンヘリコプターによる空中写真撮影を行い。木製品の取 り

上げを行った後 1月 27日 に現地調査を終了した。この間12月 17日 に調査指導会を、翌18日 に現地説明

会を行っている。

嘉久志遺跡は、当初計画ではトレンチ調査のみを行う計画で、12月 6日 より現地入りした。その直

前には、江津市教育委員会より経塚が存在する可能性を指摘されており、これを受けて現地を確認し
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たところきわめて狭い範囲であることが予想されたため、 トレンチ調査と並行して、経塚存在の可能

性のある地点の全面発掘を行つた。12月 7日 に土坑を検出し、12月 22日 までに実測図を作成して現地

調査を終了した。

■月 8日 から12月 15日 までの間には、飯田A遺跡・恵良遺跡・神主城跡・室崎商店裏遺跡について

トレンチ調査を行つている。

〔平成 8年度〕

平成 7年度は、江津道路建設予定地内の埋蔵文化財発掘調査は行っていない。

平成 8年度は、 6月 11日 よりまず、 1班により波子町の大田屋窯跡のトレンチ調査から開始し、そ

のまま本調査に移行している。大田屋窯跡本調査中の■月25日からは、波子町中掘田古墓のトレンチ

調査を行っている。一方他の 1班は9月中旬より二宮町恵良遺跡のトレンチ調査を、10月 21日 からは

三宮町神主城跡のトレンチ調査を行い、■月からは、恵良遺跡の本調査を実施している。両班とも12

月25日 に現地調査を終了した。

また、平成 8年度は、平成 6年度調査分を対象に遺物の整理を行い、本報告書を作成している。
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第Ⅳ章 遺跡の概要
1.嘉久志遺跡

① 調査区の設定
嘉久志遺跡は、江津市嘉久志町イ556番地他の、標高約20mの東向き斜面に位置する。和木町から嘉

久志町に続 く山塊の東端に位置し、嘉久志遺跡の位置する尾根の最高所は標高約50mでぁる。遺跡の

東側は、新川が流れる深い谷になっており、その先は、江津市中心部を形成する砂丘地帯に続いてい

る。遺構は東西に延びる尾根の東側先端近 くに位置するが、尾根の頂部から遺構のある標高20m付近

までは緩やかな斜面が続いており、台地状になっている。この部分は、以前は畑地として開墾されて

いたようである。標高20m付近から下方は岩盤が露出した急斜面となっており、直下を北流する新川

へと続いている。遺跡の南側は、狭 く深い谷があり、その先は、南側へ向かって丘陵が延びている。

ガ

/

久志遺跡調査区配置図 (1:1000)
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北側は、浅い谷と尾根を経て丘陵が終わり、日本海へと続いている。

遺跡より北側の尾根先端に当たる部分には、本遺跡と同様の小さな加工段が点々とあり、墓地になっ

ている。そのため、新川付近から各墓地を通り、遺跡のすぐ横を抜け、尾根上に至る道が残されてい

た。

調査前の状況は、斜面がわずかに緩やかになった位置に直径 5 cm程の玉石が、半径 2m程度の範囲

に散乱しており、わずかに高まりが見られたものの、石塔や構築物の痕跡は見えなかった。

本調査地は、江津市教育委員会より、「キョウツカ」と言う地名があったとの連絡を受けて調査に入っ

たもので、現状から「経塚」の存在した可能性が伺われた。

0                 2m

② 遺構の概要

調査地は、尾根

頂部から延びる緩

やかな斜面が終わ

る標高21mか ら23

mま での間で行

い、調査地より下

方は、急斜面にな

る。

現地の表土は、

非常に薄く、10cln

に満たない。表土

直下には、すぐに

明赤褐色の地山が

現われる。遺構付

近は、表上の直下

に炭化物を含む土

がわずかに見られ

た。地表面で見ら

れた玉石が、埋土

中のきわめて広い

範囲で見られるこ

とから、撹乱され

ていることが伺わ

れた。

検 出 した遺構

は、土坑 1基で、

検 出面で長径約第3図 嘉久志遺跡地形測量図 (1:60)
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1ォ 6m、 短径約1,4mを測る楕円形を呈す。完掘時の深さは1約40cmで あつた。土坑内の埋土は橙褐色を

呈し、比較的柔らかく、前述の玉石を少量含んでいる。玉石以外の遺物は出上しなかつた。表土に玉

石を含む範囲で調査区を拡張したが、それ以外に遺構 ,遺物は検出できなかった。

調査に並行して丘陵全域でのトレツチ調査も行つているが、本遺跡に関連するような遺構 ,遺物は

検出されていない。

第4図 嘉久志遺跡土坑実測図 (1:30)

。
ミ
ヽ
‐
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③ ′卜結

調査の結果からは、「経塚」があったという確実な証拠は確認できなかったが、玉石や土坑の存在か

ら、少なくとも人工的な施設があつたことは確認できた。遺跡周辺の状況から墓地の可能性も否定で

きないが、地元での伝承から墓ではない何かが在ったと想像される。地元住民から聴 くところによる

と、以前大きな台風が来たときに、この位置にあった大木が倒れ、その下から玉石が散乱したとのこ

とで、当初は木が植えられており、それが倒れた際に埋納物が散逸したことが想定され、玉石の検出

状況からもそれを肯定できる。遺物が存在しないため、時期は不明であるが、このような話から、経

塚か墓が存在した可能性は高い。
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2.飯 田C遺跡

① 遺跡の位置

飯田C遺跡は、江津市二宮町神主イ791番地他の標高約50mを測る丘陵の東斜面に位置する。付近は、

飯田川に依って浸食された河岸段丘が多く見られ、谷には水田が営まれている。下方の水田から調査

区先端までの比高差は約 7mを測る。遺跡の南側には、高野山から中国山地へと続 く山塊を控え、高

野山南麓にはツプラヤブ古墳などが含まれる高野山古墳群が知られている。北側は水尻川とその沖積

平野を経て日本海に至る。東側は水尻川の支流飯田川が流れる谷になっており、対岸は神主城跡が在

る丘陵が位置する。飯田C遺跡と向かい合う斜面の河岸段丘上には、恵良遺跡が在 り、付近の河岸段

丘上にはまだ多くの遺跡が存在するものと思われる。

調査地は牧草地として開墾されており、斜面を大規模に削って、 6～ 7段の加工段を造成した状況

であった。調査地北側は宅地となっており、大きく削平され、遺跡の残存は望めなかった。また、遺

跡の東側には道路が通っており、それより下方は、飯田川に向かって急斜面になっている。牧草地の

カロエ段は、調査地を横断して、更に南側まで続いている。

調査区は、北側の宅地部分を除いた標高36mか ら53mの範囲に設定し、それぞれの加工段とその斜

面を、上方から順に第 1平面 。第 1斜面・第 2平面 。第 2斜面……第 6平面と呼び、第 1平面から掘

削を開始した。第 1平面より上方は、南北に延びる尾根上に緩やかな斜面が続いていたが、 トレンチ

調査の結果、遺構・遺物が認められなかったことから調査区から除外した。

註 1 柳浦俊―「石見における群集墳の一例」『島根考古学会誌 第 1集』1984年

② 遺構の概要

第 1平面～第 2斜面 第 1平面は標高53m付近で、表土直下に褐色上が堆積しており、埋土は比較的

薄い。第 1斜面も同様で、遺構 。遺物は見られなかった。

第 2平面は、飯田C遺跡で最も広い平坦面で、調査前の状況では、標高50m付近で、ほぼ水平に造

成されていた。調査の結果この平坦面は、山側の斜面を削り、その上を谷側に盛って造成したもので、

第 2斜面側は造成上が厚く堆積した状態になっていた。この状況は、下方の各平面とも同様で、各平

面の奥側には遺構 。遺物の残存が少なく、先端側は厚い造成上の下に遺構 。遺物が残存している。

第 2平面のほぼ全面にわたって、地山面に、近年の煙草畑と思われる、東西方向に延びる畝が検出

された。また、第 2平面の北側・南側とも1段下がつており、排水濤があつたものと思われる。北側

の排水濤は、調査時にも少量の湧水が見られ、南側の排水濤には塩化ビニール製のパイプが敷設され

ていた。北側の排水濤からは、遺物は出土しなかったが、位置関係から畝に伴うものと思われ、近代

のものであろう。また、表土中を中心に、家屋移転に伴うと思われる陶磁器類が多量に採集できたが、

古いものは含まれていなかった。

第 2斜面は高低差約 4mを一気に下る急斜面で、第 3平面の造成により削られたものと思われる。

上方は第 2平面から続く厚い造成上が堆積しており、造成上中には須恵器・土師器の小片が、わずか

に含まれていた。下方は、第 3平面の造成により削られているようで、表土と薄い埋上の直下が地山
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となっている。

第 2斜面南側の一角は特に傾斜が急で、後述する溜池に向けて、土砂崩れの痕跡が 2カ所で見られ

た。

第 3平面 第 3平面は、標高41m付近に位置し、北側の宅地部分から続く南北に長い平坦面になって

いた。

調査区南端には、溜池と思われる大きな落ち込みが見られた(第 7図 )。 落ち込みは、地山面を幅約

6mに亘って掘り窪め、東側の堤に当たる部分を幅約 2m程掘り残したもので、長さ12mに亘って検

出し、更に調査区南側に延びている。堤部分は南北方向に一直線に伸び、落ち込みの北から西側は地

第 1平面

第 1斜面

第 2平面

第 2斜面

第 3平面

第 3斜面

第 4平面

第 4斜面

第 6図 飯田C遺跡地形測量図 (1:800)
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形に制約されたためか、緩やかに廻っている。底面は中程の小さな段を介して 2面になっており、ど

ちらもほぼ水平を保つている。落ち込み最深部の標高は約40mで、堤部分の最高所から落ち込みの最

深部までの比高差は、1,lmを測る。

堤部分の上面は約80cmの幅の通路状の平坦面となっており、調査区外南側に続いている。落ち込み

部分の北端から約 6mの位置には、樋と思われる濤が切られていた。樋と思われる濤は2段に造られ

ており、上端の幅約 lm、 中段の幅約80cm、 下段の幅約20cmを測 り、堤部分の上端から中段までの比

高差は約20cm、 下段までの比高差は約50cmである。仮に落ち込み部分に水があったとしてもこの樋で

は完全に水を抜 くことはできない。樋と思われる部分の下段の底には砂が堆積していたことから、水

が流れていたことが伺われる。なお、完掘した後も湧水は認められなかったが、第 2平面南側の濤の

真下に位置し、第 2平面の湧水地との関係が想定される。

濤部分の中段は堤部分の幅で完結しているが、下段は独立した濤として、堤部分から2m以上続い

ており、第 4平面方向に向けて水を流していたようである。第 3平面にはピットや濤などの遺構が存

在するが、その濤の一つを切つて続いている。

調査区南壁の上層断面 (第 8図)では、落ち込みの底から西側にかけては斜面の崩落 (第 2斜面の

上砂崩れの跡か)に よると思われる堆積が見られるが、他の大部分は一度に埋められたようで、石や

大きな上の塊がそのまま堆積していた。埋め戻し後しばらくは、小さな落ち込みが残っていたようで、

濤状に窪んだ土層が残っている。また、樋と思われる部分の盛 り上の痕跡は確認できなかったが、埋

第 7図 第 3平面南実測図 (1:120)
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め戻し上は、更にlm近 く積み上げられている。

落ち込み部分の埋め戻し土や埋上には、遺物は全 く含まれていなかった。

第 3平面の中程から北側にかけては、比較的多くの遺構が残存していることから、前述の落ち込み

埓誤誤NS鶴 留ぷSSく SS〔 SttE Ь Φ

巌対ぷ灘瑶灘瑶灘巌叫涌漑巌巌沖琲巌蕩巌

専鳥ξ§自辞事辞き尋ミ鳥首喜辞§専ミ尋
卜 爛「F周    薦肝     肝‖ ト
肝 肝   ト

m

第 8図 第 3平面南壁土層断面図 (1:60)

は全くの斜面に新たに掘削されたものではなく、

元々いくらか落ち窪んだ部分があり、その位置に

掘られたものと思われる。

第 3平面中程から北側にかけてはピット・濤を

検出している。調査前に一枚の平坦面だつた第 3

平面は、完掘すると小さな段と平坦面が連続する

状況で、地山面に濤 5条、ピット■基を検出して

いる (第 10図 )。

濤は、全て後世の造成により切断されている。

SD lは幅約50cm、 深さ約20cmを 測る断面「V」

字形を呈する濤で、やや蛇行しながら南北方向に

掘られている。北側を造成により破壊されている

が、総延長 7mに亘って検出した。SD2も 同様

の濤で、SD lに 並行しており、同様の機能を持

つ濤の掘り直しと考えられるが、前後関係は不明

である。

SD-3は、SD l・ 2よ り南側で検出した濤で、

その形状は、SDl・ 2と 同様である。北側で切

断されているが、 SD2に「 L」 字形に続 くもの

と思われる。SD-3の西側はSD-3に並行する加

工段になっており、これがSDlに連続した濤で

あつた可能性が高い。両者とも南側を前述の落ち

込みによって切られている。

SD 4は、SD3の 東側に位置する濤で、幅約

80cmを 測 り、他の濤に比べてやや広い。断面も逆

台形を呈し、その方向もSD 3と は並行しない。

東側の肩は造成により破壊されているが、西側の

肩が加工段 として生きており、調査区南端まで連

続しているが、その途中を落ち込みから続 く樋と

思われる濤によって切られている。

SD 5は、最も西側に位置する濤で、第 2斜面

の直下に位置する。この濤だけ主軸を斜面と並行

する (東西)方向に取る。他の濤に比べ高い位置

にあるが、削られた西側を延長すると第 2斜面に
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ぶつかることになるので、どこかで (第 2斜面の形状からおそらく北側に向けて)「 L」 字形に曲がる

ものと思われる。

SD-3・ 4の間の平坦面には、 7基のピットが見られる。そのほとんどは直径約30cm程の比較的小

さなものだが、深さは約50cmと 、しっかりしており、第10図 A列は80～90cm間隔で、直線に並んでい

ることから、柵列か建物跡があったものと思われる。また、B列のピットは、上面に削平を受けてい

るものの、上面が方形を呈し、更に30cm円形に彫り込んだ 2段のピットになっている。A列のピット

も同様の形状であったと思われ、掘立柱建物跡の可能性が高い。位置関係からA列が掘立柱建物跡、

SD4が その区画濤であつたものと思われる。同様に他の濤 も建物に伴うと思われ、この周辺には、

掘立柱建物の何回かの建て替えがあつたものと想定される。第 2平面からの遺物の出土量は少ないが、

第20図 3・ 13な どの土師器の椀や小皿が出上している。

SD-4と それに連続する加工段部分より下方は、大きく削平されており、ピット等は確認できなかっ

たが、土師器小片が多く出上している。

第 3平面東側の平坦面先端付近にも加工段の痕跡が点々と見られ、この辺りも建物跡が存在した可

o                  20m

第 9図 飯田C遺跡遺構配置図 (1:600)
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能性が高いが、後世の改変が著しく、ピット等は確認できなかった。しかしながら、第 3斜面の包含

層や、第 3平面中央に設定した第12ト レンチでも多量の遺物が出上していることから、建物跡が多く

存在したことは確実である。なお、確実に遺構 として検出し得たものは、この第 3平面の濤・ ピット

のみであった。

第 3平面中央に見える円形の上坑 3基は、いずれも近年に果樹を植えたものである。

第 3斜面～第 5平面 第 3斜面から第 5平面は、標高34～39mに位置する。この間は、調査前の状況

◎

0

@
|>

′
′
′

||′ ′
′′
′
′

SD-03/

V

ベ

ハ

第10図 第 3平面北実測図 (1:120)

SD-02
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では、第 3・ 4斜面が高さlmも ある明瞭な段差として存在してお

り、それによって第 4・ 5平面を分けていたが、造成上を象1がすと

加工段 と小規模な平坦面が連続する形状で、大規模な平坦面が存在

しない。造成による埋土も厚 く、第 4斜面南壁の上層堆積状況を見

ると、地山面についてはほとんど掘削されず、その上に造成上が厚

く盛られた状況で、地山面の改変は比較的少なかったものと考えら

れる。

造成上除去後の地形は、第 3斜面は加工段にすぎず、第 4斜面も

非常に緩やかな傾斜となっている。ピット等の明確な遺構は見られ

なかったものの、第 3・ 4斜面を構成する加工段とその間に見られ

る小さな加工段が連続して調査区を横断するように延びている。

第 3斜面から第 5平面の北側部分は、黒色上の厚い堆積が見られ

た。黒色土中には、須恵器・土師器を中心とする多量の遺物が含ま

れている。この黒色上の堆積は調査区南側には全 く見られず、南側

では遺物も少なかった。

第 5斜面の南側は、小さな谷地形になっており、すり鉢状に落ち

込んでいる。調査時にも湧水が見られ、そのために東端の検出は断

念した。湧水は第 4平面付近から始まり、調査区外東へ延びている。

谷の中から第 5平面下方にかけては、人頭大からlmを越える大き

な石が散乱した状態になっており、砂が厚く堆積している。遺構・

遺物は、見られない。

第 6平面 第 6平面は、北端の調査区で、宅地として造成された部

分の真下に当たる。標高36m付近に位置し、調査前はほぼ完全な平

坦面で、畑地であった。埋土は非常に薄く、大半が削平されていた

が、東側の調査区周縁部には、わずかに自然地形が残されており、

東に向かって落ち込んでいる。遺構 。遺物は見られなかった。
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③ 遺物の概要
弥生土器 弥生土器と思われる土器
片は少量が出土しているが、この内

4点を図示した(第13図 )。 いずれも

複合口縁を持つ甕の小片で、132・ 4は第 3斜面から、13-1・ 3は第

5平面から出上している。131は、復元口径12,8cmを測るだヽ型のもの

で、口縁部外面に擬凹線文を施す。開き気味に延びる日縁端部をやや

尖らせる。肩部に櫛によると思われる羽状文を密に入れる。口縁部内

面はヨヨナデを、体部内面は横方向のケズリを施す。焼成は良好で、

明桃褐色を呈し、灰色・褐色の砂粒をやや多く含んでいる。13-2は 、

‐一匹一
ωΦ
。
ヨ

暗褐と粘質と

暗赤偶色格質■
W390m

第■図 第 4斜面南壁土層
断面図 (1:60)

0                    2m

第12図 第 5平面上層断面
図 (1:60)

累禍色継質■ (遺物を井をと
:多 く含む)
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復元口径14,6cmを測る。直線的に延びる、やや厚手に作られた口縁端部は、丸 く納める。日縁部外面

に擬凹線文を、口縁部内面にヨコナデ、体部内面に横方向のケズリを施す。明白褐色を呈し、やや軟

質である。灰色の 2 11ull程 度の砂粒を含んでいる。13-3は 、復元口径18,4cmを 測る、やや大型の甕であ

る。日縁部の形状は13-2に 似るが、やや高い。調整も、13-2と 同様である。焼成は良好で、明褐色を

呈し、褐色・ 白色の砂粒をやや多く含んでいる。13-4は、復元口径18,9cmを 測るもので、やや薄手に

作られた口縁部がわずかに外反しながら延び、端部を尖らせるものである。調整は13-3と 同様で、明

褐色を呈し、焼成は良好である。内面は、黒灰色を呈している。胎土中には2～ 3 11ullの 白色の砂粒を

やや多 く含んでいる。いずれの上器も弥生時代の後期後半のものと思われる。

土師器 土師器は第 3平面から第 6平面までの広範囲で多量に出上しているが、そのほとんどは、第
3斜面から第 5平面にかけて見られる黒色土中からの出上である。

141～12は高郷である。14-1は 、12ト レンチから出上したもので、邦部の中位に稜が付き、口縁部

に向かって直線的に開く形状のものと思われる。復元口径は19,9cmと なり、外面にミガキが見える。

焼成は良好で、橙色を呈し、胎上には赤色・白色の砂粒を含んでいる。14-2・ 3・ 5・ 6は、丸みを

帯びた郷部を持つものと思われ、14-3は、12ト レンチから、他は第 5平面から出土した。復元口径は

14～16cmと なる。いずれもマメツしており、調整は不明である。橙色を呈し、胎土中に白色の小砂粒

をやや多く含んでいる。14-4は 、日縁部外面に稜を持つもので器台かもしれない。12ト レンチから出

上している。直線的に立ち上がる不部が口縁端部の下 l cm程のところで、明瞭な稜を持ち、指ナデに

よるものか、わずかに外反して口縁部に至る。復元口径は14cmで、橙褐色を呈し、焼成は良好である。

胎土中には砂粒をほとんど含まない。14-7～12は高邪の脚部である。147は第 5斜面から、148。 9

は、12ト レンチから、14-10は 第 4平面から、14-■・ 12は第 3平面から第 3斜面で出上している。

14-7・ ■・ 12は厚手で太い脚部を持つもので、いずれも調整は見えない。14-7・ 12は、橙色から明褐

色を呈し、白色の砂粒を少量含む。14-11は、黄褐色を呈し、胎土中に2 11ull前 後の角の丸い白色の砂

粒を多量に含む。148～10は 、薄手の細い脚を持つもので、筒部の裾で折れ曲がり、端部に至るもの

である。いずれも外面と内面端部をナデ調整し、筒部内面は絞り目を残す。淡橙色を呈し、胎上には

白色の砂粒を含んでいる。

14-13・ 14は低脚邦である。14-13は第 4平面から出土したもので、底径約 9 cmを測 り厚手である。

内外面ともナデ調整する。橙色を呈し、胎土中に白色の砂粒を含んでいる。14-14は、第 5平面から

9           19Cm

第13図 飯田C遺跡出土弥生土器実測図 (1:3)
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第14図 飯田C遺跡出土土師器実測図 (1)(1:3)
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9          19Cm

第15図 飯田C遺跡出土土師器実測図 (2)(1:3)
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出土したもので、底径6、 6cmを 測る。14-13に 比べ薄 く小型である。内外面ともナデ調整する。橙色

を呈し、胎土中に白色の小砂粒を非常に多 く含んでいる。上記の高邪 。低脚不は古墳時代中期のもの

と思われる。

14-15～17は、複合口縁を持つ甕である。14-15は 、薄手の口縁部がわずかに外反して先端を尖ら

せるもので、12ト レンチから出上している。淡褐色を呈し、胎上には白色の小砂粒を含んでいる。弥

生土器に含まれるものか。14-16は 、第 5平面から出上したもので、回縁端部に面を持つものである。

灰褐色を呈し、胎土中に褐色の砂粒を非常に多く含んでいる。14-17も 同様のものであるが、国縁端

部の面が不明瞭なものである。第 6平面から出土した。淡橙色を呈し、胎上には白色 。褐色の小砂粒

を多く含んでいる。14-16・ 17は、古墳時代前期のものと考えられる。

14-18は小型の壷で、12ト レンチから出土した。復元口径は約 8 cmである。赤褐色を呈し、胎土中

に灰色の小砂粒を多く含んでいる。14-19は直口童の口縁部と考えられるもので、第 5平面から出土

した。復元口径は約10cmで、日縁端部に明瞭な面を持つ。淡橙色を呈し、胎土中に赤色・褐色の小砂

粒を含んでいる。

14-20～22は、小型の甕である。14-20は第 5平面から、14-21・ 22は第 3斜面から出上している。

復元口径は 7～10cmと 小さい。14-20の外面には縦方向のハケメが見える。また、14-22の 内面には

粘上の接合痕が明瞭である。いずれも赤褐色を呈し、胎土中に白色の砂粒を含んでいる。

14-23は 第 4平面から出上した。短い口縁部から胴部は大きく張り出す。外面はナデ調整し、内面

には板ナデ状の荒いケズリを縦方向に施す。橙色を呈し、胎土中に白色の小砂粒を含む。

14-24は 、鉢と考えているが、高杯であろうか。第 6平面から出上している。内外面ともナデ調整

する。橙色を呈し、胎土中に灰色の砂粒をわずかに含む。

14-25は 複合口縁の甕と思われるが、稜になる部分が沈線状に窪むもので、第 3斜面から出上して。

明褐色を呈し、胎上には褐色の小砂粒をやや多く含んでいる。焼成はやや軟質である。

第15図 には土師器の甕を図示した。15-1・ 3・ 9は 12ト レンチから、15-2・ 4・ 5・ 8010は 第 3

斜面から、156・ ■は、第 5平面から、15-7は 第 4斜面から出上している。15-1な ど胴部が長く延び

ると思われるものと、15-5な どのように丸みを持つ胴部を持ち、最大径を測る部分が低 くなると思わ

れるもの力ゞある。

この内、15-7・ 10。 12は、日縁部が極端に外反する。また、15-20は 、鍋と呼ぶべき器形に近い。

これらの上器は、第20図 に図示した土師器などに伴う、新しい時期のものと思われる。

第16図 には小型の甕と鍋を図示した。161・ 6・ 10は 第 5斜面から、16-2・ 13～ 15は 第 3斜面から、

163は 12ト レンチから、16-4・ 5・ ■は第 5平面から、167・ 8。 12は第 3平面から、169は第 4平

面から出上している。

16-14は 、復元口径が約13cmと極端に小さいもので、斜めに延びる国縁部の内面直下からケズリが

入るものである。黄褐色を呈し、胎土中に白色の砂粒を含んでいる。

16-7・ 12・ 13な ど、日縁部が極端に外反する鍋は、第 3平面か、直下の第 3斜面から出上しており、

第 3平面の建物跡などに伴うものと思われる。いずれも橙色を呈し、胎土中に白色の小砂粒を含んで

いる。167・ 14は非常に硬質に、16-13は やや軟質に焼成される。

16-15は 、一見須恵器甕に見える個体だが、外面は荒いハケメを内面にはナデを施している。淡桃
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第16図 飯田C遺跡出土土師器実測図 (3)(1:3)
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色を呈し、胎土中に砂粒をほとんど含まず、非常に硬質に焼成される。第 3斜面から出土しており、

鍋の体部であろうか。

第17図 には土製品を図示している。この内171～ 7は、甑 と考えられるものである。171は第 6平

面から、172・ 5・ 7は第 3斜面から、173は 14ト レンチから、174は第 5平面から、17-6は 12ト レ

ンチから出上している。173な どの大型のものや、176・ 7な ど小型のものが含まれる。

178・ 9は土製支脚である。178は、第 5平面から出上したもので、橙色を呈し、胎土中に白色の

砂粒を含んでいる。大きく前傾する形で、背には親指大の穴が開けられている。穴は奥に行 くほど狭

くなり、貫通まではしていないと思われる。17-9は 第 3斜面から出土したもので、底部まで残ってい

ることから高さの低いどつしりした形のものである。背には鰭が付けられている。赤褐色を呈し、胎

土中に白色の小砂粒をやや多く含む。

17-10～12は、篭である。17-10・ 12は、12ト レンチから、17-■は、12ト レンチ直下の第 4斜面

から出上しており、同一個体の可能性があり、比較的小型のものと思われる。橙色を呈し、胎土中に

赤色 。白色の砂粒を含んでいる。

須恵器 第18・ 19図 に図示したものは須恵器である。

古墳時代の邪類は小片の出土が多く、 3点を図示できた。18-1は 、12ト レンチから出上した蓋であ

る。口縁部内面に明瞭な沈線があり、飯田C遺跡で最も古相を呈するものである。182は、大きなカ

エリが直立するもので、復元口径は約10cmと 小さい。第 5平面から出上している。18-3は 、日縁部内

面にくばみを持たない蓋である。内外面ともナデ調整し、ケズリの痕跡を残さない。復元口径は約13

cmで、第 4平面から出上した。

184・ 5は、長脚の高邦で、第 5平面から第 5斜面で出土している。どちらもスカシは確認できな

い。186・ 7は、短脚の高郷で、第 3斜面から出上している。脚取り付け部から広く、脚部が大きく

外反し端部をわずかに垂下させる。18-8は 、脚部の細い高邦で、少なくとも2方向に線状のスカシを

持つ。第 4斜面から出上している。

18-9。 10は、第 3斜面から出土したもので、壷だろうか。189はハケメ原体に、18-10は ヘラ状工

具による斜行刺突文を持つ。18-9に は、ボタンが張り付けれられている。

18-■は、長頸壺である。顕部中程に沈線が巡 り、頸部下半には絞り目をわずかに残す。壷部上に

頸部を張り足した痕跡が残っている。第 3斜面から出上した。

18-12は 、取手である。甑とも考えられるが、体部側が大きく湾曲しており、鍋のような底のある

ものではないだろうか。第 4斜面から出上している。灰色を呈しているが、一部に黒変があり、火に

かけられた可能性がある。

18-13の器形は解らない。脚付き壷の脚部であろうか。端部が肥厚し内面側に折り返された形状に

なっている。内外面ともナデ調整する。14ト レンチから出上した。

18-14～18は甕である。体部は外面に平行タタキを内面に同心円文の押さえ具の痕跡を残す。国縁

部は、外面側に直立する面を持つもの (18-14・ 18)と 、頸部中程に稜を持ち、上面に面を持つもの

(18-17)がある。18-14・ 15は第 5平面から、18-16は第 3平面から、18-17・ 18は第 3斜面から

出上している。

18-19。 20は壼の底部と考えられるものである。18-19は、無高台の底部から緩やかに内湾する体
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部が立ち上がるもので、体部外面に強いナデによる沈線状のくばみを持つ。18-20は外側に張り出す

高台を持ち、内面見込み部に自然釉の付着が見られる。18-19は 第 4斜面から、18-20は第 3斜面か

ら出上した。両者とも底部に回転ヘラ切 りと思われる痕跡を残している。
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191は、大型の壷の底部で、高台は無い。10ト レンチから出上している。ケズリの後丁寧にナデて

いる。193は、第 5平面から出上した小片であるが、19-1と 同様のものと思われる。19-2は 太 く高い

高台を持つ壷の底部である。第 3平面から出上している。

194～ 8は蓋である。194は擬宝珠状つまみを持つもので、復元口径約17cm大きなものである。緩

やかな体部を持ち、端部が小さく垂下し、カエリを持たないものである。外面には自然釉が付着して

いる。19-5も 同様のものと思われる。両者とも第 3斜面から出土した。196・ 7は、つまみから体部

が水平に延び、中程で折れ曲がつて端部にいたり、下端をわずかに垂下させ、端部外面に面を持つも

のである。第 3斜面から出上した。198は非常に径の大きい輪状つまみを持つもので、第 3斜面から

出上した。つまみ部の径は約 9 cmあ り、端部を欠くが、器高は比較的高いと思われる。19-4～ 7は奈

良時代の、198は、平安時代のものと思われる。

199～15は、第 3斜面から出上した高台付きの不である。いずれも低い直立する高台を持つもので、

底部は回転ヘラ切 りである。19-12は、高台の形状が異なり、極端に小型であることから壷の可能性

もある。奈良時代のものであろうか。

19-16～19は、無高台の杯で、底部を回転ヘラ切りするものである。19-16は第 6平面の表土から、

19-17は 10ト レンチから、19-18は第 3斜面から、19-19は第 4平面から出上している。いずれも高

台付きのものに比べ体部の開きが大きい。

19-20は皿であろうか。第 4平面から出上している。内外面ともナデ調整する。日縁部の下に強い

第21図 飯田C遺跡出土土製品。硯実測図 (1:
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第22図 飯田C遺跡出土石器実測図 (1:3)

指ナデによるくばみを持つ。

19-23～25・ 27は回転糸切り底を持つもので、19-23・ 25・ 27は皿、19-14は郷 と判断した。いず

れも底部に円盤高台状の高まりを持つ。19-23は第 3斜面から、19-25は第 6平面から、19-27は第

5平面から出上し、19-24は表面採取した。

19-28は 、第 4斜面から出土した壼と思われるものである。底部は破片のため断定しがたいが、静

止糸切 りに見える。

19-29は 蓋の転用硯である。高く傾斜したつまみを持つ蓋を転用したもので、内面に使用による擦

痕と、少量の墨を残す。第 3斜面から出上した。

平安時代の上師器 第19図の一部と第20図 には平安時代以降と考えられる土師器・陶器を図示した。
19-21・ 22・ 26は、皿である。19-21・ 22は第 2平面から、19-26は第 5平面から出上した。底部は

回転糸切 りによるものと思われる。19-22は 内面にタール状の付着物があり、灯明皿として使用され

ていたものと思われる。

201～ 3は、高台付きの椀である。20-1。 2は第 4斜面から、20-3は 、第 3平面から出上している。

いずれも底部は回転ヘラ切りで、胎土中に白色の小砂粒を含んでいる。

204～ 7は、無高台の邪で、204は第 6平面から、205は第 3斜面から、20-6・ 7は第 5平面から

出上している。204は、底径約 6 cmを測る底部から、膨らみを持つ体部が高く延び、口縁部はわずか

に外反する。いずれも底部は回転糸切 りである。

20-8～20は、皿である。20-8・ 11は 第 6平面から、20-10は 第 4平面から、2012は第 4斜面から、

2013・ 18は第 2平面から、20-14・ 20は第 3平面から、20-15は 12ト レンチから、20-16・ 19は第 3

斜面から、2017は 10ト レンチから出上している。いずれも底部に回転糸切 り痕を残す。

20-21は 低い柱状高台を持つ皿である。マメツしており、底部の切り離しは確認できない。第 6平

面から出上した。

20-22は 鍋 と思われる破片である。内外面とも横方向の強いナデによる線が見える。明褐色を呈し、

赤色・灰色の小砂粒をやや多く含んでいる。第 3平面から出土した。

20-23・ 24は備前焼のすり鉢と考えられるものである。20-23は 第 3平面から、20-24は 第 5平面

から出上した。

20-25は 、10ト レンチから出土した、土師器のこね鉢と考えられるものである。復元口径は約28cm

と大きく、端部を玉縁状に折り返す。体部は緩やかに内湾するようである。淡橙色を呈し、胎土中に
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黒色 。白色の小砂粒を含んでいる。

20-26は 肥前系の皿である。釉は暗褐色を呈し、貫入が多く見られる。高台外面は露体で、底面は

掻き取り、高台を削り出す。見込みの 4カ所に砂目が見られる。第 3平面から出上した。

20-27は 、第 6平面から出土したものであるが、器種は不明である。須恵器に含まれるものであろ

うか。青灰色を呈し、胎土中に白色の小砂粒をやや多く含む。

20-28は 、壷であろうか。明黄褐色を呈し、胎土中に赤色の砂粒を含んでいる。やや軟質に焼成さ

れる。第 3平面から出土した。

土製品 第21図 は土製品を図示している。

211・ 2は紡錘形の上錘である。21-1は 表面採集し、21-2は 第 6平面から出上した。211は完形品

で、46,6gを測る。橙色を呈し、胎土中に白色の微砂粒を少量含む。21-2は大半を欠く。灰色を呈し、

胎土中に灰色の砂粒を含んでいる。

21-3は円柱形の上錘である。72,9gと ゃや重い。淡橙色を呈し、胎土中に白色の砂粒を含んでいる。

第 3斜面から出上している。

214～ 6は裁頭円錐形の上錘である。21-4は 第 4斜面から、215は第 3斜面から、21-6は 第 4平面

から出上した。重量はそれぞれ51,5g、 65,Og、 46,8gを 測る。

217～ 9は、土製分銅 と判断した。上錘との違いは、整形・調整が大変丁寧である点、円孔の方向

が中軸方向に直行する点などである。特に218は、頭部を焼成後に切 り落とし、孔を開け直している

と見られることから重量の微調整を行つた可能性がある。これらは第 3斜面から第 4斜面の間で出土

している。21-7は 一部を欠くが25,2g、 21-8が28,2g、 219が約1/3を 欠くが67,6gを測る。いずれも

橙色を呈し、胎土中に白色の砂粒を含んでいる。

21-10は、ふいごの羽口である。第 3平面から出上した。先端がガラス化し、外形は断面隅丸方形

を呈している。

硯 21-■は、平面長方形になる陶硯で、海に当たる部分を欠く。還元炎焼成され、暗灰色を呈し、

白色の砂粒を含んでいる。第 3斜面から出上した。

石製品 第22図 には石器・砥石を図示した。

221は 、第 4斜面から出上した黒曜石製の石器である。欠損部分が多く、全体を伺えないが、スク

レーパーの基部であろうか。石材は暗色で透明感が無く、気泡が少ない。

22-2は、第 6平面から出上したものであるが、用途不明品である。片側に擦 り切 りを行つたような

痕跡を持ち、他の面は砥石のように擦痕が残っている。石材は緑灰色の非常に硬い石を使用している。

製鉄関係遺物 図版14の写真は第 3斜面から出上した鉄宰である。

④ 小結

弥生時代以前の遺物について 弥生時代以前の遺物は、黒曜石製石器が 1点出上しているに過ぎない。
この石器の外形すら解らない状況では時期は決めがたいが、縄文時代のものだろうか。

弥生時代の遺物について 弥生土器はいずれも第 3斜面から第 5斜面の黒色土中から出土している。
この黒色土は、奈良時代の須恵器までを同一層で含む遺物包含層で、遺構に伴うものではない。出土

した弥生土器はいずれも弥生後期後半に限られていることから、この時期の遺構が近くにあったもの

-31-



と思われる。

古墳時代前期～中期の遺物について 古墳時代前期に含まれると考えられる遺物はきわめて少ない。

弥生土器も少ないことから、飯田C遺跡に本格的に人が住み始めるのが古墳時代中期以後のことで

あったと考えられる。弥生時代後期から古墳時代前期の上器の多くに見られる特徴として、胎上に 1

～ 2 11ull程度の角の丸い砂粒を大量に含んでいることが挙げられる。これは、次項の古八幡付近遺跡に

も見られることで、この地域のこの時期の特徴であると思われる。高邦大半や甕の一部は古墳時代中

期のものと考えられる。いずれも第 3斜面から第 5平面に見られる遺物包含層から出上したものであ

るが、前期以前に比べ、遺物量が格段に増加する。前期の上器の胎土に見られた、角の丸い砂粒の大

量混入は見られない。

古墳時代後期の遺物について 飯田C遺跡で出土する最も古い須恵器は181で、TK-10に並行する

ものと思われる。その後TK-43併行期辺 りまでは点々と出土しているものの、中期の遺物に比べる

とやや少ない印象がある。特にカエリを持つ蓋は全 く出土しておらず、 7世紀台の遺物は、高不には

含まれるものがあるかもしれないが、非常に少ない。

奈良時代の遺物について 奈良時代にはいると、再び遺物量が急増する。擬宝珠状つまみを持つ蓋と

高台付きの不の大半がこの時期に含まれるものと思われる。194は胎土 。焼成・表面に付着したター

ル状の黒点が、江津市嘉久志町の久本奥窯跡のものに似ており、久本奥窯跡のものと思われる。久本

奥窯跡ではこの蓋を8世紀前半台 (V期)と している。

転用硯として使用された、高い輪状つまみを持つ蓋は久本奥窯跡には見られないものであるが、体

部途中で屈曲して端部に至るプロポーションは、久本奥窯跡のV期とⅥ期の中間的なものに見え、 8

世紀台に含まれるものと思われる。

18-12は甑の取手状のものであるが、体部の内湾の状況から、底部のふさがつた容器 (甕 。鍋か)

の可能性がある。県内ではあまり知られていないが、広島県御調郡久井町の熊ケ峠 1号窯跡などで、

口径に対して器高の低い甕に取手の付 くものがあり、その取手の形状は飯田C遺跡のものに似る。熊

ケ峠 1号窯跡のものは、広い底面を持ち、緩やかに内湾する体部の中程よりやや上に取手を付け、口

縁部を外反させるもので、 9世紀台の年代が与えられている。元々熱に弱い須恵器を火にかけたかど

うかは疑間があるが、飯田C遺跡出土のものについても、甑以外の可含Zl■ も検討の余地がある。

他に奈良時代の遺物と思われるものに土製分銅がある。水分などにより重量の変化しやすい素焼き

のものを重量の基準に使用するかどうかについては、若干の疑問もあるが、他の用途が考えられない。

調査時には、上述の重量変化の問題から土錘と考えたが、川の漁で使用する土錘は基本的に孔が縦方

向に貫通しているか、上端と下端の 2カ所で接続できるようになっており、ぶら下げて使用する錘は

見ない。これは、ぶら下げるタイプの錘では、流れにより網に絡まる危険性があるためである。また、

海の漁に使用するには錘が軽すぎると思われる。重量調整したと考えられる個体も存在することから、

土製分銅と断定した。分銅は松江市才の峠遺跡から石製のものが、出雲国庁跡から銅製のものが出土

しているが、土製のものは江津市二宮町の半田浜西遺跡のものしか知られていない。半田浜西遺跡で

は4個体が出上しており、小型のものが46g、 中型のものが88gと 100g、 大型のものが193gと なっ

ており、大型のものが中型の倍、中型のものが小型の倍の重量になっているとされている。重量調整

の痕跡の見られる218が28,2gを 測り、21-7も 釣 り手の言[分を欠いていることから、30g前後であつ
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たと見られることから、半田浜西遺跡のどれにも当てはまらない。2■9に ついては、90g前後の重量

が予想され、半田浜西遺跡の中型品に匹敵する。こうしたことからあえて言えば、飯田C遺跡の小型

の分銅は、半田浜西遺跡の中型品の1/3の重さであったと推定される。

飯田C遺跡の奈良時代の遺物には、転用硯や分銅など官衛の存在を伺わせる遺物が含まれている。

奈良時代から平安時代の江津市域では二宮地区が中心的役割を果たしていたと予想され、半田浜西遺

跡では奈良三彩が出土するなど有力な遺物が見られる。飯田C遺跡周辺は、水尻川の沖積平野からや

や離れた山間に位置するものの、この片翼を担っていたものと思われる。

平安時代以降の遺構・遺物について 平安時代に含まれると考えられる遺物は第20図の上師器椀・皿

類の他、回転糸切 り底を持つ須恵器皿など比較的多い。

須恵器皿の回転糸切りによって底部を切 り離す手法は、前述の久本奥窯跡では知られていないが、

半田浜西遺跡SD-4出土須恵器に見られる。半田浜西遺跡のものは、高さのある深いイであるが、わ

ずかに円盤高台状に底部が突きだしており、飯田C遺跡のものに似ている。また、同様の須恵器は、

次項の古八幡付近遺跡でも出上しており、古八幡付近遺跡では、ほぼ同様の形態で、皿と不の両者が

見られることから、同時期のものと考えられる。古八幡付近遺跡では、同じプロポーションで、小さ

な高台の付 く皿もあり、底部をわずかに突き出すのは意識して行われたものと思われる。半田浜西遺

跡では、同時に灰釉の椀が出上していることから、 9世紀後半の年代を当てている。

土師器には、椀・邪・皿が見られるが、高台の付 く椀は、松江市池ノ奥遺跡出上のものと同形態で、

■世紀頃と思われる。20-4な どは底径に対して器高が高 く半田浜西遺跡出上の須恵器に近い。上師器

で同様の器形のものは安来市大坪遺跡出土品に似ており10世紀台のものと思われる。20-21は、柱状

高台と呼ばれるものに近いと思われるが、一般的な柱状高台の皿に比べ蓬かに低い。

飯田C遺跡には貿易陶磁は見られないが、搬入品については、備前焼と考えられるすり鉢が見られ

る。日縁部の形態から17世紀前後のものと思われる。また、肥前系の皿は、砂目を使用しており、肥

前H期 (17世紀)と考えられる。その後の遺物は見られず、およそ、 9世紀後半から17世紀までのも

のが含まれているものと思われる。

飯田C遺跡で、明確な遺構は第 3平面の濤とピット群のみであつた。この内、第10図 A列のピット

群は、平安時代の掘立柱建物跡と考えられる。周囲には合計 5本の濤が見られ、掘 り直しも予想され

ることから、この周囲に何棟かの建物があり、建て替えを繰 り返していたものと思われる。ここから

は、土師器の椀・皿が出上しており、平安時代のものと考えられる。

製鉄関係の遺物については、その所属時期は解らないが、奈良 。平安時代には、三宮地域が江津市

域の中心地 となっていたであろうこと、中世には都野氏の勢力下にあったであろうことから、平安～

中世に行われたものと想像される。

第 3平面にピット・濤が作られたのは平安時代のことと思われるが、飯田C遺跡の丘陵は、近代に

入ってから改変の手が加わったと思われる。まず、第 3平面南側に溜池が掘られるが、これは、全 く

の斜面に掘削されたものではなく、平安時代の集落などによって削られた加工段に掘られたものであ

ろう。
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年

註 2 聯鷺ケ峠第 1・ 2号窯跡』 財国法人広島県埋蔵文化財調査センター 1996年
註3 広島県立歴史民俗資料館学芸員葉杖哲也氏のご教授による。
註4 「才ノ峠遺跡」『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書WJ 島根県教育委員会 1983年
註5 『出雲国庁跡発掘調査概報』 松江市教育委員会 1970年
註 6 註 1に同じ
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3.古八幡付近遺跡

① 遺跡の位置
古八幡付近遺跡は江津市西部の敬川町に位置する。この地域は、有福温泉方向から山間を流れてき

た敬川が日本海に流れ出る河口近くの、日本海に面した扇形の沖積平野に位置し、遺跡はこの沖積平

野の付け根に当たる。付近に遺跡は知られていないが、調査区南隣の運送会社造成時に縄文土器が出

土している。

古八幡の地名は、現在北側の敬川集落内にある敬川八幡宮が、元々 この付近にあったことから付け

られている。

古八幡付近遺跡は敬川右岸の標高約 7～10mの水田と、その東側の斜面からなってお り、最高所の

標高は約30mでぁる。調査区の西側約300mに は敬川が北流してお り、そこから古八幡付近遺跡までを

含めた節囲は、低い河岸段丘が連続する地形になっている。 また、現状では水田下に埋没して見えな

いが、河岸段丘上には大小の起伏があ り、敬川に流れ込む小河川が、かつて存在したようである。小

河川の一つは敬川町を形成する沖積平野の東端 を流れていた と思われ、遺跡中央付近に残丘を残 して

いる。

② 調査区の設定

調査は、県道下府江津線から東側の水田と斜面を対象としている。この内、水田部東端の一部につ

いては平成 5年度に行い、他の部分は平成 6年度に行った。平成 6年度の調査は原道や水路を掘削で

きないため、それらを残したことから5区 に区分して調査を行った。 5区に区分した調査区は、南西

側の調査区からI区・ H区……V区 と呼んでいる。なお、県道下府江津線より西側にも遺跡が広がっ

ていることが予想されるが、平成 5・ 6年度には調査は行っていない。

I区は、県道下府江津線沿いの水田部の内、浄泉寺へ至る現道の南側に位置する三角形の水田部で

ある。現地の標高は9m前後であるが、調査区南側は台地になっており、台地と県道の間を埋め立て

ていることが予想された。調査区外南側の台地上は、すでに削平されており、以前に縄文土器が採集

できたとの連絡を受けている。

浄泉寺へ至る現道より北側の水田と、東側の宅地部分をH区とした。宅地部分はすでに削平されて

いることが予想されたが、宅地部分から県道に向かっては、一段下がって水田となっているため、旧

地形の斜面があるものと考えられる。宅地部分は、敬川の河岸段丘と沖積平野東端を流れる旧河川の

間にできた残丘と考えられる。

宅地部分の東側にある水田部は、北端で標高約 7m、 南端で標高約10mを測る。この水田部の東端

の細長い部分について、平成 5年度に調査を行い、他の部分をⅢ区とした。平成 5年度調査に並行し

てⅢ区で行った トレンチ調査では遺物の薄い包含層との結果を得ていた。

Ⅳ区は、平成 5年度調査区の東側に当たり、宅地とその後背斜面に当たる。宅地部分は標高約14m

を測りほぼ水平であるが、その東側は急斜面で標高約30mま で一気に立ち上がっている。宅地部分で

もШ区の水田面より4mも 高いことから、東側の斜面を削り落とし、宅地部分を大きく埋め立ててい

ると思われ、そうしたことから現地形になっていると予想した。
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V区は、Ⅳ区の北側に当たるが、lV区の宅地部分に当たる平坦面が無く、全体として緩やかな斜面

になっている。標高約10mか ら17mの間に位置し、何条かの古道が南北方向にあったと思われ、小さ

な段が連続している。

③ I区の調査

遺構の概要 I区東隣の一角は、平成 5年度にトレンチ調査を行い、完全に削平されていることが確

認されている。現地の標高は約10mで、そこからI区に向けて約 lmの段を介して下がつている。

I区の表土・耕作上を剣がすと一旦水平な面が現れた。この面は、東側では地山面、他の部分は、

明らかに地山を掘り崩して埋めたことが解る礫を含んだ赤褐色上で、造成面である。造成面から敬川

に向かう先端には、石垣が構築されており、完掘時には「L」 字形に折れ曲がった形で検出された。

造成上中に遺物は無 く、時期は解らないが、石垣の背後に当たる部分に何の造作もなく、造成上先端

に石を積み重ねただけの簡単な構造で、畑地か宅地に伴う近代のものと思われる。また、この石垣に

接して井戸も検出した。

石垣で「L」字に区画された内側の部分は、水を含んだ黒褐色上が厚く堆積していた。範囲が袂かつ

たため、造成上・石垣を撤去しながら掘削した。この黒褐色土中標高約7,5m付近からは黒曜石製石器

と縄文土器片が多量に、面的に出上した (図版16)。 しかし、その下層から須恵器・土師器を含む遺物

包含層を検出し、更に下層からはガラス・ プラスチックを含む層が検出された。このことから、これ

らの遺物包含層は、県道を嵩上げする際に埋められたものと判断され、南側の台地から一時期に、一

気に埋められたものと思われる。地山面は、橙色上で、大きく北西に傾いており、北側の県道際では

基盤層は検出されず、水を含んだ青灰色粘質土層が続いていた。青灰色粘質土中には遺物は見られな

かったが、地山面直上からは、黒曜石塊など少量の遺物が出上している。

地山面に遺構は見られなかったが、青灰色粘質土には、細い杭が打たれている。

石器 I区からは、石器・縄文土器を中心に遺物が出上している。第26図 には、 I区から出上した石

器類を図示した。 I区で出上した石器類の大半は黒曜石の象J片で、用途の解る石器は多くはない。包

第24図 古八幡付近遺跡 I区地形測量図 (1:200)
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含層のため所属時期は不明だが、大半が縄文時代で、石包丁など、一部に弥生時代のものも含まれて

いるようである。

26-1～ 7は石鏃である。261～ 3は黒曜石、264～ 7は安山岩製である。

268は、石錐であろうか。黒曜石製で、断面台形を呈す。基部を欠くが、長さ約 3 cmを 測 り、側部

は片側から丁寧に調整される。

269・ 10は楔形石器と考えられるものである。両者とも黒曜石製である。

26-11は剣片だが、石材が変わっていたため図示した。安山岩質と思われるが、乳白色から灰色を

呈し、軟らかそうな印象がある。特に目立った加工はなく、ま」離方向も一定しない。

26-12も 象」片である。安山岩の非常に薄い象」片で、下端に逆方向の祭1離がある。

26-13～ 16は黒曜石の象]片である。

26-17は打製石斧である。長さ10,9cm、 重さ124gを測る。材質は不明だが、玄武岩であろうか。板

状剣離する石材を使用し、側部を大きく打ち欠いて石斧としたもので、刃部をわずかに欠く。使用痕

はあまり見られない。

26-18は石包丁の小片と考えられるものである。石材は不明である。非常に薄く象J離 した石材を使

用し、片側から研磨して刃部を付けたもので、刃部には斜め方向に擦痕が多く見られる。小片のため、

全形は伺えない。

縄文土器 第27～31図 には縄文土器と考えられるものを図示した。突帯文土器や底部には弥生時代の

ものも含むかもしれないが、包含層出上のため、便宜的に縄文土器とする。

前述したように縄文土器は逆転包含層中より出土しており、全体の器形が伺えるものはほとんど無

く、器面も磨滅しているものが多い。突帯文土器を除 くと大半のものが縄文後期前葉に含まれるよう

である。

第27,28図 に図示したものは、福田KⅡ式から津雲A式・彦崎KI式に並行すると考えられるもの

である。やや直線的になった沈線の区画による、擦 り消し縄文を基調としたもので、273に見られる

ように波状口縁を持つ鉢が中心である。

271は、深鉢の肩部で、沈線で文様を描 くが、縄目はよく見えない。272は、短 く折れ曲がる波状

口縁を持つもので、縄文が良く残っている。27-10は直線的な回縁を持つ浅鉢と考えられるもので、

曲線を主体 とした「J」 字の文様ではなく、四角形を基調とする文様を持つ。淡褐色から黒褐色を呈

すものが多 く、胎土中に白色の砂粒を含んでいる。磨滅しており、擦 り消し縄文以外の調整を残して

いる個体は少ないが、27-33は 、外面にミガキが見られる。また、内面調整は、確認できたものはナ

デであった。

第28図 には、主に縁帯文の時期のものを図示している。28-1は波状口縁の頂部に渦巻き状の文様を

施すもので、波状口縁から延びる粘土帯が、時計回りに巻く。また、渦巻きの下方には円孔が開けら

れている。282は、直線的な口縁を持ち、渦巻き状の部分のみが突起になるものである。渦巻きの方

向は反時計回りで、完全な螺旋にならず、沈線で表現する。28-3は 、波状口縁が外側に肥厚するもの

で、上面に2状の、外面に 1状の沈線が入り、波状口縁の頂部直下に円孔を開ける。286～19は、日

縁部を拡張し、沈線を施すもので、外面から上面に沈線を入れるものと、内面側に沈線を入れるもの

がある。第28図 に図示したものは、渦巻き部を除き曲線的な文様はほとんど見られない。
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291は、直線的な口縁を持ち、肩部に二枚貝によると思われる斜行刺突文を持つ。29-2は 、小さく

「 S」 字に屈曲する肩部を持つ浅鉢と考えられるもので、小さな円孔が空く。国縁部外面に巻き貝に

き

≫
‐‐
り家

義

よる斜行連続刺突文を持

17

ガ‖鶴 叱0悦九1 22
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第27図 古八幡付近遺跡 I区出土縄文土器実測図 (1)(1:3)
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施す。単位は見えないが外面の器面は丁寧に調整されており、ミガキであろう。内面には条痕が残る。

両者とも縁帯文の時期であろう。同様のものは美保関町サルガ鼻洞窟遺跡から出上している。

293は緩やかに外反する口縁を持ち頸部に円形の文様を持つものである。肩部から頸部にかけては

一段落ち窪んだ様になっていて、その間に2段に棒状工具による円形刺突文が施される。肩部には浅

い沈線が入る。縁帯文の時期のものと思われる。

29-4は、無文の鉢で、外面穿孔による円孔が開けられる。磨滅のため調整は不明である。

295。 6は、条痕地の深鉢である。縄文上器と思われる破片は多く出上しているが、条痕地のもの

は磨滅のせいもあるが、以外に少ない。 2点 とも二枚貝によるものと考えられる横方向の条痕を内外

面ともに施す。

第30図 には、突帯文土器を図示した。

30-1は、日縁端部が折れ曲がるように肥厚し、刻み目を施すものである。内面調整はナデである。

302～ 4は、日縁端部からわずかに下がった位置に突帯が付 くもので、302・ 4は刻み目も施され

る。

30-5～ 7は、口縁端部から一段下がった位置に突帯が付 くもので、305は幅の広い、30-6・ 7は細

かい刻み目を持つ。30-5の刻み目は片側から挟るように付けられたもので、原体は二枚貝によると思

われる。

30-8は、回縁部が大きく外反し、その下方に非常に高い突帯を施すものである。突帯には巻き貝の
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第28図 古八幡付近遺跡 I区出土縄文土器実測図 (2)(1:3)

Ｏ
ｆ

-43-



背によると思われる刻み目が施される。

第31図 には縄文土器の底部と考えられるものを図示した。完全に平底になるもの(311～ 3)、 周縁

を残して内側がわずかに上がるもの (3卜4～10)、 高台状に高 く持ち上げられるもの (31-■～14)の

3種類に大別される。

弥生土器 第32図 には弥生土器を図示した。

321・ 2は、甕である。口縁部が緩やかに外反し、口縁端部は丸く作られる。内外面共にハケメ調

整し、外面に1条のヘラ描き直線文を施す。322は 、胴部がわずかに張り出す。弥生時代前期のもの

と考えられるが、底部を除いて、他に前期と考えられる個体は無い。

弥生時代中期の上器もきわめて少ない。32-5は 、顕部が「く」字状に屈曲する甕である。日縁部は

肥厚し、上方に向けてつまみ上げるように拡張する。

32-7～14は、日縁部を上下に拡張して凹線文を施すものである。326・ 8は、小型の鉢と考えられ

るもので、複合口縁の部分はほぼ直立する。肩部に櫛状工具による連続刺突文を施す。内面の頸部よ

り下方はヘラケズリが見られる。327は 甕で、口縁部に3条の凹線文が入 り、頸部に櫛による斜行刺

突文を施す。厚手に作られた顕部はほぼ真横に折れ曲がり、口縁部は上下に拡張される。内面の頚部

は鋭 く尖り、それより下方は横方向のケズリが見られる。

3215。 16は、長い複合口縁を持つ甕で、口縁部外面には擬凹線が施される。口縁部は外反気味に立

ち上がり、口縁端部は肥厚して丸 く作 られる。国縁部内面はヨコナデである。内面の頸部より下方は

ヘラケズリが見られる。

32-17～20は、底部である。32-17は、内面にもハケメが見られる。32-18の内面はケズリである。

323は壷の頸部と考えられる破片であるが、複合口縁が付 くものと思われる。肩部に櫛描きの直線

文が施される。

32-4は、壷の頸部であろうか。櫛による刺突列点文が施される。内面はケズリである。

上師器 第33図 には土師器を図示した。

33-1～ 9は、高邪である。33-1・ 4は 内面にミガキが見える。33-4・ 5は不部の中位に稜が入るも

ので、外面の稜より下方にはハケメが入る。

33-10は複合口縁の甕で、ほぼ直立する国縁は端部が尖る。頸部内面にはナデによる面を持ち、そ

れより下方はケズリである。

33-■・ 12は小型の壷であると33-11は、内面にも強いナデ上げの痕跡がある。33-12は 磨滅のた

訳

／

第29図 古八幡付近遺跡 I区出土縄文土器実測図 (3)(
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第31図 古八幡付近遺跡 I区出土縄文土器実測図 (5)(1:3)

第30図 古八幡付近遺跡 I区出土縄文土器実測図
め、調整は見えないが、内面はケズリで、33-■ とは異なる。

33-13は、日縁部が大きく外傾して立ち上がる甕である。胴部外面には斜め方向のハケメが見える。

内面は顕部以下を荒 く削る。

33-14～17は、口縁部が直立する甕である。いずれも胴部外面の調整は見えない。内面は、頸部の

やや下方で横方向に削っている。

33-18～20は 国縁部が緩やかに外反する甕である。33-20は 、口縁端部直下で強いアクセントを持

ち、外反している。

33-21は 杯である。底部は回転糸切 り痕を残し、体部にはロクロロ状のナデの痕跡を残している。

底部と体部の間は、糸切 り時の糸によるものか、大きく高台状にくびれており、断面ではその部分で

張り合わせたようにも見える。

33-22は 、桃灰色を呈す皿であるが、須恵器であろう。底部には回転糸切 り痕と板状のものの圧痕

を残し、体部は直線的に斜めに立ち上がる。上ヒ較的厚くつられた体部は、そのまま口縁部に続いてお

り、口縁部は丸 く収まる。

33-23は 、柱状高台を持つ皿である。底部には回転糸切 り痕を残し、高台部分の高さは約 2 cmあ る。

皿部は残存範囲ではほぼ完全に水平である。

33-24～29は小皿である。33-24・ 27の底部には回転糸切り痕が、33-29の底部には回転ヘラ切 り

痕を残している。33-24～26は、直線的な短い体部を持ち、回縁端部の外側に面を持つ。33-27は 糸

切り痕を残す底部の部分が極端に小さく、底から1～ 2段の段を介して体部に続 く。3328は 、外反す

る体部を持つもので、口縁端部は尖る。33-29は 、あまり外傾しない短い体部を持つものである。
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須恵器 第34図 には須恵器を図示している。

34-1は 、郷である。底部の周辺にはケズリを残し、体部は直立する。口縁端部はやや尖らせている。

34-2は 、高台付きの不である。ほぼ垂直に付 く高台を持ち、直線的な体部はわずかに開く。345は、

同様の器形を呈すものだが、高台を伴わない。34-3。 4・ 6。 7も 34-2と 同様のものである。

34-8。 9は、高邪である。34-8は 長脚の、34-9は 、短脚のものと考えられる。

34-10～14は蓋である。34-10・ ■は、口縁部を「S」 字に曲げただけの高さのないもので、つま

みの形状は解らない。外面は回転を利用したナデ、内面は不定方向のナデを施し、ケズリの痕跡は残

さない。久本奥窯跡には少ない器形であるが、V期とⅥ期の間に入るものであろうか。34-12・ 13は、

輪状つまみ部分の破片であるが、口径に対して器高が高 く体部が「SL字状に折れ曲がるものであろ

うか。34-14は 、体部の途中で、「S」 字状に鋭く折れ曲がり、端部のアクセントがほとんど無いもの

で、輪状つまみが付 くものと考えられる。久本奥窯跡のⅥ期に相当し、 8世紀後半から9世紀のもの

であろう。

34-15・ 16は回転糸切り底を持つ皿・不の底部である。両者とも底部が高台状に突き出しており、

体部は回転ナデによって丁寧に調整されている。底部の、円盤高台状の突き出しは、回転糸切 りによ

るものと思われ、高台部分の外面には、特に調整は見られない。内面は螺旋状に強いナデが施される

が、このナデは、意識してナデの線を付けたものと思われる。

35-17は 、邦の口縁部と思われる。内外面とも横方向のナデが施される。器高が高 く、口縁部がわ

ずかに外反するものである。この器形は、久本奥窯跡のⅦ期に相当し、 9世紀末から10世紀初頭のも

のと思われる。

35-18は 小型の壷の底部と考えられ、高い高台を持つものである。高台は、やや外傾して付き、内

面側にわずかに面を持つ。底部の切り離しは不明である。

34-19・ 20も 内面のナデが荒く、小型の壷の底部と考えられる破片である。両者とも底部の切り離

しは回転ヘラ切 りである。

34-21・ 22は、長頸壺と考えられるものである。内外面 ともナデ調整 し、外面肩部に沈線を 1条入

津ιる。

34-23は 、無高台の壷の底部である。内面はナデ、外面はケズリを行 う。ケズリの単位は不明瞭で、

上位に向かうとナデになるものと思われる。

34-24は 、高台の付 く壷の底部である。高台は断面四角形を呈し、太 く短い。体部外面はケズリを

行 う。

34-25は 、甕の口縁部である。日縁端部は玉縁状に肥厚 し、外面下方に小さな段を持つ。内外面 と

も横方向のナデを行 う。

34-26。 27は、甕の胴部の小片である。34-26は 内面は同心円文の押具痕を残すが、外面のタタキ

痕は、細 く深い平行タタキである。34-27は 外面は通常の平行タタキを交互に方向を変えて行つたも

のと思われるが、内面の押具痕をナデ消している。

註 1 佐々木謙 。小林行雄「出雲国森山村崎ケ鼻洞窟及び権現山洞窟遺跡」『考古学第8巻第10号』 1937年
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第33図 吉八幡付近遺跡 I区出土土師器実測図 (1:3)
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④ H区の調査

遺構の概要 H区は、県道沿いの標高約 9mの宅地とその西側の水田で、宅地部分については改変が

著しいものと思われるが、水田部分は大きく西側に傾斜しており、遺構面を確認した。標高7,5mょ り

0                  19m

第35図 古八幡付近遺跡H区地形測量図 (1:200)
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上方は削平されているが、そこから標高6,5m付近まで加工段状の傾斜面があり、その傾斜面の底を沿

うような状況で濤 (SD-1)が 検出されている。 SD-1の 床面からは、38とが出上しており、弥

お馬H3Φ ∞ミ0伽 卜ω中ド

第36図 古八幡付近遺跡H区土層断面図 (1:80)
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生時代 のものである。 SD-1よ り西側は青灰色の粘上が堆積 しており、遺構・遺物は見 られなかっ

た。

OSK-01

o                 2m

第37図 古八幡付近遺跡HttS D-1(1:50)
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SD-1よ り東側は、斜面下端に石が集中してみられる部分が濤状

に連続していたが、遺物は含まれておらず、斜面が地表に露出してい

たときの水の流れた跡であろう。また、調査区南端からは、長さ約50

cm、 幅約25cm、 深さ10cm程の長方形の上坑 (SK-1)を 検出した。

この上坑は、埋上の状況から、SD-1よ り後に掘られたことは確実

であるが、遺物が無 く、所属時期は不明である。SD-1を 埋めた埋

1   上の上層からは、古墳時代前期の上器が比較的まとまって出土してお

0        10cm り、SK-1が 古墳時代前期に作られた可能性はある。

SK-1は 、宅地部分から続 く斜面の中程、斜面がわずかに緩 くなっ
第38図
 恵合
幡付
哲至繁塁量

た位置あ
?、
その周辺には遺構は見られない。また、古墳時代前期の

器実測図 (1:3)上 器類もSD-1周 辺からの出土が多く、SK-1の 周囲からは小片

しか出上しなかった。SK-1の 埋土中からは石や砂等は見られなかったが、検出状況から墓壊とも

考えられる。

■区からは、SD-1・ SK-1以 外の遺構は検出できなかったが、SD-1は 何らかの区画濤と

想像され、その中心は、より西側 (調査区外県道側)に広がっているものと思われる。

SD-1出 土土器 SD-1の 床面からは弥生土器の小片がまとまって出土しているが、破片が小さ

く、図示できるものは1点のみであった。第38図 はSD-1か ら出上した高邦の脚部である。不部の

形状は不明であるが、太く、短い脚を持ち、脚端部内面には小さなカエリを持つ。内面は未調整で、

外面には、半裁竹管状の工具による押し引き文を2条配し、その間に、ヘラ描きの直線文 3条を施し

ている。弥生時代後期初頭のものと考えられ、SD-1か ら出土した他の上器片も同時期と考えられ

ることから、SD-1も その頃に掘削されたものと考えられる。

石器 Ⅱ区は、 I区からは道を揉んで 5m程しか離れておらず、当然 I区に近い様相を呈すと想像し

ていたが、実際にはその様相は大きく異なり、 I区で検出した石器・縄文土器を多量に含む包含層は

見られず、包含層中から少量の石器 。縄文土器が出土するにとどまった。これは、 I区の状況がかな

り局所的な土砂の移動による、と判断できる。

第39図 には、石器を4点図示した。391は、石鏃である。一片をわずかに欠くが、浅い挟りを持つ

ものである。黒曜石製で、象J離方向は一定していない。

39-2は 、石鏃未製品と考えられるものである。主要剣離面側からしてまJ離方向が一定せず、荒 く作

られている。有茎石鏃の未製品であろうか。

39-3は 、何らかの刃器と考えられるが、用途は不明である。象J離方向の一定しない大きな打裂で整

形され、大剣離面側の 1側縁に刃部の整形と考えられる加工が見られるが、下端を大きく欠き、全形

は伺えない。

39-4は 、安山岩の剣片と考えられるものである。この他にも少量の石器が出土しているが、いずれ

も黒曜石製の剣片である。

縄文土器 第40図 は縄文土器を図示している。前述のとおり、 I区に比べ縄文土器の出土量は格段に

少ない。40-1は 、波状口縁を持つもので、全体に磨滅しており、その文様は見えにくいが、「 J」 字の

擦り消し縄文を持つものであろう。内面はナデている。福田K2式前後のものと考えられる。
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修

第39図 古八幡付近遺跡H区出土石器実測図 (2:3)

402～ 5はいずれも突帯文土器である。402は、日縁直下に突帯の付 くもので、全体に磨滅が著し

いが、浅い刻み目が入るものと思われる。40-3～ 5は、国縁端部からやや下がった位置に突帯の付く

もので、403・ 5は指押さえ状の深い刻み目が入る。

Ⅱ区の縄文土器には、 I区で見られた福田K2式から縁帯文の時期のものが少なく、 I区 と全 く様

相が異なっている。

弥生土器 弥生土器はSD-1埋 土からその上層の遺物包含層を中心に、まとまった量が出上してい

る。

41-1は 小型の甕である。日縁部は大きく外反し、胴部はわずかに張り出すもので、 1条のヘラ描き

直線文を引く。磨滅しており、よく見えないが、外面にはハケメを施すものと思われる。前期のもの

であろう。

に

霧

欝 ゆ

‰

41-2～ 4は、前期の壷と考えられるものであ

る。412は 、肩部に巻き貝と思われる原体を使

用して、斜行刺突文を施している。413は、同

じく肩部に櫛を使用して、押し引き文風に斜行

刺突列点文を施す。414は、 2枚貝の腹縁によ

る羽状文を施すものである。

41-5は 、前期の甕の胴部と考えられるもので、

ヘラによる直線文 2条を施している。

41-6は、中期の壷であろうか。口縁端部を欠

くが、口縁部を大きく内傾させ、拡張している。

頸部外面には、ハケメを残している。417は、

中期の甕と考えられるもので、口縁部を拡張し、

口縁端部にヘラによる斜行刺突文を施 してい

る。■区からは、弥生土器が多く出上している

が、中期と考えられる土器は非常に少ない。

418～10は、後期初頭の甕と考えられるもの

である。日縁部を小さく拡張し、 1～ 2条の凹

線文を施している。
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第40図 古八幡付近遺跡 H区出土縄文土器実測図
(1:3)
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41-■・ 15は、壷と考えられるものである。国縁部は上方に向けて大 きく拡張 し、日縁部外面に、

凹線文を施 している。

41-12～ 14・ 16は、後期の甕である。日縁部を拡張し、日縁部外面に凹線文を施 している。

41-17は高郭か、脚付きの壼であろうか。外面端部近 くに凹線文を施 している。内面はナデ調整 し、

ケズリは見 られない。後期初頭のものであろうか。

第42図 には弥生土器底部 と考えられるものを図示 した。上げ底になったものと、平底のものが見 ら

津化る。

上師器 第43図 には、土師器を図示している。弥生時代後期の濤と考えられるSD-1を 埋めた上層
からは、複合回縁を持つ甕が完形で出上したほか、同時期と考えられる小片が、多量に、面的に出土

している。しかしながら、いずれも残存状況が非常に悪 く、形を保ったままで取り上げることができ

なかった。他の時期の上師器は、上層の遺物包含層から出上しているが、その量は多くはない。

431は 壷と考えられるものである。口縁部の小片で、内外面ともヨコナデを施している。

43-2は、複合口縁を持つ甕である。この個体は、検出時は完形品で、埋土ごと取り上げたが、残存

状況が悪 く、復元できなかった。日縁端部に面を持ち、内外面ともにヨコナデで仕上げている。

43-3～ 7・ 12～ 16は、高邦である。脚部・郭部ともに何種類か有るようである。

43-17は、小型の奏である。口縁端部は鋭 く尖らせ、顕部と胴部中程にハケメを残している。内面

は残存状況が悪 く、よく見えないが、ケズリであろう。43-18も 同様のものであるが、日縁端部に小

さな面を持つ。

43-19・ 20は、土師器甕と考えられるものであるが、前述の古墳時代の上師器とは異なる印象があ

る。43-19は 口縁部内面に段を持ち、回縁部上面に面を持つものである。また、43-20は、一見弥生

土器を思わせるプロポーションを持ち、肩部に直線文を引いている。内面までナデ調整し、顕部には

指頭圧痕を残している。

43-21は、ミニチュアの壷か鉢であろう。内外面共にナデ調整されている。43-22は、小型の鉢で

ある。両者 とも古墳時代前期のものと思われ、43-2に伴うものであろうか。

43-23～27は邦である。残存状況が悪いが、底部は回転糸切 り、内面は螺旋状に強いナデを施すも

のが多い。平安時代のものと思われ、甕 (43-19・ 20)は、これらの郷に伴うものであろう。

須恵器 第44図 には、須恵器を図示している。Ⅱ区で出上した須恵器は非常に少なく、特に古墳時代
のものはほとんど含まれていない。

441は不である。大きく内傾するカエリを持ち、体部外面はケズリの後、横方向にナデている。古

墳時代と考えられるイは、他数点が有るが、いずれも小片で図示できない。

442～ 4は輪状つまみを持つ蓋である。44-1。 3は、小片のため詳細は解らないが、44-4は、径の

大きなつまみを持ち、体部が大きく湾曲するもので、おそらくカエリが消失した後のものであろう。

久本奥窯跡のⅥ期に相当し、 8世紀後半台のものと考えられる。頂部のつまみ周辺にケズリを残して

いる。

44-5～ 7は、高台を持つ不である。いずれも短い高台を底部最外部に付け、高台直上から体部に続

くものである。445はやや外傾して、446・ 7は ほとんど直立して高台を付けている。底部の切 り離

しは小片のため不明であるが、447は 回転ヘラ切 りであろうか。いずれも内外面ともにナデ調整する。
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高台の形状から444に伴うものと考えられ、 8世紀のものである。

448は、無高台の邪である底部には回転糸切 り痕を明瞭に残し、底部と体部の境には回転糸切 り時

のものと考えられる小さな段が 2～ 3段残される。体部は、内外面ともに横方向の丁寧なナデを施し

ている。

449～ 11も 44-8と 同様の不と考えられるが、小片のため、不明である。44-■は、底部に回転糸切

り痕を残している。

44-12～ 18は、甕 (壼)である。44-12・ 13は 口径の小さい甕で、口縁部は短く、端部を丸く納め

ている。

44-14は壷で、口縁端部を鋭 く尖らせ、内面側に面をもっている。国縁部には強いナデによる沈線

状のくぼみが多く見られ、体部は内外面ともにナデ調整している。肩部がわずかに張り、丸みを帯び

たプロポーションになるものと思われる。肩部には、沈線 1条が巡っている。

4415は、耳を持つ壷形のものの小片であるが、双耳壼であろうか。耳部の大半を欠くが、紐を掛け

る穴が開いており、白磁双耳壼の様なプロポーションが想像される。耳の片側には刺突文状の傷が、

別の側にはナデによる沈線状の線が見られるが、文様ではないであろう。内面はナデ調整する。

44-16は甕の胴部の小片である。外面に平行タタキを、内面に同心円文の押さえ具の痕跡を残す。

内面の押さえ具の痕跡は、同心円文の径が大きく、一周した同心円ではないかもしれない。

44-17は、甕の頸部の小片である。外面は肩部近 くまでナデ調整している。平行タタキの幅は、や

や広い。断面には空気が入り大きく膨れている。

44-18は、甕の胴部の破片であるが、外面の平行タタキが、やや細 く深いものである。内面には同

心円文の押さえ具の痕跡を残している。

第45図には、近世～近代の遺物を図示

した。45-1は、鉢と考えられるものであ

る。瓦質に焼成されており、黒灰色を呈

す。口縁部は内面側に拡張するように肥

厚している。454と 口縁部の形態が似て

おり、同様に脚が付 くものと思われる。

45-2は、窯道具の焼き台と考えられる

ものである。下端を尖らせた 5ん 6本の

脚を持ち、脚と脚の間は、波状になって

いる。外面から内面はナデ調整し、脚部

を削りだしているが、上面は回転糸切 り

痕を未調整である。上面中央には円形の

孔が開けられる。窯焼き時に重な焼きを

行 うときに使われる焼き台と考えられ

る。茶褐色を呈し、非常に硬 く焼き絞め

られているほか、上面に窯着痕があり、

数度の使用が想像される。古八幡付近遺

0                   10cm

第45図 古八幡付近遺跡H区出土陶器実測図 (1:3)
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跡の東側丘陵上では、石見焼き窯跡が存在した可能性が高 く、そこから持ち込まれたものであろうか。

45-3・ 4は、瓦質の 3～ 4足の鉢と考えられるものである。脚の部分は張り付けによるもので、左

右非対象である。内外面ともに丁寧にナデ調整され、回縁部が内面側に肥厚する形状は45-1と 同様で

ある。

⑤ Ⅲ区の調査

遣構の概要 Ⅲ区は、H区と平成 5年度調査区の間の標高約 8mの水田部である。平成 5年度に行つ

た トレンチ調査の結果、水田下の深い位置にある比較的薄い遺物包含層で、遺構は存在しないものと

想定して調査を開始したが、実際には、多量の木製品を含む水田遺構を検出した。

現在の水田は長い年月をかけて嵩上げして営まれているようで、無遺物の厚い耕作上があり、現地

表面から遺物包含層までの深さは lm以上になる。H区 との境は水路の関係で、調査できず不明であ

るが、H区の微高地からかなりの急角度でⅢ区に落ち込んでいるようである。H区の宅地跡 とШ区の

無遺物層との高低差は、場所によっては2mに もなる。

第 2層にあたる青灰色粘質土層までは、現水田の耕作土と考えられ、遺物を含んでいないが、明青

灰色粘質土より下層は少量ながら遺物を含んでおり、第 7層にあたる第 2青灰色粘質土中には多量の

遺物を含んでいる。含まれている遺物には、縄文土器から中世の陶磁器までが有り、年代順の層位に

はなっていない。第 9層にあたる白色細砂層・黒色粘質土層には遺物を含んでおらず、これより下層

は掘削していないが、土層堆積状況から、旧河川か、波打ち際であったと考えられ、この面が後述す

る水田遺構の面と考えられる。無遺物層のため掘削しなかったことより白色細砂層と、黒色粘質土層

を分層していないが、両土層は薄く交互に堆積しているようである。

Ⅲ区を完掘すると、標高7,lmか ら6,7mの ほぼ平坦面となり、掘削時の問題から調査区中央がやや

下がる形となったが、全体には大きく北側に傾斜しており、敬川に流れ込む旧河川であった可能性が

高い。調査区際の東側と西側は、急傾斜で立ち上がっており、それぞれが旧河川の際にあたるものと

思われる。

検出した水田と考えられる遺構は、この旧河川の流路に直行して、約40cm間隔で 2列 に杭を打ち込

み、その間に板材を渡して畦としたと考えられるものである。

調査区南側に、東西方向の杭列があり、それより南では抗等は検出できず、この線が水田遺構の南

限にあたるものと思われる。その線から、調査区の東西両端に平行するように南北方向の杭列がある。

それらの抗列で区画された範囲中には東西方向を中心に更に細かい区画があり、それらが水田一枚分

の範囲を示すものと考えられる。最も南側の区画は、東西約 8m、 南北約 5m。 中央の区画は複雑に

なっており、東西約 8m、 南北約 2mの区画を中心に細かい区画が西側に続 く。北側は、杭列の残存

状況が悪 く、区画が見えにくいが、 8m前後の台形の区画が 2ないし3カ 所あるようである。東側を

南北に走る杭列より東には人頭大の石が散乱しており、この部分には水田遺構は営まれていない可能

性がある。また、南側を東西に走る杭列には板材だけでなく人頭大の石も使用されている。西側は、

東西方向の杭列が延びており、更に西側のH区近 くまで続いていたものと思われる。

畦に使用される杭には建築材の転用材と思われるものが多くあり、貫などの加工を施されたものも

多い。また、転用材でない杭は、自然木をそのまま使用しており、皮が残っているものも見られた。
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杭にかけられる板材も、ほとんどが建築材の転用材で、貫などの加工痕が残るものが多く見られた。

加工痕が残る建築材の転用材は、中央の区画から、東側を南北に走る杭列に多く見られ、北側の区

画を構成する杭列には自然木を割ったものが使用されていた。また、北西隅の区画からは、流失によ

るためか、板材の出土は見られず、杭列だけが出上した。中央付近の区画からは、杭列が抜け、板材

ごと横倒しになった状況で検出された部分 (図版21)があり、板材と杭は特に連結せず、杭列の内側

に板材を置いて埋めた様子が解る。このことから、畦の上面は上で、その側面に杭を打ち、杭列の内

側に板材を横方向に立てかけていたものと思われる。このような畦の細工は、松江市上小紋遺跡など

で見られるしがらみ遺構と似ており、上小紋遺跡の水田遺構は弥生時代後期と考えられている。

この水田遺構の時期は、畦を構成する部分からの遺物の出上が存在しない点から不明であるが、包

含層の遺物の中心時期が古墳時代と平安～鎌倉時代にある点、弥生時代と考えられる木製農耕具が出

上している点から、その 3時期のいずれかであろう。また、(株)川崎地質に依頼したプラント・オパー

|

第46図 古八幡付近遺跡Ⅲ区地形測量図 (1:200)
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ルの測定では、無遺物層とした第 9層 を始め、ほとんど全ての上層からプラント・オパールが検出さ

れていることから、各時代を通じて継続的に水田が営まれていることは確実であり、その初現は、木

製農耕具のある弥生時代に遡る可能性はある。

水田遺構を構成する杭列や畦の部分には、農耕具と思われる木製品が引っかかっているほか、水田

遺構を埋めた埋土中には土師器を中心に多量の遺物が含まれていた。

石器 Ⅲ区からの石器類の出土はきわめて少なかった。黒曜石剣片は少量が出上しているが、成品は
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2点のみで、第49図 に図示している。

49-1は、黒曜石製の石鏃で、快 りの深い、精美なものである。各象」離も丁寧に行われている。

492は、黒曜石製のスクレーパーと考えられるものである。主要剣離面側には、新しい割れが見ら

れる以外一切加工は行つておらず、大剣離面側の 1側縁のみを丁寧に整形している。丁寧に整形され

た刃部は、細かい劉離で構成されるが、刃部全体 としては、ほぼ直線刃となる。

縄文土器 石器と同様に縄文土器と考えられる遺物の出土はきわめて少なかった。確実に縄文土器 と

思われるものは、第50図に図示した 1点のみである。こうした状況は、 I・ H区の状況とは大きく異

なっており、縄文時代にはⅢ区付近に、まだ旧河川が流れており、活動域が敬川の河岸段丘上である

西側に集中していたためと考えられる。次の弥生時代にはいると遺物量は急増することから、Ш区付

近が、その頃から湿地化していったものと想像される。Ⅲ区で出土する石器・縄文土器は、 I・ H区

方面、もしくは南側の河岸段丘上からの混入品と考えられる。

50-1は、Ⅲ区から出上した唯―の縄文土器である。非常に薄手に作られており、日縁部は波状口縁

になるものと思われる。口縁部上面にわずかに面を持ち、体部は直線的で、深鉢になるものと考えら

れる。体部外面は貝による条痕を施し、内面はナデている。時期は不明である。

第48図 古八幡付近遺跡III区木製品出土状況 (1:200)
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弥生土器 第51～55図には弥生土器を図示した。前述のとお

り、弥生時代にはいると遺物量は急増し、中にはミニチュア

土器など水辺の祭司を想像させるものも含んでいる。

第51図 には、前期から中期と考えられる土器を図示した。

511は甕である。国縁部は短 く外反し、頸部にヘラによる

直線文 2条 を引いている。内外面ともにナデ調整する。

51-2～ 9は壷と考えられる小片である。512は、肩部の小

片と思われ、櫛による押し引き状の斜行刺突文を持つ。

513も 肩部の小片で、顕部近 くにヘラ描きの直線文 3条を

引き、直線文から下方に向けて重孤文を、また、その下方に

上に向けて重孤文を配すもの、重孤文の部分は員を原体に描

かれている。内外面ともにナデ調整する。

51-4は 、ナデ調整した後にヘラ描きの直線文を3条以上配

したものである。

51-5は 、大きく屈曲する口縁部の部分を欠いた、頸部の破片である。顕部下方に、ヘラによって 4

条の直線文を引き、その上から板状工具により斜行刺突文を施すものである。内面にはケズリに見え

る板ナデが見られ、中期のものであろうか。

516は、2枚貝による斜行刺突文を配すものである。内面には板ナデが見られる。

51-7は 、櫛による刺突列点文を、518はヘラによる直線文を3条以上配すものである。いずれも内

面は荒いナデである。

51-9は、装飾の多い壷の肩部である。顕部近 くから、ヘラ描きの直線文を6条以上施す。その下に

8～ 9本単位の櫛による刺突列点文を、やや斜行させて施し、その上下に断面三角形の刺突文を加え

ている。内面は、顕部をナデ、体部は板状工具を使用してナデており、砂粒が動き、ケズリに見える。

中期のものであろう。

51-10。 ■は底部である。51-10は 外面に縦方向のヘラミガキを施し、51-11は ハケメを残してい

る。

第52～54図には弥生時代後期と考えられるものを図示した。

52-1は 壷であろう。厚手に作られた口縁部を更に上下に拡張し、国縁端面に櫛状工具による斜行刺

突文を施す。

52-2は頸部に刻み目を持つ隆帯を持つものである。顕部は長 く直立し、日縁部はほぼ直角に折れ曲

がり、口縁端部は上下に拡張する。日縁端面に凹線文 3状を施している。

52-3は 、小型の甕で、日縁部に凹線文を持つものである。

524～ 6も 口縁部に凹線文を持つ甕で、52-4は 、内外面共に、

ハケメを施す。頸部から口縁部にかけてはカヒ較的長 く、頸部は強

く屈曲する。

第53図 には、複合口縁に凹線文が施されるものである。いずれ

も日縁部が上方に向けて拡張され、日縁部外面に凹線文を施す。

Ａ

ＩＩＩ

‐―‐

‐―‐

Ｖ

み

第49図 古八幡付近遺跡H区出土
石器実測図 (2:3)

瞼 鰺 法
9       10Cm

第50図 吉八幡付近遺跡Ⅲ区
出土縄文土器実測図
(1:3)
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第51図 古八幡付近遺跡Ш区出土弥生土器実測図

内面の頸部より下方にはヘラケズリを施す場合がある。

53-2は、小型の甕で、頸部に貝による斜行刺突文を施している。

(1)(1:3)

533・ 5は、壷と考えられるもので、頸部が長い。53-5は 、頚部に断面三角形を呈す棒状工具によ

る刺突文を施している。

53-8は、やや大型の甕で、肩部に貝による斜行刺突文を施している。押し引き状に斜行束J突文を施

すが、左方向から右へ向けて施されている。

53-9は、国縁部が直立して拡張されるもので、頸部に、棒状工具による斜行刺突文を施す。

53-10は、日縁部を上方のみに拡張するもので、肩部に棒状工具による刺突文を備えている

｀
|卜 7

｀
8

第52図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土弥生土器実測図 (2)
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文は、交互に2段に打たれる。

第54図の 1～ 7は複合口縁に擬凹線文を施すものである。

54-1は口縁部を上下に拡張し、口縁部をやや内傾させるものである。内面の頸部より下方は、ヘラ

ケズリが施される。

54-2～ 4は、複合口縁を薄 く作 り、大きく外傾させるものである。複合口縁は下方に向けても小さ

く拡張しており、国縁部は比較的短い。

54-5～ 7は、複合口縁を直立させるものである。複合口縁の下側への拡張はほとんど無く、上方へ

向けて大きく拡張され、回縁端部はわずかに肥厚する。内面側に鋭 く尖る頸部より下方は、ヘラケズ

リが施される。

第54図の 8～13は、弥生土器の底部である。

54-8～ 9は、平底のものである。底部下面には繊維状の圧痕が見られる。内面はいずれもナデ上げ

していると思われるが、器壁が荒れており不明である。548・ 10は、外面にハケメを残している。

54-■は、底部の非常に厚いものである。底面を小さく窪めて高台状に整形し、外面にはわずかに

Ocm

:3)第53図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土弥生土器実測図 (3)(1
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縦方向のハケメを残している。内面側は非常に丁寧なナデを施している。底面の窪めた部分は、荒い

ナデを施す。

54-12・ 13は、高台状を呈す底部を持つものである。底面を窪めて高台状になった部分を削り出す

ように造られたもので、高台状になった部分は断面三角形を呈す。内外面ともナデられており、ケズ

リやハケメは見えない。

第55図には弥生土器の他、ミニチュア土器 。土製品を図示している。ミニチュア土器・土製品の所

属時期は不明である。

55-1は、後期の小型の高杯 と考えられるもので、口縁端部は上面に向けた面を持ち、邦部は厚 く作

られている。口縁部外面には3本の直線文を施す。口縁端部はあまり内傾しない。

55-2は、小型の器台であろうか、薄手に仕上げ、全面ナデ調整である。

55-3は、複合口縁を持つ小型の甕で、口縁部外面は、ヨヨナデで仕上げる。口縁部は比較的厚く作

られ、端部は丸 く仕上げる。

55-4は小型の甕である。日縁部の形状は不明であるが、顕部はあまりくびれず、緩やかに底部に向

＼＼
＼

0                   1ocm

(1:3)第54図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土弥生土器実測図 (4)
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かう。内面は、底部から顕部に向けて強くナデ上げ指の痕跡を多く残す。頚部付近には粘土紐の接合

痕を多 く残している。外面は、底部から胴部の大半をナデ調整し、胴部上半にヘラによって横方向の

線を入れる。この線は4～ 5条を短い間隔で入れるもので、線は短 くとぎれ、間隔や方向も一定せず、

直線文にはならない。頸部には縦方向の細かいハケメを多く残している。

55-5は、 ミニチュア土器の鉢と考えられるものである。内面にはヘラケズリの痕跡があり、外面は

ナデている。国縁部は外面側にわずかにアクセントがあり、端部を尖らせる。

55-6～■は手ずくね土器である。内外面とも指ナデの痕跡を強く残し、荒 く整形されるものが多い

が、558のみは、器壁も非常に薄 く、仕上げも丁寧である。外面にはハケメ状の線が見られ、繊維状

のものの圧痕と考えられる。

55-12は、 ミニチュア土器の鉢である。胴部上半で大きく屈曲させ、日縁端部を内傾させるもので

ある。内面は大半をヘラケズリで仕上げ、日縁部付近のみをなでる。日縁部内面には、指頭圧痕を残

している。

55-13は、手ずくね土器の鉢であろうか。全面を手ずくねで整形し、指による圧痕を非常に多く残

している。

55-14・ 15は、土製円盤である。55-14は、土器の体部を丸く打ち欠いたもので、磨滅しており、

土器の調整痕は残していない。55-15は 、当初から土製円盤として作られたもので、側面と片面はナ

デ調整している。他の一面はナデ調整した後に線刻を施している。線刻の内容は解らないが、何らか

の絵であろうか。

2
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0                     10Cm

第55図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土弥生土器・ ミニチュア土器・土製品実測図 (1:3)
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土師器 第56図 には、土師器の甕を図示した。561～ 6は複合口縁を持つものである。日縁端部に面

を持つものが多く、口縁部外面はヨコナデで仕上げる。複合口縁の下側への拡張はほとんど見られず

むしろ横方向へ張り出す。562・ 5では、顕部より下方の内面は横方向のケズリを施している。

9           1甲 Cm

(1)(1:3)

14

古八幡付近遺跡Ⅲ区出土土師器実測図
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567は、複合口縁を持つ壷と考えられるものである。口縁部はきれいに象J離 しており、擬口縁を呈

す。頸部から肩部の外面は、縦方向のハケメを残している。

568は、複合口縁を持たない奏である。口縁部内面に横方向のハケメを残し、外面はヨコナデで仕

上げる。断面に内傾接合の痕跡が見える。

56-9は、複合口縁の壷であろうか、内外面ともヨコナデで仕上げる。

56-10～14は、小型の甕である。複合口縁は稜が緩 くなり、口縁部も短 くなっている。頸部内面に

ハケメを残すものも見られる。

56-15は、緩い複合口縁を持つ甕である。複合口縁の部分は、稜 となって残るのみで、内面側はく

ぽみになっている。内外面ともにヨヨナデで仕上げる。

56-19は 、小型の甕である。顕部より下方は縦方向の細かいハケメを残している。口縁部は厚く作

られ、端部は上面にわずかに面を持つ。

第57図には、小型の甕と壷を図示した。

57-1～ 6は小型の甕で、57-1はわずかに複合回縁の影響を残すが、他はいずれも直線的な口縁部を

持つ。顕部を中心にわずかにハケメを残すものが多い。

57-7小型丸底壷で、底部と口縁部を欠く小片である。内外面とも丁寧にナデを施し、顕部には、ヘ

ラ状工具を使用して、沈線を彫 り込むように線を入れている。

57-9は、口縁部の長い壷と思われる。頸部から口縁部外面には斜め方向のハケメを残している。内

面は頸部よりかなり下までナデが見られ、ケズリは胴部中程より下方に限られる。

第58・ 59図には、壷と単純口縁の甕を図示している。

58-1～ 3は壷と考えられるものである。58■は、やや外傾する口縁部を持ち、口縁端部近 くを小さ

く外反させる。国縁部外面に横方向のハケメをわずかに残している。58-2は 口縁部外面に縦方向の、

内面に横方向のハケメを多く残している。58-3は、日縁部は内外面ともにヨコナデを加えるが、体部

外面には、縦方向の細かいハケメを密に施している。直立する口縁部は、端部近 くでわずかに肥厚し、

第57図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土土師器実測図
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叫
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丸 く納める。内面の頸部より下方は、荒いケズリを行う。

58-4は、甕である。日縁部がわずかに内湾するもので、

胴部には、縦方向を中心 としたハケメを密に入れる。

古墳時代初頭のものか。

日縁部外面は丸みを帯びる。頸部より下の

´
    1    18
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585～59-23は、甕である。口縁部外面と胴部外面にハケメを残すものが多い。59-7は、わずかに

外反する口縁を持ち、口縁端部が肥厚して、丸 く納めるものであるが、日縁部外面に横方向のハケメ

を残している。

第60。 61図には、土師器高イ・鉢・低脚不を図示している。

高邪には、直線的な不部を持ち、不部中程に稜を持つものと、丸みをおびた椀形の杯部を持つもの

(60-28等)がある。直線的な郷部を持つものは、不部外面にハケメを、内面にミガキを施すものが

多い。60-18は、稜を持つ直線的な不部のものであるが、稜の上面で剣離している。剖離面には、ヘ

ラによる不定方向の傷が付けられており、この部位で接合して整形したことが解る。

脚部と不部の接合資料は非常に少なく、脚部とイ部の関係は分かり難い。脚部と邦部の取 り付けは、

脚部を差し込むだけのもの (60-17)、 円盤を充填し押さえるもの (61-4等 )、 脚内部に多量の粘上を

入れた状態で脚を差し込み、内面に舌状に粘上の塊が出ているもの (61-8等 )ん あゞる。筒部の口径が

同時期の出雲地方のものよりも大きな印象があるほか、脚端部の開きが大きく、高さが低いようであ

る。
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第61図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土土師器実測図 (6)(1:3)

-75-



戸
「

‘

ｆ

‐

一
＼

′

1

了
~¬

雰

0            10cm

第62図 古八幡付近遺跡H区出土土師器実測図 (7)(1:3)

-76-



61-9～12は、高イの不部であろうか。体部に丸みがあり、口縁部近 くで強く直立させる。いずれも

外面に横方向のハケメを残し、内面には、暗文状にヘラミガキを施している。

61-13・ 14は、鉢と考えられるものである。61-13は 全体に丸みを持ち、口縁部外面を強く内傾さ

せ、端部を尖り気味にさせるものである。残存状況が悪 く、外面の調整は不明であるが、内面は、縦

方向の細いヘラミガキを密に入れている。61-14も 同様の器形のものと考えられるが、磨滅のため調

整は不明である。

61-15は 、底部の破片で、器形は不明である。内面はナデており、底面には繊維状の圧痕が多く見

られる。

61-16は 低脚不である。邪部を欠くが、内外面ともナデ調整する。脚端部に縦方向に棒状のものを

当てたようなくばみが見られる。

第62図 には、口縁の短い奏を図示した。621は小型のもので、内外面ともヨコナデを施している。

61-2は、頸部がわずかに延び、日縁部が極端に短いものである。顕部外面には指頭圧痕を点々と残

している。

61-3～18は 口縁部が強く外傾するもので、体部外面に縦方向のハケメを残すものが多い。61-■の

頸部内面には工具が当たってしまったかのようなハケメ状の線があるが、他のものは口縁部にハケメ

は見られない。いずれも内面の顕部より下方をヘラケズリする。

第63・ 64図 は土師器邪 (椀)である。確認できたものの全てが底部の切 り離しに回転糸切 りを使用

する。底部の形態は円盤高台状に強く張り出すもの (63-12等)と、張り出しを持たずそのまま納め

るもの (64-14等)がある。いずれも外面は回転を利用した横方向の強いナデを、内面には中心から

続 く螺旋状のナデを施している。両者とも意図的に付けられたものと思われ、ロクロロを意識したも

のに思われる。底部が円盤高台状に突き出すものは、ほとんど例外なく底部側面にも糸切り時の糸の

痕跡 (63-12等)が残っており、断面では小さな段になって現れる。

図示できるような口縁部の破片は少ないが、64-13は 、回縁部から体部の半分ほどが残存しており

図示できた。この上器は、体部の開きが大きく、皿形態に近いものと思われるが、外面に強く横方向

のナデを施し、内面は丁寧にナデている。内面に、強いナデの形跡は見られず、前述した螺旋状のナ

デは、見込み部とその周囲に限られる可能性がある。

64-17は 、底部が厚く、底径が比較的小さいものである。底部外面には糸切り時の糸の線が多くみ

られ、 2次調整は加えていない。底面には回転糸切 り痕を未調整で、板状のものの圧痕が重なって付

く。

第65図 の 1～21は、土師器小皿である。確認できたものの全てが底部に回転糸切 り痕を残している。

65-1～ 3は口縁部の短いものである。比較的厚い底部を持ち、日縁部を屈曲させるのみで、内胞量

はほとんど無い。内面にはナデが施される。

65-4は 、口縁部のやや長いものである。国縁端部外面にわずかに面を持ち、内面に螺旋状のナデを

施す。体部外面は丁寧にナデている。

65-5～ 8は、底部の薄いものである。欠損のため断定できないが、口縁部は大きく外傾し、扁平な

ものになると思われる。

65-■は、底部が円盤高台状に張り出すものである。底部外面には、糸切り時の糸の痕跡が見られ

-77-



＼

逹 圭
彗

＼

＼
甑

9

＼

  5

＼
＼

当 6

移

｀

す I

ll

＼

電 2

7＼』 瑶 9

嗚 8＼ 囁 o

ゝヽ
ヽ
ヽ
増 05壮
毛¶購

＼
~M27

0,す
―――十一―――

」攣
m

古八幡付近遺跡Ⅲ区出土土師器実測図 (8)(1:3)

-78-





る。

65-17～21は、円盤高台を持つものである。

｀
＼
、、、
、____― ―一-1三三二三三三三二房

千子〔;

鯵

に

＼』 19

畿亀②

、ゝ

＼

―
10

＼｀
＼

ヽ ===丘
=正

三

41

底径は口径に対して小さく、体部は大き

ヽ
ヽ

_

｀
｀
＼
ヽ
ヽい――――――-1三 正三二三:::ラ ;4千

i

く外傾 して扁

ヽヽヽ

哺

‐`
｀

モ 三 こ と 正 三 三 三 二

ii

＼
名

｀

＼
、、______tこここここ:,そ

`″

嘴
攣

＼

逝 20

モ 1軋
2

２３

′
    26

0                 10cm

:3)

Ｅ
Ｊ
つ
と

第65図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土土師器実測図 (10)(1

-80-



平なものになる。底面には、回転糸切 り痕を残している。

上記の上師器邦 (椀)皿は、ある程度の時代幅を持つものと考えられるが、後述する青・ 白磁類と

の関係から12～ 14世紀台のものを含んでいるものと思われる。

65-22は 、壷であろうか。底部には回転糸切り痕を残し、体部は一旦直立してからわずかに開き始

めるようである。内面には横方向の荒いナデを施している。高温で焼き絞められており、非常に硬 く、

新しいものであろうか。

65-23・ 24は、甕である。小片のため、傾き。日径は変化が出てくるものと思われる。頸部に横方

向の強いナデによるロクロロ状の線を入れる。他の部分は荒いナデで仕上げている。器壁は比較的薄

い。後の時代の鍋に近いものと思われ、第63～65図の邪 (椀 )・ IllLに 伴 うものと考えられる。

65-25は 、土製分銅と考えられるものである。重量38gを測 り、全面をナデで仕上げており、頂部

に穿孔が見られる。同様のものは江津市二宮町の半田浜西遺跡の他、前述の飯田C遺跡で出土してい

る。半田浜西遺跡では重量から3種類に区分し、また、飯田C遺跡でもその分類にほぼ一致する重量

測定結果が得られているが、65-25の重量はそのどれにも該当しない。強いて挙げれば半田浜西遺跡

の小型のものに匹敵するか。分銅の出土は、その性格から官衝的なものの存在を伺わせるが、半田浜

西遺跡周辺ですでに 3カ 所が確認されていることから、その性格は再検討の余地がある。

65-26は、ミニチュアの上製支脚である。上下両端を欠くが、やや還元炎気味に焼成され、内面側

の 2本の小突起や、背面から内面に貫通する孔まで忠実に表現されている。古八幡付近遺跡で出土す

る通常の上製支脚は、大きく前傾するものが多く、65-26は 直立し、器高が高く表現されている印象

がある。

第66図には土製品を図示している。Ш区からは土製品の出土は少なかった。

66-1は甑の取手である。扁平で、やや短 く作られており、体部に差し込んで作られる痕跡を残して

いる。

66-2は、甑の底部近 くの小片と思われるものである。外面はナデ、内面にはケズリが見られる。焼

成前の穿孔が見られる。

663・ 4は、土製支脚の基部の破片である。663は裾が大きく広がり、底部内面のくぽみが非常に

深い。上半を欠損するため、背面の突起・穿孔の状況は不明である。全面をナデ調整している。66-4

昴5

¢

第66図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土土製品実測図 (1:3)
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では、底部内面のくぼみがほとんど無 く、底部はほとんど平坦である。背面からやや下方に向けて深

い穿孔が見られるが、内面までは貫通していない。上端を欠くが、器高は比較的低 く、強く前傾する

器形になるものと思われる。全面を荒 くナデている。

66-5・ 6は、土錘である。両者とも紡錘形を呈し、長軸方向に穿孔される。穿孔は最大径に,ヒ して

大きく、全体に軽 く作られている。

Ⅲ区で出土する土器には、須恵器類は比較的少なく、土師器類が大多数を占める。時期毎では、弥

生時代後期に最初のピークがあり、古墳時代前期がやや少ないものの、古墳時代中期まで続 く。古墳

時代後期から、奈良時代の遺物はやや少なく、遺物量は減少するが、中世になって再び増加するよう

である。

須恵器 第67図 には、古墳時代のものと考えられる須恵器を図示した。古い須恵器は非常に少なく、

カエリを持つ不身も数点が出上しているが、小片ばかりで図示できなかった。

67-1・ 2は、蓋である。国縁端部の内面側の明瞭な沈線を持ち、体部外面に強い稜を備えている。

残存部分は全てナデを行つているが、頂部を欠き、この部分にケズリを残すものと思われる。 5世紀

末から6世紀前半のものであろう。

67-3は 、口縁端部内面に沈線を持たない蓋である。肩部の稜は明瞭さを欠き、わずかに折れ曲がる

程度となる。頂部を欠くが、全面ナデ調整する。 6世紀後半のものであろうか。

67-4も 蓋である。カエリが蓋に付 くもので、口縁端部を薄 く作 り、断面三角形を呈すカエリを貼 り

付けている。頂部を欠くが、宝珠形のつまみが付 くものであろう。久本奥窯跡のⅢ期に相当し、 7世

紀前半のものであろう。

67-5・ 6は、不の底部である。両者とも底面にヘラ起こしの痕跡を調整しない。体部は直立に近 く、

急激に折れ曲がる。内外面ともにナデ調整し、ヘラケズリは見えない。蓋を伴うものと思われ、 7世

紀代のものと考えられる。

67-7は高邪の脚部である。必部を欠くが、長脚のものであろう。内外面ともにナデ調整し、脚端部

8

9            11Dcm

第67図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土須恵器実測図 (1)(1:3)
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には外面に向けて小さな面を持つ。脚部下端には、外面側の面から続き小さく垂下させる。脚部外面

にはヘラによる縦方向の沈線 3状を入れ、その後に横方向の沈線 2状を巡らせる。スカシは見られな

ヤゝ。

67-8は、小型の高邪である。郷部の大半を欠くが、残されている部位では非常に薄く、馬平である。

脚部は太 く、短い。大きく湾曲しながら端部に至る。脚端部は下方に垂下し、外面側に面をもってい

る。脚部内面は横方向に丁寧にナデられ、中央部に脚取 り付け時に棒状工具で突いたものか、 2段に

なった孔が開いている。スカシや沈線は見られない。

第68・ 69図 には奈良～平安時代 と考えられる須恵器を図示した。この時期の遺物は前述の古墳時代

後期と同様に少ないが、盤や転用硯等、官衛的な様相が見られる。

68-1は、輪状つまみを持つ蓋である。端部を欠くが、扁平な体部を持ち口縁端部が垂下してカエリ

を持たないものと思われる。輪状つまみは比較的径が大きく、高さが低い。つまみの形状は断面三角

形を呈す。外面は横方向のナデ、内面は不定方向のナデを施し、ケズリの痕跡は残さない。68-2も 、

蓋である。つまみの部分を欠 くが、体部は高さのない扁平なもので、端部は下方に垂下し、カエリを

持たない。端部外面は強いナデによりわずかに窪む面を持つ。外面には横方向の内面には不定方向の

ナデを施す。端部の形状から久本奥窯跡のV期に相当し、 8世紀前半のものと考えられる。つまみの

形状は不明であるが、全体のプロポーションは、68-1と 同様になるものと思われ、輪状つまみが付 く

可能性もある。久本奥窯跡では、 7～ 8世紀代に輪状つまみを持つ蓋は少ないが、益田市根ノ木田遺

跡D区ではボタン状つまみを持つものと同時に出上しており、報告書では奈良時代前半期とされてい

る。
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68-3・ 4は、つまみの小片である。683は ボタン状つまみの頂部を強く押さえ、輪状つまみ状にし

たものである。68-4は、宝珠つまみで、非常に小さい。久本奥窯跡では、高さのある宝珠状つまみか

ら扁平なボタン状つまみへの変化は7世紀代と考えられており、684は、 7世紀前半代のものと考え

られる。
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第69図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土須恵器実測図 (3)(1:3)
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685・ 6は、高邪の脚部である。68-5は 、短脚のもので、筒部の径が太く、脚部の高さが低い。脚

部内面は、取り付け部までナデられている。686は、やや脚の長いものである。脚内面の取り付け部

は狭 くナデが及んでいない。両者とも全面ナデ調整し、スカシは見えない。

68-7は 、高台の高い不である。高台は斜め方向に突きだし端部がわずかに上を向く。高台取り付け

部から上方のわずかの間にケズリを残している。688も 同様のものであるが、高台が低 く、高台は断

面三角形を呈す。

689は、斜めに付 く短い高台を持つ郷である。底部は回転ヘラ切りによって切り離し、高台取り付

け部近 くからほぼ垂直に体部が立ち上がる。口縁部は薄くなっており、わずかに外反する。 8世紀後

半から9世紀のものであろうか。

68-10・ ■は無高台の不である。底部は回転糸切りによって切り離され、体部は直線的で、斜めに

立ち上がる。石見地方での回転糸切りの手法は9世紀後半に導入されたと考えられており、その頃の

ものであろう。

68-12・ 13は、高台付きの不である。高台はやや斜めに取り付き、高台下端にアクセントを持つ。

高台は体部との屈曲部近 くに付き、体部はわずかに外傾する。底部の切り離しは回転ヘラ切 りによる

ものと思われ、 8世紀後半代のものと考えられる。

69■・ 2は蓋である。比較的径が大きく、口縁端部をわずかに垂下させるもので、つまみの形状は

解らない。ケズリの痕跡は残していない。久本奥窯跡のV期 とⅥ期の中間的なものと考えられ、 8世

紀中頃のものか。

69-3・ 4は、径の小さい蓋である。器高が高 く、体部途中で「 S」 字状に屈曲し、輪状つまみを持

つものと思われる。口縁端部の垂下はほとんど無くなる。 8世紀後半から9世紀前半のものと考えら

ヤ化る。

69-5は 、薄い高台を持つ郷である。底部は、切り離し後未調整で、静止糸切 りに見える。高台はや

や内湾し、薄く高い。

69-6～12は、小さな高台を持つ邪である。口径が小さく、高台が直立するものが多い。体部は、直

線的で、やや外傾する。

69-13・ 14は、無高台のイである。器高が低 く、底径が広い。底部はヘラ起こしによるものと思わ

れ、全面ナデ調整する。 8世紀前半代のものであろう。

69-15。 16は、不である。器壁が薄く、強い横方向のナデが施される。体部は大きく外傾し、器高

が高い。 9世紀代のものであろうか。

69-17～19は皿である。いずれも底部の切 り離しは回転糸切 りを使用する。69-18は 、断面三角形

を呈す小さな高台を持つている。

69-20は 、小型の平瓶と考えられるもので、文具として使用する水差しであろう。高台は直立気味

に付き、高台取 り付け部より上方にわずかにケズリを残す。肩部から上を欠くが、肩部から頸部にか

けてはほとんど水平になるものと思われる。

69-21～23は盤である。断面四角形を呈す太 く短い高台を持ち、外傾して立ち上がる体部が厚く作

られる。口縁端部は上方から外側に向かう面を持つ。小片のため、日径は推定である。

第70図 には須恵器壼を図示している。
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白磁 第73図 には白磁を図示している。Ⅲ区からは少量の白磁が出上しているが、いずれも調査区東

側の、平成 5年度調査区近 くから出上したものである。後述する平成 5年度調査区からは、白磁の他

第71図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土須恵器実測図 (5)(1:3)
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青磁椀も出土しており、いずれも12世紀代から13世紀頃のも

のと考えられる。

73-1～ 3は、日縁部外面に大きな玉縁を持つもので、太宰

府分類の白磁Ⅳ類椀である。

73-4～ 6は、日縁端部を外側に強く屈曲させるもので太宰

府分類の白磁測類椀である。738も ⅥΠ類椀の底部と考えられ

るものである。

73-7は 、椀であるが、外面の釉が体部途中までしかかかっ

0                  10cm

第72図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出
土須恵器転用硯実測図
(1:3)

ていない。Ⅷ類椀であろうか。

73-9は 、高台の非常に低いものである。Ⅳ類椀の底部と考えられる。

73-10は 白磁の皿である。ケズリによる強い屈曲や内面の段が見られる。

Ⅲ区で出上した白磁はその大半がⅣ oⅧ類椀で、その流通時期は12世紀末前後と考えられる。他の

時期の陶磁器類が全 く見られないことから、第63～65図の土師器類もこの時期を中心としたものであ

る可能性が高い。

金属器 Ⅲ区は低湿地のため、金属器の残存は期待していなかったが、鉄鏃が 1点出上しており、第

74図 に図示した。刀身部は長台形を呈し、刃部は先端のみである。刃部の残存状況は良くないが、片

刃であろう。刀身部は、断面長方形で、側面は直線である。関はほぼ直角である。茎は断面長方形で、

端部を欠く。木質の痕跡は見られなかった。包含層からの出上のため、その所属時期は不明である。

木製容器 第75～94図 には木製品を図示している。この内、容器と考えられるものは、第75図 に示し

た 9点である。本製品には建築材と考えられるものや木製農耕具と考えられるものが目立つが、容器

類は非常に少ない。

75-1～ 6は、円形を呈す小型の曲物で、針葉樹の板材を使用している。751・ 2は、一回り大きな

中型品と呼べるもの、他のものは更に小さく、使用する材もより薄く作られている。75104で は側

部近くに穿孔が見られ、側板を桜皮で留めたものと考えられる。また、75-1に は側面から打ち込まれ

た木釘の痕跡もあり、桜皮と木釘が併用されたことが解る。片面側のみに加工痕を残すものが多く見
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られる。

758は、大型の隅丸方形を呈する曲物である。長側辺には 2穴 1セ ットの精円形の孔が 4カ所以上

で開けられている。片面の側縁近 くには濤状に側板の痕跡が残っている。側板の痕跡には、重なって

いる場所も見られ、この位置で、側板が綴じ合わせられていたと考えられる。外面と考えられる面に

は、工具によるカロエ痕がわずかに残されている。桜皮で側板を留めたと考えられる孔は、前述のとお

り2穴で 1セ ットとなっており、このため、側面に木釘の痕跡は見られない。針葉樹の板目材を使用

しており、刻ヽ型のものに比べ厚 く作られる。同様のものは松江市タテチョウ遺跡などで出土している。

75-9は、取手の付 く容器である。底部と1側辺を欠くが、左右対称で、両側に取手が付 くものと考

えられる。針葉樹の板目材を春Jり 買いて作られたもので、容器の部分はほぼ平面円形を呈し、わずか

に外側が広い台形の取手が付 く。取手は口縁部より約 2 cln下がった位置から付き、やや上向きに傾斜

している。残存する体部は、わずかに内湾しながら底部に向かうが、底面はほぼ水平になっているよ

うで、屈曲する部分が見られる。

同様の器形を持つ木製品の出土は、県内では知られていないが、民俗例から、加熱した状態の土器

を置いたり、移動するための機能が考えられる。

田下駄 第76・ 77図 には田下駄と考えられるものを図示している。いずれも従来「オオアシ」と呼ば

れていたものと考えられるが、秋山浩三氏の分類に従い、方形枠付き形式田下駄と呼ぶ。

第76図 に図示したものは、直接足を乗せる足板部分である。76-1は、やや幅の狭いもので、この個

蛉 体のみ 5穴である。前端部には方形枠に連結するための割り込みが見ら

れる。針葉樹の柾目材を使用し、孔は、片面から穿孔し、方形を呈す。

側部近 くに穿孔された 4穴は左右非対称である。秋山氏の分類には5穴

―   のものは見られず、柾目材である点、他の個体より薄く作られている点

が異なり、他の用途も考えられる。

賜

0                   5じ m

第74図 古八幡付近遺跡
Ⅲ区出土鉄族実
測図 (2:3)

76-2～ 4は 3穴の足板である。いずれも杉と思われる針葉樹で、76-3

は板目材を、他は柾目材を使用する。764は、 1側縁を欠くが、他の 2

点は、ほぼ左右対称に片側から方形の穿孔が行われる。前側の孔は中軸

線からずれており、左右の区別があるかもしれない。いずれも前後両端

の残存状況が悪いが、枠板に連結するための柄の痕跡が残る。

この内、761・ 2について、年輪年代測定を依頼し、76-2は 辺材部分

まで残存しており、A D 620年、76-1は 、辺材が残っていなかったがAD

164+2と 言う結果を得た。

第77図 には、方形枠部分を図示している。これらの部材については、

方形枠付き田下駄の枠と、馬鍬の基部の両者の可能性が考えられたが、

77-8・ 9の柄の大きさが771の孔に一致したことから方形枠付き田下駄

と判断した。

771～ 7は、方形枠の縦枠部分と考えられるものである。いずれも断

面半円形で、横枠を差し込む方形の孔が開けられ、横枠の柄や、柄を留

める楔を残すものも多く見られる。
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77-1・ 4に は、引き手の部分と考えられる鉛直方向の柄孔が見られる。

77-8・ 9は、横枠の部材である。断面はほぼ円形を呈し、縦枠の方形孔に一致する柄を両端に備え

るものと思われる。779に は楔の痕跡が残る。

武器形木製品 第78図 に図示したものは、機織具と武器形木製品の両者の可能性がある。いずれも針

葉樹の板目材を使用している。武器形木製品とした場合、781は完形品と考えられるもので、切つ先

と茎の表現が見られる関の部分は丸 くなっており、銅剣よりは鉄剣を模したものと考えられる。78-3・

5。 7・ 10は関の部分が直角に切 り落 とされている。78-11は 、片関で刀形と言える。

78-1が出上した時点で、武器形木製品であると考え、検討していた。しかし、刃部の表現が見られ
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ない、下端部のささくれ立っている部位が欠損している様に見える等の点から、上下対称に作られて

いた可能性も考えられ、機織具の可能性も出てきた。以下それぞれの可能性の欠点について整理する。

武器形木製品の場合

■点もの出上が見られる中で、切っ先と考えられる破片が78-■の 1点 しか無 く、上下対称形で

あつた可能性も考えられる。

柄にあたる遺物は、確認できない。

断面長方形を呈すものが多 く、刃部の表現が見られない。

機織具の場合

握りの部分が短かすぎる。

機織 りに関わる他の遺物が全 く見られない。

武器形木製品の場合と同様に刃部の加工が無 く、機織具に適さない。

全 く違う他の可能性 (例えば、田下駄の横枠の部材)も 無いわけではなく、今後の検討と類例の増

加を待ちたい。

小型の用途不明板材 第79・ 80図 には、用途不明の板材の内、比較的小型のものを図示している。
79-1・ 2・ 4は、挟りの入ったもので、いずれも針葉樹を使用し、79-1・ 2は、柾目材である。

79-3・ 5・ 6は側縁近 くに穿孔の見られるものである。特に79-5・ 6は、穿孔の位置がほぼ一致し、

同じ機能を持つものと考えられる。穿孔はほぼ円形で、片側から開けられる。

80-1は、大きな孔を持つものである。全体に残存状況が悪 く、全形は伺えない。片面からノミ状工

具により穿孔されている。80-2は、上端に小さな穿孔を1カ所施すもので、下端には柄状の突起が見

られる。

80-3は、上端を欠くが、 2カ 所で方形の穿孔が見られるものである。下端には2本の突起があり、

柄 と思われる。

80-4は、片側に方形の挟りを持つもので、やや大きな方形の穿孔を 1カ 所に持つ。穿孔は片側から

ノミ状工具で行われ、他面で繊維方向に割れている。

805は 、やや大きな板材である。破損状況から上下対称形になるものと思われる。図面下方に残存

する幅の狭い部分にはやや大きな方形の穿孔が見られる。

80-6・ 7は、穿孔の見られないものである。80-6は 、柄穴と考えられる方形の決 りがあり、建築部

材であろうか。80」7は、針葉樹の板目材を使用し、厚さが非常に厚い。根J部に方形の挟りが、下端部

に半円形の快りが見られる。

一本梯子 一本梯子は2点が、調査区南端で出上しており、第81図に図示した。梯子の段の方向に対
する木取りの方向が異なることから、 2点は別個体である。いずれも杉と思われる針葉樹の柾目材を

使用しているが、残存状況は悪い。斧状工具で荒く成形されており、加工痕を各面に残す。81-1は 、

下端部分と考えられるが、横方向に切断されるのみで、特に細工は見られない。段の部分の幅約 3 cm

で、約40cm間隔で作られている。基部の方向に対し、段は斜めに作られており、段の部分を水平と仮

定すると、梯子の設置角度は約60° となる。

用途不明の板材 第82・ 83図 には用途不明の板材の内、主に中型のものを図示している。
821は、 1側縁を欠くが、左右対称と考えると、櫂の様な形状になるものと考えられる。針葉樹の
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板目材を使用し、厚 く作られており、側面には加工痕を多く残す。

82-2～ 4は建築材であろうか。カロエ痕を多く残し、柄 と考えられるような方形の穿孔が見られるも

のもある。

825・ 6は、棒状のものである。82-5は、細い枝を使用し、片面は辺材部分をそのまま使用してい

る。端部に快りがあり、機織具にも見える。826は、断面方形に加工された材を使用し、上端部を丁

寧に成形したもので、上端近 くには、面取 りも見られる。下端部は、残存状況が悪 く形状は不明であ

るが、尖らせていたのではないだろうか。

83-2・ 3は残存部分から判断して平面円形のものと考えられる。両者とも針葉樹の板目材を使用し

ており、荒いカロエ痕が多く見られる。831は、中程に、両側から開けた円形の穿孔が見られる。

83-3・ 4は、両端を丸 く削るものである。両者とも針葉樹の柾目材を使用している。両面に加工痕

が残り、完成品と考えられるが、用途は不明である。83-4に は、片側から開けた方形の穿孔が見られ

る。

建築材転用杭 第84・ 85図には、建築材などを転用したと考えられる杭を図示している。85-1・ 4を

除き、機能に無関係と思える柄や換りが見られ、そのほとんどが、当初は建築材であつたと思われる。

85-1は、端部に至るまで、非常に丁寧な成形が施され、建築材以外の用途のものを抗に転用したこと

も考えられる。また、854は 、扁平な板材の一端を荒 く削って杭としたもので、建築材などの転用と

思われる。

84-1は、方形の柄穴と上下 2カ 所の快りを持つものである。柄穴はほぼ正方形を呈し、丁寧に加工

される。挟 りは、上下で方向を変えている。

842～ 5は、挟りのみを持つものである。この内84-3・ 5は、上下の挟りの方向が直行するもので

ある。

85-1は、前述のとおり、建築材以外の用途を考えたい。断面方形の柾目材を面取 りし、断面楕円形

に成形したもので、頂部近 くでは 5 cln程の間で面取 りを省略し、杖頭状に残している。頂部は丁寧に

面取 りし丸 く整形する。中程よりやや下に横方向に通る快 りを設け、その内側に六角形の穿孔を行う。

下端は円錐形に削り杭になっているが、この加工のみは荒く、他の部分の加工痕とは明確に異なつて

いる。

85-2は、84-4と 同じものと考えられるが、木取りの方向が異なる。853は、極端に薄いものである。

針葉樹の板目材を使用し、断面三角形を呈す。挟りも斜めに入っており、当初、断面方形だつた材を

縦方向に割って使用した可能性がある。

85-1は 2カ 所の挟りと柄穴と考えられる痕跡を残すものである。側部の残存状況が悪いが、断面長

方形を呈していたものと思われ、 2カ 所の挟りは、面方向に対し、やや傾斜して入れられている。杭

に加工された下端部には、方形の柄穴と考えられる加工痕が残る。

以上の転用杭は、そのほとんどが挟りや柄穴の部分で杭に加工されていることが注意される。例え

ば84■では、打ち込み面に対し水平の面が残されていることから杭としては使用しにくいことが想像

されるのである。以下は推測の域を出ないが、当初建築材であつたものが、柄や挟 り部分など構造的

に細い部分で破損してしまった材を使用し、杭 として簡単にカロエしようとしたものであろうか。杭の

検出面より下層は砂層であり、仮に棒状のものでも打ち込めるほどの柔らかさであつたため、このよ
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うなものができたと想像される。

大型の用途不明板材 第86～90図 には用途不明の板材の内、比較的大型のものについて図示している。

第86図に図示したものは、両端に柄状のものを備える板である。 3本 とも中心部分の全長がほぼ等

しく、同様の用途に使用されたものと思われる。図中上端にあたる部分は幅が広く長さの無い柄状の

ものが、下端には、幅がつ(く 長さの長い柄状のものが備えられる。86-1に は中程に斜めに開けられた

方形の穿孔がある。

87-1は、 3カ 所以上で穴の開けられるもので、長方形のものが両端に円形のものが端近くに見られ

る。872は 、側部に半円形の快りがあるものである。側部は当初の形状のまま残存していると見られ

る。87-3は 、図中下端に2段以上の挟 りが見られる。各面に荒 く加工痕を残している。

第88図に図示したものは、挟 り。穿孔を持つ板である。881は、図中左端に方形の挟りが入る。下

端に見られる楕円形の穴は節穴である。非常に多くの加工痕を残している。882は 、袂りと穿孔を持

つ。穿孔は片面から行われ、精円形を呈す。また、 1側縁に三角形の快りを入れている。88-3・ 4は、

片側端部近 くに方形の穿孔が見られる。この穿孔は、両側から行われているようである。88-5は、中

程に穿孔を持つものである。板材の両端まで残存しており、片側が斜めに切断され、平面台形を呈す。

891は、穿孔・快 りの見られないものである。板目材を荒割し、簡単に成形したもので、加工痕は

あまり見られない。平面長方形を呈すものと考えられる。

89-2・ 3は、表皮に近い材を使用したものである。片面は一応の加工が見られるが、他面は、割っ

た時の面をそのまま使用する。89-2に は、 2カ 所で挟りが見られるが、89-3に は、目立った細工は見

られない。

89-4も 表皮近 くの材を使用するものであるが、一端に柄状のものを持つ。芯側の面は割ったままで、

大きな加工は見られないが、表皮側は丁寧に面取りしている。

895は 、長大な板目材に扶 り。穿孔を施すものである。一端を斜めに削り出し、扶りを設けた部分

は柄状に飛び出している。方形の穿孔を1カ 所に持つ。

90-1・ 2は、針葉樹の板材である。90-1は、方形の穿孔と、対角に2カ 所の挟りを持つ。90-2は 、

一側縁に2カ所の快 りを入れている。両者とも片面は、割ったままの状態で使用し、他面に加工痕を

残している。

903・ 4は、広葉樹の板である。広葉樹の板目材を切断しているが、それ以外に目立った加工は見

られない。両者とも板目材であり、ミカン割り材ではない。古八幡付近遺跡では、田下駄以外の明確

な農耕具は見られず、鍬・鋤などの木製農耕具は検出していないことから、木製農耕具未製品とは考

えにくヤゝ。

板材 第91図に図示した板は、非常に丁寧に成形されているもので、各面はあたかも台飽で削ったか

のように平滑なものである。いずれも調査区東側で、杭列に直接かかった状態で検出されており、水

田遺構を形成する畦の部材の一部である。

91-1は 、平面長方形を呈する板で、 1側縁を欠いている。杉と考えられる柾目材を使用し、一見台

飽を使用しているように見えるほど丁寧に成形されるものである。片面は割った状態のまま使用し、

全 く加工痕が無 く、他面を丁寧に成形し、わずかに加工痕を残す。上下端面はほぼ切断されたままの

状態で、面取りは見られないが、使用によるものか角は丸く磨滅している。残存している側の側端は、
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第86図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土木製品実測図 (12)
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第89図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土木製品実測図 (15)(1:3)
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わずかに薄 くなり、丸く面取 りが行われているようである。側端近くの上下 2カ所に 1辺 2 cm程 の方

形の穿孔が見られる。丁寧に穿孔されており、その痕跡は見えないが、片面から穿孔されたものと思

われる。建築部材と推定されるが、調整が非常に丁寧なことから特殊な用途かもしれない。この板に

ついては、年輪年代測定を依頼し、B C16年 +α との測定結果を得た。911は、辺材が全 く残存してい

ないため、伐採年代はB C16年 よりかなり後の年代になり、弥生時代後期頃であろうか。

91-2・ 3は、上下端部に段を持つもので、他の部材と組み合わせて箱形を形成するものであろう。

針葉樹の板目材を使用し、上下の両端部には、小さな段を備える。段のある端部には 2穴 1セ ットで、

段のない側縁部には、 1穴 1セ ットで、楕円形の穿孔が見られ、他の部材と桜皮を使用して連結した

ことが解る。各面とも丁寧に成形され、加工痕をあまり残さない。

杭 第92図に図示したものは転用材ではない杭である。92-1～ 4は、断面方形に割った材を使用し、

92-5～ 9は、適当な太さの枝材をそのまま、もしくは半裁して使用するものである。

92-3は、 1側縁にカロエ痕が多く残 り転用材である可能性がある。また、924は、 1側縁に表皮近 く

の部分をそのまま残しており、表皮が付いたまま使用していた可能性がある。92-1は、端部を3方向

から削る。また、92-2～ 4は、両狽J面を生かし、別の 2側面から削り落としており、先端部に至るま

で、断面方形を呈す。

925～ 8は、細い原木を半裁して使用するもので、裁断面以外の面は、表皮だけが欠落した状態で

ある。先端部は 3方向から荒 く削る。

92-9は、細い枝材をそのまま使用するもので、小枝を落としただけのやや曲がつた材を使用してい

る。小枝の痕跡を残していることから表皮も剣がしていないと考えられる。端部は 3方向から荒 く削

り落とす。

特殊品・ 用途不明木製品 第98・ 94図には、用途不明の小型の木製品を図示している。

93-1は、琴柱と考えられる。針葉樹の板目材を使用し、上端部を欠く。 2本の脚が斜め方向にやや

外反しながら延び、下端部は弓なりに削られる。体部中央に両面から穿孔された円形の小さな穴が開

いている。

93-2は、引き手状のものである。針葉樹の板目材を使用し、平面長方形を呈すものと考えられ、左

右対称 と仮定すると、大小 3カ 所の穴が開けられるものと思われる。3カ 所の穴は片面から穿孔され、

中央のものはやや大きく楕円形に、端のものは小さく円形から六角形に開けられる。現状では何かに

接合されていた痕跡は伺えない。

933は、取手状の形状をしたものである。頭部は複雑に面取りされ、基部は、断面方形を呈す。下

部を欠損するが、破断面には方形の加工の跡が見られ、柄穴状のものがあったと思われる。針葉樹の

板目材を使用している。

93-4は、ヘラ状のものである。柾目材を使用し、側面を除いて加工痕は残していない。薄い板材の

側部を加工したもので、頂部は握 り状に網 く作られる。

93-5は、板材の 1側縁を鋸歯状に加工したものである。それ以外に明確な加工は無 く、火切り臼で

はない。針葉樹の板目材を使用する。

98-6は、コルク抜きの取手に似たものである。下端に飛び出した部分には下方から小さな穴が開け

られており、わずかに屈曲して、片面側に貫通する。杉と思われる針葉樹の板目材を使用している。
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94-1・ 2は、取手状の挟りを持つものである。941の取手状に快れた部分には、円形の穿孔が見ら

孝ιる。

94-3は 、厚い柾目材に大きな円形の穿孔を施すものである。周囲は丁寧に切断されている。

94-4は、小さな板材であるが、図中上端に火を受けた形跡があり炭化している。

94-6も 正目の板材であるが、 1側縁を両側から斜めに切断し、縦断面五角形を呈するものである。

947は竹を割ったものである。明確な加工は見られない。94-8は 、広葉樹の原木である。

Ⅲ区は、前述のとおり、水田遺構とその上層に堆積した遺物包含層からなる。土器からは、弥生時

代後期、古墳時代中期、中世の 3つのピークが見られ、木製品の年輪年代測定では弥生時代後期と7

世紀の年代が得られた。弥生時代後期の年代測定結果を得た本製品の内の 1点は、水田耕作用の農耕

③ ◎
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第93図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土木製品実測図 (19)(1:3)
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具と考えられる方形粋付き田下駄であり、古八幡付近遺跡での水田耕作は、弥生時代後期には行われ

ていたと推定される。また、杭列を使用した畦状遺構の構築時期もその頃ではないだろうか。

弥生時代後期の水田跡を検出した松江市の上小紋遺跡でも、しがらみ遺構に建築材転用杭を使用し

ており、共通性が見られる。また、上小紋・ 向小紋遺跡では比較的小区画の水田遺構が重なって見ら

れるが、古八幡付近遺跡では大きな区画 1面しか検出できなかった。古八幡付近遺跡の水田遺構はま

だ南北に拡大する可能性が高 く、畦の構築時期や継続期間など検討課題は多い。
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第94図 古八幡付近遺跡Ⅲ区出土木製品実測図 (20)

‐出
謝鰤
悶
爛
‐‐‐‐
‐‐‐‐
剛
―‐―‐‐――‐‐‐
――‐‐‐‐―ィ‐‐
‐――‐‐
‐‐――‐
Ｎ
日
日
日
『
判

一　

　

　

　

　

　

　

　

７

‐
　
向
旧
日
Ｈ
酎
日
日
口
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
― ―
日
ν
レ
‐

一

‐
，
‐

　

　

　

　

　

　

　

　

′

―‐中

一

- 116 -



⑥ 平成 5年度調査区

平成 5年度調査区は、Ⅲ区の東側に隣接する標高約10

mの水田である。古八幡付近遺跡の全面発掘に先行して

平成 5年度に調査を行つた。その他、平成 5年度には、

古八幡付近遺跡の調査区北東側の丘陵上、南西側の畑地

(I区の東側)、 Ⅲ区の水田等で、トレンチ調査を実施し

ている。

平成 5年度調査区は南北に網長い範囲で、西側 (Ⅲ区

の方向)に大きく傾斜した地形である。西側はⅢ区の水

田が広がり、東側はコンクリー ト製の水路が南北に走 り、

かなり嵩上げされている事が予想される。当初の地形は、

Ⅲ区からⅣ区に向けて急激に上る斜面になっていたと考

えられる。

地山面の地形は、調査区の南北両端が西側に向けて延

び、調査区中程が、小さな谷地形になっている。調査区

中程の谷地形の内側は、巨大な石が散乱した状況になっ

ており、この部分の地形測量は断念している。調査区の

最低所は北西側隅で標高約 8m、 地山面の最高所は、調

査区南隅で標高約10mを測る。

調査区北側では、耕作土と造成上と考えられる淡黄色

土が厚く堆積しており、その下層に暗褐色上が20cm程度

の厚みを持つて見られる。暗褐色土には遺物が多く含ま

れており、須恵器 。上師器を中心とする土器類を採集し

ている。

地山面は黄灰色土で、その直上には、人頭大の石が多

く散乱していた。地山面からは、東西方向に走る濤・ピッ

トを検出している。

調査区南側は、北側に比べ造成土 (褐色土)が薄 く、

代わりに水田の床上と考えられる青灰色土、茶褐色上が

交互に堆積しており、継続的な水田耕作が推定される。

第97図 の上層図 5の茶褐色土は、木の根等による撹乱と

思われるが、それに切られている土層図 4の暗褐色土は、

遺物包含層で、調査区北側の上層図 (第96図 )の 4の暗

褐色上に連続するものであろう。この遺物包含層が乗る

責色粘質土上面は遺構面で、ピット18穴を検出している。

前述のとおり、調査区中程は石が散乱しており、このた

めに北側への広がりは確認できなかった。また、Ⅲ・Ⅳ

-117-
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二11,Om

1.耕作土
2.淡黄色土
3.灰色土
4.暗褐色土
(遺物包合層)

区への広がりも確認できなかった。黄色

粘質土 。青灰色土を掘削し、基盤層と見

られる褐色土面を検出している。褐色土

面には、ピット・濤・加工段が見られる

が、調査区西側で、大きく傾斜して落ち

込んでおり、西側のⅢ区には見られない。
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第96図 平成 5年度調査区北壁土層断面図 (1:80)  ある。この面からは、須恵器を中心とす

る遺物が出上した。

検出した遺構はピット18穴で、斜面の傾斜方向に合わせ、同じレベルから掘られたまとまりが存在

するようである。ピットのレベルは標高約 9m付近に 1列、標高約9,2m付近に 1～ 2列である。各ピッ

トの横方向に対応するものは見られず、建物跡などのまとまりは確認できなかった。この面から出土

する遺物には古墳時代の須恵器から、12世紀代と考えられる白磁までを含んでおり、遺構の時期は不

明である。

南側下面遺構 調査区南側の地山面直上では、濤 1、 浅い土坑状の落ち込み、段、ピット18穴 を検出

している。

SD-2(濤 )は、調査区東壁から延び、約 2mを検出して消失するもので、幅約90cm、 深さ約10

cmを測る。 SD-1か らは須恵器・土師器の他、白磁の小片や黒曜石の象」片が出上している。

浅い土坑状の落ち込みは、調査区東壁から北西に向かって約1,5m延び、一旦消失した後に約 3m先

で再び小土坑となって現れる。いずれも深さは無く、小さな段が連続するような形状になっており、

古道であろうか。

段は調査区南壁から南北に延びるもので、約 6m連続した後途絶えるが、同様の段は調査区北側で

も検出しており、連続していたと考えられる。段の部分の高低差は約80cmあ り、わずかに蛇行しなが

ら南北に延びている。周囲には青灰色土など水成層と考えられる土層が多く見られ、また、前述のと

上判.Om

耕作土

褐色土

青灰色土

暗褐色土 (遺物包合層)

茶褐色土

青褐色土

黄色粘質土

青灰色土

褐色土 o                  4m

第97図 平成 5年度調査区南壁土層断面図 (1:80)
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おりⅢ区が旧河

川であったと推

定されることか

ら、自然の地形

の川岸であった

と思われる。

ピットは2カ

所でまとまりが

見られる。古道

と推定した土坑

状の落ち込みと

SD-2の 間に

は、■穴のピッ

トが見られ、極

端に浅い4穴を

除 くと、斜面下

方で 2～ 3穴足

りないものの、

2間 ×2間程度

の方形の区画に

なる。このピッ

トに建物を建て

た とすると2,4

m× 1,6mの 非

常に小さいもの

になる。

もうと力所の

まとまりは、調

査区南側の段の

周囲に見られる

もので、同様に

2間 ×2間程度

の区画は、考え

られる。この場

合 は一 片が約

2,4m前後にな

る。 第98図 平成 5年度調査区南側上面実測図 (1:80)
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地山面を埋める青灰色土からは、須恵器 。土師器の他1076等の輸入陶磁器まで含んでいる。Ⅲ・

Ⅳ区との上層の連続性も確認できず、これらの遺構の時期は不明である。調査区北側の遺構面は、南

側の下面遺構 と連続すると考えられる

が、同様の理由により時期は不明である。

北側遺構 調査区北側からは濤 8条、段、

ピット34穴を検出した。地山面が不安定

な上に、石が多く散乱しており、ピット

は更に多く在ったものと考えられる。

濤は調査区中程に近い位置から検出し

ており、ほとんどの濤が東西方向である。

いずれも深さ20cm以下の浅いもので、幅

は、20～40cmを測る。

段は、前述のとおり、調査区南側から

連続するものと思われる。やや蛇行しな

がら北西方向に向かっており、濤に阻ま

れて消失しているが、調査区西壁にほぼ

一致して続 くものと思われる。段を越え

て西へ続 く濤が、段の下場までに消失し

ている。

ピットは多数見られたが、南側上面と

同様に等高線に平行するまとまりが見ら

れるものの、横方向で対応するピットが

確認できず、建物跡などのまとまりは確

認できなかった。いずれも直径30cm前後

の円形を呈すものである。

弥生土器 弥生土器は、遺物包含層であ

る暗褐色土中から出上しており、第101図

に2点を図示している。

10卜 1は、高必の脚部である。脚部外

面には幅広 く凹線文が施される。内面は

狭 く確認しがたいが、円盤充填法によっ

て作られているようである。内面下方に

は、斜め方向のヘラケズリが見られる。

101-2は 、甕である。日縁部は上下に

拡張され、ほぼ直立する。口縁部外面に

は凹線文が施されている。頸部は「く」

字形に鋭 く屈曲し、内面の頸部より下方 第100図 平成 5年度調査区北側下面実測図 (1:80)
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は、横から斜め

方向のケズリが

見られる。

土師器 第102・

103図 は土師器

である。

102-11よ、 /Jヽ
0                    10Cm

型の奏で、口縁

5年度調査区出土弥生土器実測図 (1:3)  端 部 を折 り返

し、玉縁状に作

るものである。非常に薄 く作られている。

102-2は 、胴部が大きく開く形状のものである。口縁部は緩 く外反し、端部にわずかに面を持つ。

外面の顕部以下は縦方向のナデを、口縁部の内面には、横方向のナデと指頭圧痕を残している。

102-3は 、口縁部が厚 く口縁端部下方に沈線状の濤を持つ。

102-3・ 4は、日径の小さい甕である。102-4は 、頚部が厚 く作られ、日縁端部に向けて急激に細

くなる。102-5は、口縁部の外反が少ない。

102-6は 、やや口径の大きいものである。頸部は強く屈曲し、口縁端部は上面に向けて面を持つ。

内面の頸部より下方はヘラケズリを行い、頸部内面にナデによる面を持つ。

1031～ 6・ 7～15は邦と考えられるものである。103-1は 、高台を持つ郷である。須恵器の邪と

同じ器形で、須恵器の焼成不良品であろうか。

103-2は 、断面三角形の高台を持つものである。底径が小さく、小型のものか。

103-3・ 4は、底部がわずかに張り出すものである。底部の切 り離しは回転糸切 りを使用し、体部

外面と内面に強いナデを施す。

103-5は 、器壁が厚く作られるものである。底部の切 り離しは回転糸切 りを使用し、他の部分は強

0                    10cm

十       :

第101図 古八幡付近遺跡平成

第102図 古八幡付近遺跡平成 5年度調査区出土土師器実測図 (1)(1:3)
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第103図 古八幡付近遺跡平成 5年度調査区出土土師器実測図 (2)(1:3)
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くナデている。

103608・12は、底部が外側に強く張り出すものである。回転糸切 りによって底部を切りはなし、

体部との継ぎ目は強くくびれ、円盤高台状になっている。

1039は、厚い底部を持つものである。体部との継ぎ目に括れはなく、体部は斜めに延びている。

103-7は 須恵器の碗である。底部を回転糸切りで切 り離した後、低 く小さい高台を張り付けている。

底部は比較的厚 く、体部はわずかに内湾しながら延び、日縁端部を外側に屈曲させる。内外面とも横

方向のナデを施す。

103-16～ 25は、皿である。底部の切 り離しは回転糸切 りで、高台を持つものは無い。

103-16・ 17は 、体部が屈曲するものである。底部から上側に延びる体部が、すぐに外反し、口縁部
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第104図 古八幡付近遺跡平成 5年度調査区出土須恵器実測図 (1)(1:3)
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に至るもので、103-17は 更に口縁部下方でも屈曲し、日縁端部は上向きになる。内外面とも強い横方

向のナデを施す。

103-18は 、直線的な体部を持つものである。底部近 くでは器壁が厚 く、口縁部を尖らせるように薄

く延びる。

103-19は 、体部に丸みを持つもので、底径が大きい。内面は横方向に強いナデを施し、見込み部中

央に盛 り上がりを持つ。

103-20は、体部の短いものである。器壁が厚く、底径に対する口径が比較的小さい。斜めに延びる

体部は極端に短 く、わずかに外反する。

103-24は、底部の高いものである。底径は比較的小さい。

須恵器 第104～106図 には須恵器を図示している。1041は、蓋である。口縁端部を尖らせ、肩部に

強い稜を残す。1042は、郷で、内傾する高いカエリを持つ。両者ともケズリは見えない。

＼

＼_

9          19Cm

第105図 古八幡付近遺跡平成 5年度調査区出土須恵器実測図 (2)(1:3)

- 125 -



104-3・ 4は、高邪の脚部である。脚端部の外面側に面を持ち、端部は下方に垂下させる。

104-5は 、蓋の小片で、つまみや端部の形状は不明であるが、内面にヘラ描きを施している。 3本

の直線を組み合わせたもので、「大」と読める。 8世紀台のものであろうか。

104-6～14は、つまみの付 く蓋である。日縁端部が垂下するもので、カエリは無い。1048・ 9を

除きボタン状つまみが付 くものと思える。

104-15～ 17は、無高台の不の内、底径の小さいものである。いずれも器壁が比較的厚く、体部は大

きく内湾する。

10418～31は、高台付きの不である。底部の端に垂直に高台を付けるものが多い。確認できたもの
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(3)(1:3)第106図 古八幡付近遺跡平成 5年度調査区出土須恵器実測図
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は全て回転ヘラ切 りで底部を切り離している。

10432は 、壺と考えられるものである。底部の切 り離しは回転糸切 りを使用するようである。

104-33・ 34は、底径の大きい皿である。全面をナデ調整し、104-33は、底部の切 り離しに回転糸切

りを使用するようである。

1051～ 5は壷と考えられるものである。105-1は 、高台の無い壷である。底部回転ヘラ切りによっ

て切り離し、外面下端部にヘラケズリを施す。胴部は丸みを持ち、横方向の丁寧なナデによって成形

する。長顕が付 くものであろうか。1052・ 3は、長頸壷である。外面に稜を持つ高台を斜めに付け、

胴部は直線的に延び、肩は強 く張る。肩部上面と頸部下端に浅い沈線を入れる。105-3は、底部に窯

着が見られる。1054・ 5は、太い高台を持つものである。1044は、断面長方形を呈す太い高台が、

斜めに取り付き、体部は直線的に上方へ延びる。104-5は 、太く短い高台が直立するものである。

1056～ 8は、高台の無い壷である。105-7は 、平行タタキの後、外面を強くナデている。

1059～■は、甕の口縁部である。10510の 外面のタタキはやや幅の広いものを使用している。

105-12は 、鉢である。外傾して直線的に体部が延び、口縁部直下で強く内傾し屈曲するものである。

日縁端部の上面には沈線状にくばみが見られ、蓋を伴う可能性がある。
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第107図 吉八幡付近遺跡平成 5年度調査区出土陶磁器実測図 (1:3)
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0                    10cm

第108図 古八幡付近遺跡平成 5年度調査区出土石器実測図 (1:3)



10513は 、小型の壷と考えられる。器壁が非常に厚 く、体部は直立する。底部の切り離しはヘラ切

りと思われ、底面の端に小さい高台が取り付く。内外面ともナデ調整する。

第106図には須恵器邪・皿を図示している。106-1～12は、イの日縁部を含む破片である。いずれも

体部は直線的で、口縁部の外反も少ない。口縁部は尖らせるように細 くなって、体部には、横方向の

ナデの痕跡を強 く残している。

105-13は、わずかに底部が張り出すもので、郷と考えられる。底部の切 り離しは回転ヘラ切 りで、

円盤高台状にわずかに底部が突き出す。体部はわずかに内湾しながら上方へ延びる。

106-15は 高台の付 くものである。高台は外に張り出し、体部は斜めに立ち上がる。底部の切 り離し

は回転ヘラ切りと思われる。

106-17・ 21は、皿である。いずれも底部に回転糸切 り痕を残し、体部はナデで仕上げる。106-17は、

無高台で、日縁端部を外側へわずかに折り曲げているのに対し、106-21で は、断面三角形を呈す非常

に小さい高台を持ち、日縁端部は面を持つ。

106-18・ 22・ 23は、円盤高台状に底部が突き出すものである。106-18・ 23は、体部との接点が強く

くびれる。10622は 、底部の器壁を非常に薄く作っている。

106-19は 、邦 と思われる。底部には回転糸切 り痕を残し、体部は緩やかに内湾するようである。

陶磁器 平成 5年度調査区からは白磁をはじめとする陶磁器類が比較的多く出上している。

1071～ 5。 7・ 8は 白磁である。1071・ 2は、口縁部外面に玉縁が付 くもので、太宰府分類の

白磁Ⅳ類椀にあたる。107-3～ 5は、低いケズリ出しの高台を持つものである。底面から高台部は、

掻き取られ、体部の下方は釉がかかっていない。白磁Ⅳ類椀の底部であろう。107-7は、口縁端部が

強く外反し、端部を尖らせるもので、白磁ⅦI類椀にあたる。1078は、その底部で、断面三角形の高

い底部を削りだしている。

107-6は 、龍泉窯系青磁の I類椀である。緑色を呈する釉が高台近 くまでかけられ、内面には、片

切 り彫りで、優美な華文が描かれている。

1079は、肥前系と考えられる染め付けの椀である。やや外傾する体部は直線的で、口縁端部は丸

く納めている。口縁部内面に斜線を交差させた文様が描かれている。

10710は 、すり鉢である。口縁端部は外側に折り曲げ玉縁状に作る。暗赤褐色の釉がかけられる。

107-10は 、素焼きの容器で、機種は不明である。国縁端部を内外に拡張し、上に面を持つ。

107-12・ 13は 、すり鉢 と考えられるものである。107-13は 、底部の破片で、平底で高台は付かない

ものと思われ、体部下方には指頭圧痕が多く残る。内面には、 6本程度の単位の工具をしようし、櫛

目を入れる。10712は 、日縁部と体部の小片で、直立気味に延びる体部はわずかに内湾する。日縁部

は外側に折り曲げ、玉縁を作る。両者とも胎土は淡褐色から黄褐色を呈し、釉を使用していない。

砥石 砥石は2点が出上しているが所属時期は不明である。

1081は、両端を欠くものであるが、緑灰色の石材を使用し、少なくとも4面を使用する。108-2

は、灰白色の気泡の多い石材を使用している。破断面は無く完形品で、全面を使用している。この内

1面は打痕が多く見られ、叩き石としても転用している。

瓦 平成 5年度調査区からは平瓦が少量出上している。丸瓦や軒瓦は見られず、周辺の調査区でも礎

石建物は検出していない。第109図 に図示した 4点はいずれもほぼ同様のもので、凹面に布目圧痕を、
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凸面 に縄 目のタタキ痕 を残す。側部は鉛直方向に切断され、凹面側で 2面取 りする。端部は、小片の

ため、狭 。広端の区別が付かないが、凹面 に向けてやや傾斜 して切断 され、四面側から2面取 りされ

る。灰白色か ら青灰色を呈 し、還元炎焼成 されている。凹面側に多少の凹凸は見 られるが、弧深が浅

く、側部が鉛直方向を向 くことか ら一枚造 り成形 と考えられる。久本奥窯跡出上の第 H類平瓦に似て

お り、 8世紀後半台のもの と考 えられ る。

註 1 広江耕史  『一般国道 9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 I』  島根県教育委員会 1995年
以下、久本奥窯跡での年代観は全て上記報告書による。

註 2 西尾克己 。熱田貴保  『石見空港建設予定地内遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書』 島根県教育委員会 1992年
報告書では編年表を提示し、前述の年代観を示しているが、遺構に伴う遺物ではなく遺物に一括性には若千の

疑間|が残る。すなわち、ボタン状つまみを持つ蓋と輪状つまみを持つ蓋は体部のプロポーションが異なり、輪状

つまみを持つものは、 9世紀代まで下る可能性がある。

註 3 註 1に同じ。ただし、出雲地方での回転糸切りの導入は非常に早く、石見地方でも出雲地方と同様の形態の輪
状つまみを持つ蓋が出上することがあることから、例外的に8世紀代の回転糸切りが存在する可能性があると思

われる。

註 4 『タテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅳ』 島根県教育委員会 1993年
註 5 民俗文化財に詳しい島根県古代文化研究センター浅沼孝より指導を受けた。
註 6 秋山浩三  「「大足」の再検討」『考古学研究 第40巻 第 3号』 考古学研究会 1993年
註 7 奈良国立文化財研究所光谷卓実氏に測定を依頼し、上記の結果を得た。
註 8 78-1は 、山口大学中村友博先生に実見していただき、両者の可能性と欠点について説明を受けた。その後、他

の木製品の検討から、機織具の方向で考えていたが、岡山理科大学亀田修一先生より「武器形木製品では」と言

う指摘を受け、再び迷い、上述のとおりとした。現在、武器形木製品の方向で検討している。

註 9 註 7に同じ。
註10 註 1に 同じ
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⑦ Ⅳ区の調査

Ⅳ区は、平成 5年度調査区の東側、標高14～22mの西向き斜面に位置し、東西に長い調査区を設定

した。標高22mの調査区最高所から西へ、急斜面が一気にかけ下つており、その西側は、宅地となっ

ており、標高14mの位置は完全に平坦面となっていた。斜面の内標高16mょ り下方は更に急斜面となっ

ており、宅地造成時にこの部分を削り、その上砂で、西側を埋め、平坦面を造成したものと思われる。

第110図 古八幡付近遺跡Ⅳ区地形測量図 (1:200)

西側の平成 5年度調査

区の表土面とⅣ区宅地

部分の高低差は3m以

上になる。

遺構の概要 斜面の部

分でも埋上が非常に厚

く、調査区最高所でも

約50cmの厚さが見られ

た。表土 (褐色土)は

非常に薄く、厚さ2～

10cm程 しか見られない

が、その下層に黒色土

の堆積が見られ、黒色

土中には遺物を含んで

いる。この黒色土は、

一見炭化物層かと思え

るほど黒く、少量の石

を含んでいる。黒色土

の下層は、斜面上方で

は地山となるが、斜面

下方から平坦面の周囲

では水成層と思われる

青灰色粘質土層が多く

見られる。この土層に

はあまり遺物を含んで

いない。地山は橙褐色

上で、非常に多くの礫

を含んでいる。この礫

は、ほとんどの埋土中

に見られた。

東側 は急斜面のた

め、遺構は無いものと
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考えており、調査範囲を当初、標高20m付近までとした。しかし、この付近でも表土中から遺物の出

上が見られたほか、標高19m付近でテラス状のカロ正段が見られたことから、標高22m付近までを拡張

した。拡張した範囲内には遺構 。遺物は見られなかったことから、更に上方の標高約30mの尾根上に

遺構が存在する可能性がある。

宅地による造成部分は、西端では約 2mも 嵩上げしており、地山面は緩やかに傾斜している。地山

面の傾斜は、調査区西側の平成 5年度調査区に連続するものと思われる。地山面の標高13mょ り上方

は、ほぼ水平に削平された形跡があり、標高16mま での間で削平が行われ、この間は元々斜面だつた

と考えられる。この削平された平坦面上には塩化ビニール製のパイプや下水の溜升(第110図点線内)

等が掘 り込まれており、この造成が近現代になって行われたことが解る。

遺物包含層である黒色土より下層の青灰色粘質土中には、 2条に亘って石垣の構築が見られた。石

垣は、いずれも斜面に平行して南北方向に延びるもので、調査区北端から約 4m続 くものと、その少

し東側に約 3m続 くものがある。いずれも、人頭大の割石を使用し、西面で面を合わせ、一部では2

段に積まれており、高さは50cal程度である。石垣の前後で土層堆積状況に大きな変化は見られないが、

青灰色粘質土は、石垣の東側に厚 く、石垣を越えて西側では非常に薄 くなっている。石垣付近から遺

物の出土は見られなかったが、検出した石垣は、付近の水田に見られる石垣とよく似ており、近代の

ものであろう。

石垣の周囲は非常に湧水が多く、西側の石垣の真下から湧水地点が検出された。この湧水地点から、

西へは水が流れ出ており、細い谷状になった水路を形成している。同様の小さな湧水点は点々と見ら

オιる。

青灰色粘質上の下層は、赤褐色土と礫を含んだ灰褐色上の薄い堆積が見られ、それより下層は地山

面である。地山面は緩やかに傾斜しているが、その傾斜は一定ではなく、標高12m付近から下方は傾

斜が急になっている。前述のとおり、標高13mょ り上方は、元々山裾であつたと考えられることから、

標高12～13mの間が最も傾斜が緩い。この傾斜の緩 くなった部分は周囲の状況から加工段と考えられ、

加工段 2と 呼んだ。カロ正段 2か らは、ピット10穴を検出している。

加工段 2よ り西側は大きく段状に落ち込んでおり、その高低差は約50cmである。加工段 2の ピット

E

-1■Om

1.橙色土
2.黒色土
3.青灰色粘質土
4.褐色土
5。 赤褐色土

6。 灰褐色土

0

第■1図 古八幡付近遺跡Ⅳ区北壁土層断面図 (1:80)

-132-



は、その上面にあり、東西方向に4本、南北方向に3本のまとまりが見られる。南北方向のまとまり

は、段の際に平行して、おり、直径20～40cm、 深さ15～50cmである。東に約 2m離れて別のピットが 1

穴あるが、対応しない。 3本の間隔は、北から約2,lm、 o,9mと なつているが、北側の柱間の中央に

は段上面崩れたと思われる落ち込みが入つており、ここにもピットが在った可能性がある。ここにピッ

トを想定すると、柱間約90cIIlの棚列の存在が推定される。ビット列の間の落ち込みは湧水点の一つで、

こうした湧水が段を後退させているものと思われる。

東西方向のピットのまとまりは、いずれも直径50～80cmを測る大きなもので、特に東側 3穴は|、 標

◎

~L @
鬱―

O

0                   2m

第112図 古八幡付近遺跡Ⅳ区下方住居跡実測図 (1:80)
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高約12,2mに 深さをそろえているように見える。南北方向のピットのまとまりと比べ、深く、しつか

りしたものに感じられた。これより北側にはピットは見られないが、南側に小さなピット2穴が見ら

れる。ピット列の南側には地山確認用のトレンチを開けてしまい、対応するピットは検出できなかっ

たが、掘建柱建物跡の存在が考えられる。最も西側のピット近 くから青磁の小片 (■5-4)が出土し

ている。

斜面側は中程まで遺物包含層である黒色上の堆積が見られたが、上方は、黒色上が徐々に薄くなり、

礫を含んだ褐色土に変わる部分が多かつた。

斜面での黒色土・褐色上を劉がすと、礫を多く含んだ橙褐色上の地山面が現れるが、標高18～19m

付近で、地山面にテラス状の平坦面 (加工段 1)が検出された。平坦面は調査区中央が最も広く、南

側に向けて通路状に狭 くなりながら続いているが、北へ向けては見られない。南側は、地表面観察で

も、調査区外にテラスが続いているのが解 り、徐々に標高を下げながら南に延びている。加工段 1の

幅は、調査区南端で約60cm、 調査区中央の最も広い場所で約4,2mを測 り、検出した長さは、約 8mで

あった。

加工段 1の上面には人頭大以上の大きな石が、多数散乱していた。それらを除去し、埋土を掘削す

ると、数条の濤が検出されている。加工段 1は、完全な水平面ではなく、検出面ではわずかに西に傾

斜しており、上面は流失しているものと考えられる。そのため、濤や、濤の一部と考えられる壁面は、

途切れながら見られ、途切れた部分を復元すると、切 り合いながら、南北 2本の濤になるものと思わ

れる。

北側の濤は、斜面を背にして西側に開く「コ」字形を呈し、幅約 3m、 奥行き約 3mのほぼ正方形

の区画になる。斜面を背にした南北方向の部分は、高低差も大きく、上端には巨大な岩が露出してい

第■3図 古八幡付近遺跡Ⅳ区住居跡実測図 (1:50)
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た。岩は、完全に地山の中に含まれており、地滑りによって迫り出してきたものと思われる。岩の直

下から須恵器重 (■5-2)が出上している。またこの濤の中からは須恵器蓋 (■5-3)が出上してお

り、この濤は8世紀後半のものと考えられる。

南側の濤は

一角を北側の

濤に切られて

おり、「L」 字

形 に検 出 し

た。検出した

長さは、奥行

き側で約1,7

m、 北側の濤

に切られるま

での幅約1,5

mであった。

加工段 1で

は、前述の濤

を切りながら

5穴のピット

を、加工段の

先端に 1穴の

ピットを検出

している。こ

の内濤の南端

を切 断 す る

ピットからは

土製支脚が出

上しており、

これとセット

になると思わ

れる土製支脚

が約80cln離れ

た濤の肩付近

から出上して

ヤゝる。 こオ化ら

m の上製支脚は

第114図 古八幡付近遺跡Ⅳ区住居跡断面図 (1:100)      残 存 状 態悪
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く、図示できなかった。加工段 1で検出したピットは、位置関係や形状が様々で、建物跡になるよう

なまとまりは確認していないが、加工段 1か らは前述のとおり多くの上器を検出しており、小さな掘

建柱建物が在ったものと考えられる。加工段 1の先端は直線的ではなく、複雑に入り組んでおり、加

工段 1の掘削土を全面に盛って平坦面を造成していたものと思われる。

加工段 1・ 2出土遺物 加工段 1か らは、■51～ 3の須恵器の他、土師器小片少量と土製支脚 2点

が出上しているが、土師器類は図示できなかった。

■5-1は、須恵器甕の口縁部付近の破片である。加工段 1の北側の濤から出上している。体部外面

には縦方向の平行タタキを、体部内面には強い同心円文の押さえ具の痕跡を残している。頸部は強く

屈曲し、口縁部は大きく外傾して延びている。日縁端部は丸 く納めるが、下方に小さな稜を持つ。

■5-2は、壷の底部である。斜めに張り出す断面長方形の高台を持ち、底面は丸 く作られる。外面

の高台の直上にヘラケズリの痕跡を残し、体部の大半は、横方向のナデで仕上げる。内面は荒くナデ

ており、その痕跡を強く残している。底面までヘラの痕跡を残し切り離しはヘラ切 りと考えられる。

■5-3は 蓋である。経の広い輪状つまみを持ち、体部は「 S」 字に屈曲する。端部は下方に垂下し

て外面側に面を持ち、カエリは持たない。内外面ともナデ調整するが、輪状つまみの周囲にわずかに

ケズリの痕跡を残している。久本奥窯跡のⅥ期のものに似るが、器高が低い、日縁部の垂下が長い等

相違点もあり、Ⅵ期の直前の8世紀中頃のものと考えられる。

■54は加工段 2の ピットの近 くから出上したもので、龍泉窯系青磁碗である。内面は無文で、外

面に片切り彫りによる鏑を

持つ連弁を彫 り込んでい

る。太宰府分類の龍泉窯系

青磁碗 I-5類と考えられ、

13世紀初頭から前半のもの

と思われる。

上記の遺物より、加工段

1の内、北側の濤で囲まれ

た一角は、 8世紀中頃と考

えられ、それに切られた南

側の一角もその直前のもの

であろう。また、加工段 2

のピット群は13世紀前半の

ものである可能性がある。

弥生土器・土師器・土製品

■61は、弥生土器の甕

と思われるものである。金

面磨滅しており、調整は不

明である。■6-2は、弥生

土器の底部と考えられるも 第■5図 古八幡付近遺跡Ⅳ区建物跡出土遺物実測図 (1:3)

=<
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のである。底部は高台状になっており、外面には、強い指押さえが点々と見られる。

■63～ 6は土師器の甕である。1163は、小型のもので、頸部から口縁部は比較的長く、国縁部

はわずかに外湾する。■6-4は頸部が強く屈曲するものである。116-5は、頸部から口縁部が緩やかに

屈曲する。■65は、比較的薄く作られているもので、頸部から口縁部は大きく外湾する。頸部には

わずかに指頭圧痕が見られる他、顕部以下の外面にわずかにハケメが見える。

1167は土製支脚である。前方の 2本の突起の内の左側の破片で、突起は鋭 く長い。各面ともナデ

＼
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I                                ID

0                 10om

第116図 古八幡付近遺跡Ⅳ区出土弥生土器・土師器・土製品実測図 (1:3)
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で仕上げられている。

116-8は 土錘である。

1
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＼
＼
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第■8図 古八幡付近遺跡Ⅳ区出土須恵器実測図 (2)(1
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第■9図 古八幡付近遺跡Ⅳ区出土須恵器実測図 (3)(1,3)
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116-9は 、軒丸瓦である。瓦当面が象」離した痕跡があり、瓦当部外区内縁以内の範を使用し、外区

外縁を別造 りで張り合わせている。外区外縁は細 く、高い平縁である。こうした高い平縁を持つ古代

の瓦は石見地方では知られていない。

■610～ 12は 、土師器の皿である。■併10は、底部が平底で、器高に対し、底径の広いものであろ

う。■6-11は、円盤高台状に底部が突き出すもので、体部は直線的に延びるが口縁端部がわずかに上

向きに屈曲するものである。両者とも回転糸切 り痕を残している。11612は 、径の大きな皿で、底部

に小さなアクセントがあるが、回転糸切 りによるものであろう。磨滅が著しく調整は不明である。

■6-13は、土師器の椀である。底部の切 り離しは回転糸切 りと思われ、底部と体部の境が強く屈曲

し、体部が直線的に延びるものであるが、高台が特殊なものになっている。一周する高台はなく、水

滴状に垂れ下がるような足を3～ 4本持つようである。

■6-14は すり鉢である。酸化炎焼成され、無釉である。内面には櫛目が密に施される。

■615は 、片口鉢である。黒灰色を呈し、瓦質に焼成される。口縁部は外面に折 り返したように肥

厚しており、端部には面を持つ。内面は、横方向を中心としたハケメを施し、外面にも縦方向のハケ

メをわずかに残している。

須恵器 第■7～■9図は須恵器である。■71・ 2は、カエリのない蓋である。内外面ともナデであ

る。

■73・ 4は、高邦の脚部である。■73は、小型のもので、内外面ともナデ調整する。1174は、

脚端部の破片で、端部外面側に面を持つている。

■7-5・ 6は、壷であろうか。■7-5は 、外面肩部にヘラによる文様を施している。櫛による斜行

刺突文が見られる。

■7-7は擬宝珠状つまみの破片である。117 8。 9は、輪状つまみを持つ蓋である。両者とも断面

三角形の小さなつまみを持つ。

■710～14は、無高台の不である。底部の切 り離しは回転ヘラ切りと考えられる。体部はわずかに

外傾しながら直線的に立ち上がり、国縁部直下でわずかに外湾する。11720も 無高台の邪であるが、

器壁が薄く器高の高いものである。

■715・ 16は蓋である。■715は、国縁端部の垂下がほとんど無くなるもので、端部外面にわずか

に面を持つのみである。9世紀台のものと思われる。■7-16は 、輪状つまみを持つ蓋の小片であるが、

肩部に窯着の痕跡がある。

■7-17～ 36は 、高台の付くイである。確認できたものは全て回転ヘラ切 りで、ヘラ切 り痕を再調整

するものが多い。高台はいずれも下面にアクセントを持つもので、やや斜め方向に取り付 く。

■81・ 2は、皿であろうか。底径が小さく、断面三角形を呈す低い高台を持つ。

1183～ 5・ 8は、無高台の郷であるが、底部に回転糸切 り痕を残す。

■8-6・ 7は、高台付きの邪の内、底部に回転糸切 り痕を残すものである。高台はやや低 くなり、

体音日との境目に付けられる。

■812は底径が広い杯であるが、器高が高くなり、ほとんど椀形である。高台は太 くしっかりして

いるが、品さは低い。

■8-13は椀の口縁部と考えられるものである。国縁部近くの内外にアクセントがあり、口縁端部は
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外反する。器壁は比較的厚い。

■8-15～ 19は、皿である。回転糸切 り痕を残し無高台のものと低い高台を持つものがある。■817

を除き体部は大きく外反し、直線的になる。

■8-20は、壷である。日縁部を強く外反させ、端部に面を持つ。頸部は強くナデられており、肩部

に櫛状工具による刺突がある。■8-21は 、日縁端部内面にカエリがあるために脚と考えたが、甕の口

縁部の可能性もある。内外面とも横方向のナデで仕上げる。■8-22は、小型の杯のようなものであろ

うか。断面三角形の小さな高台を持ち、体部は内湾気味に立ち上がるが、底径が非常に小さい。

第■9図には、壷・甕を図示している。■9-1・ 2は、長頸壷と考えられるものである。■9-1に は、

頸部の接合痕が残っている。

■9-7は壷の底部と考えられるものである。底部は平底で、高台を持たない。内面には、同心円文

の押さえ具の痕跡を残すが、外面はケズリの後ナデている。1196は、重の底部である。比較的細 く、

高い高台を斜めに付け、外面にはケズリの痕跡を残している。

■9-19は、奏の口縁部と考えられる。断面では、日縁端部を外側に折り返し、玉縁状に作っている。

■9-10も 同様のものであろうか。
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③ V区の調査

V区は、Ⅳ区の北側で、標高13～17mの斜面である。IV区に見られた宅地による平坦面はここまで

は広がっておらず、西側の水路まで斜面が続いている。水路の標高に等しいことから調査区西側では

かなりの造成上が在る事が予想された。

遺構の概要 V区では、表土・耕作上部分は非常に薄く(特に調査区西側ではほとんど見られないほ

どであつた。代わつて、礫を含んだ橙色上が調査区全体で非常に厚く見られた。この橙色土は近年の

第120図 古八幡付近遺跡V区地形測量図 (1:120)

9                  1m
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造成によるものと考えられ、その下層にある黒色土中には、ガラスなどのゴミを非常に多く含んでい

た。この黒色土は、Ⅳ区の遺物包含層とは異なるものである。橙色上の下層に褐色上の薄い堆積が見

られる場所があり、この褐色土中には遺物を含んでいる。この褐色上を象Jがすと遺構面である地山面

(橙褐色土)が現れる。調査区西側は大きく落ち込んでおり、水成層と考えられる青灰色粘質土層の

厚い堆積が見られた。青灰色粘質上には、遺物はほとんど含んでいない。

地山面は、標高15m以上は急斜面となっているが、標高14～15m付近に、ほぼ水平になった加工段

(加工段 3)が見られる。また、それより下方には、古道が何度も付け替えられているようで、横方

向に延びる小さな起伏が何条も見られた。そのうち最も幅広いものが標高12～ 13m付近に位置してお

り、加工段 4と 呼んだ。

カロエ段 4は、等高線に平行して南北に延びる古道 と考えられるもので、幅約60cm、 検出長約Wmで

ある。斜面上方を削り落として段に加工したもので、斜面下方に拡張の痕跡は見られない。この段の

中程に直径約50cmの上坑を検出した。斜面に斜めに掘り込んだ深さ20cm程の上坑で、内面は赤 く焼け

た痕跡がある。埋土中から遺物は検出されなかったが、小炭窯と考えられる。

加工段 3は、地山面を大規模にほぼ水平に掘 り込まれた平坦面で、幅約3,6m、 長さ8,5mに亘って

検出し、更に南に延びるようである。遺物包含層である褐色土は、この平坦面上を中心に検出してお

り、特に加工段先端での遺物検出量が多かった。

褐色上を取り去ると完全な平坦面が検出され、ピット状の落ち込みが点々と見られたが、いずれも

不定形なもので、柱穴とは考えにくい。カロエ段 3の先端は凹凸があり、窪んだ所には、その下方にま

W
―-13.Om

1.耕作土
2.橙色土
3.黒褐色粘質土
4.黄褐色土
5。 黒色土 (造成上で、黄色プロック・ゴミを含む

6.黒色土 (造成上で、ゴミを含む)
7.褐色土 (遣物包合層)
8.暗褐色土 (遺物包合層)
9,青灰色粘質土

第121図 古八幡付近遺跡V区南壁土層断面図 (1:80)

0                  4m
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た小さな段が見られた。

加工段 3の先端に見られる2カ 所の小加工段の内、北側のものには遺物は伴わなかったが、南側の

調査区際にかかる小加工段 (SX-1)か らは多数の上師器が出土した。これらの上師器は、いずれ

も残りが悪 く、原形を留めるものは無かったが、全てが椀と皿と思われ、 3カ所(4カ所か)に分け、

入れ子の状態にして、重ねて置かれていたようである。その数は把握できなかったが、 1カ所に少な

くとも3枚が重なっており、外に離れて検出された 1枚 と合わせ、10枚以上が置かれていたものと考

えられる。

これらの上師器を取り上げると、その下にピットが現れた。このピット内には、柱根が残つており、

第122図 古八幡付近遺跡V区遺構配置図 (1:120)
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1.掲色上
2,暗褐色上
3.暗灰色上
4.赤褐色土
側影を合ぼ鞄r輸

lm

第123図 古八幡付近遺跡VttS X-1実測図 (1:30)

柱が立っていたものと思われる。出土した柱根は断面三角形を呈し、腐食が著しく、非常に多くの亀

裂が入っており、亀裂内に流れ込んだ粘上によって、かろうじて形を探っている状態であった。柱根

の基部は水平に切断され、そこから上方に向けて細 くなっているが、これは、腐食によるものと考え

られる。先端は、裁断されたように、わずかに平らになった部分がある。土層断面から、柱は直径約

14cm前後であったと考えられる。

SX-1は 、柱根上面も切断されたと考えられることから、建物等の撤去後の呪いであったと考え

られる。建物は不明であるが、掘立柱建物を撤去する際に柱を地面直上で切断し、その上に土師器を

供えていてと考えられる。仮に掘立柱建物が存在したとすると、斜面に平行して調査区外側の南側に

広がっていたと思われ、 SX-1は 、北東隅の柱であったと想像される。

SX-1出 土遺物 第124図 には、SX-1出 土遺物を図示している。SX-1か らは、多くの上師器

が出上したが、いずれも細片で、復元できるものは無かった。SX-1で 出土した上師器の内確認で

きたものは全て回転糸切 りで切り離されている。
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｀
              2

0                10cm

第124図 古八幡付近遺跡V区出土土師器実測図 (1:3)

1241は、無高台の邪と考えら

れる。器壁は薄 く、体部は直線的

に延びる。

124-2は 、小皿である、底部に

回転糸切り痕を残し、内面には、

螺旋状に強いナデを入れる。底部

に対し体部の器壁が薄く、器高は

低いものと思われる。

1243は、椀である。底面には

回転糸切り痕を残し、体部はわず
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第125図 古八幡付近遺跡V区出土遺物実測図 (1:3)
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かに内湾しながら延びる。内面見込み部には、強いナデにより螺旋状の文様が付けられている。SX

-1で出上した上師器には、この種の椀が最も多い印象がある。

V区出土遺物 第125図 には、SX-1以 外から出上した遺物を図示している。出土遺物は加工段 3の

先端から出上したものが多いが、弥生土器は、加工段 3奥の造成上中から、陶器類は、西側の黒色土

中から出土している。

125-1は 弥生土器の壷と考えられる、肩部の小片である。内面は、やや荒いナデを施し、外面には、

櫛による波状文を描いている。1252は、弥生土器の底部である。外面はナデである。内面のナデは、

下から上に向けて掻き上げるような荒いもので、数本の稜を明瞭に残している。1255は、注目土器

の注口部分である。磨滅が著しく調整は不明である。いずれも弥生時代後期のものと思われる。

125-3は 土師器の無頸壺である。外面と口縁部内面はナデ、内面は横方向のケズリを施す。1254

は、小型の甕である。頸部で鋭 く屈曲し、口縁部が強く外反する。内面の頸部以下はケズリが入る。

1256。 7は、甕である。口縁部が緩やかに外反し、顕部以下の内面にはケズリが見える。

須恵器はほとんど見られず 1点を図示した。この他にSX-1近 くの上層で、甕片が出上している。

1258は、蓋である。器高が低 く、体部は直線的で、ボタン状つまみを持つ。国縁端部をわずかに垂

下させ、日縁部外面に面を持つ。全面をナデ調整し、ケズリは残していない。久本奥窯跡のⅣ～V期

に当たり、 7世紀後半から8世紀前半ものである。

1259は、高い高台を持つ、土師器の椀である。高台は端部を丸めた断面三角形を呈し、太く、斜

めに張 り出す。体部は直線的で、高く延びるものと思われる。125-10・ ■も土師器の椀で、高台を持

たないものである。底部には、回転糸切り痕を残し、円盤高台状に下方に突き出す。体部との境はわ

ずかにくびれ、内面には、螺旋状のナデを施す。

125-12は 、土師器の皿である。底面に回転糸切り痕を残し、高台は持たない。体郡は大きく外傾し、

直線的に長 く延びる。

12513は 、陶器の壷である。高台は無く、底部と体部の境をヘラケズリする。体部外面には、ヘラ

による縦方向の傷があり、文様であろうか。体部は横方向に強くナデている。

125-14は 、石見焼の焼台である。断面台形の脚を3本持ち、上面には回転糸切り痕を残している。

中央に直径約 2 cmの 円孔が開けられる。

12515～17は、土錘である。12515・ 16は、棒状を呈し、上下 2カ 所の孔の開くものである。手ず

くねで成形し、特に調整を行つていない。穿孔は片側から行われるようである。125-15の 孔の周囲に

は、わずかに窪んだ部分が見られる。縄による磨滅と考えられ、使用によるものであろう。125-17は 、

裁頭円錐形を呈するもので、縦方向に穿孔される。磨滅しているが、ナデ調整であろう。穿孔は両側

から行われる。棒状で、 2カ 所に穿孔する土錘は、瀬戸内型土錘 と呼ばれており、従来山陰地方では

知られていなかったものであるが、近年出土量が増加しており、出雲市の上長浜貝塚・山持川川岸

遺跡・矢野遺跡、大社町の修理免本郷遺跡、安来市の徳見津遺跡で出上している。この内、山持川川

岸遺跡・矢野遺跡・修理免本郷遺跡のものは、各 1点の出土で、山持川川岸遺跡のものは、弥生時代

後期である。また、鳥取県境に近い徳見津遺跡からは9個体分が出上しているが、奈良時代とされて

いる。最も多く出上した上長浜貝塚では、74点がまとまって出上しており、奈良時代後半から平安時

代初期にかけて使用されたと考えられている。
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註 1 川上稔・湯村功  『上長浜貝塚』 出雲市教育委員会 1996年
註 2 川上稔  『山持川川岸遺跡』 出雲市教育委員会 1996年
註 3 岩橋孝典  「徳見津遺跡の調査」『徳見津遺跡・ 目廻遺跡・陽徳寺遺跡』 島根県教育委員会 1996年

⑨  I・ H区で出上した白磁

第126図は、 I・ II区で出上した白磁である。 I・ II区では、12・ 13世紀と考えられる遺物が少なく、

流れ混みと考えられるため、別に扱った。1261は、皿である。太宰府分類のⅥⅡ類皿に当たり、見込

み部に華文が描かれている。底面はほとんど水平で、高台は無い。体部は稜を持つて内湾する。 I区

で出上したもので、 I区から出土した陶磁器はこれのみであった。

126-2は 、玉縁を持つ椀である。口縁部の小片で体部の形状は不明であるが、玉縁が大きく、太宰

府分類の白磁Ⅳ類椀に当たる。1263も Ⅳ類椀の底部と考えられる。高台は削り出しによるもので、

低 く、幅広い。釉は、外面の高台より上までで止まっている。両者ともHttS D-1上層から出上し

ている。

これらの白磁は、12世紀末から13世紀前半のものと考えられ、平成 5年度調査区やⅣ区で出土する

陶磁器 と同時期のものである。

① ′卜結

古八幡付近遺跡では遺物を伴う明確な遺構を検出していないが、各時代を通じての非常に多くの遺

物が出土した。これらの遺物から、時代毎に古八幡付近遺跡の様相をまとめ、小結としたい。

縄文時代 縄文時代の遺物は I区を中心にまとまった量が出上している。縄文土器で見ると、晩期の

突帯文を除 く全ての上器が、福田K2式から縁帯文の時期に含まれるもので、縄文後期初頭から中葉

のものである。江津市域での縄文時代の遺跡としては、波子町の大平山遺跡群が知られているが、大

平山遺跡群でも中期の波子式の時期と、福田K2式から縁帯文の 2時期に分かれて検出されており、

福田K2式から縁帯文の時期に江津市域で遺跡数が増加することが解る。

I区で出上した石器の大半は、これらの縄文土器と同時に出上しており、それらの大半が、縄文後

期に含まれると考えられる。出土した石器の大半がフレイクで、製品はきわめて少ないが、石鏃で見

ると、その内訳は、黒曜石製と安山岩製がほぼ半々である。黒曜石の蛍光X線分析は行つていないが、

表面観察からは、隠岐島産と

考えられ、姫島産と考えられ

るものは含まれていない。ま

た、良質の安山岩を比較的豊

富に入手できたようである。

本報告中にも述べたよう

に、 I区の縄文上器は全て逆

転包含層中の出上であり、包

含層が客上であることは明確

であるが、付近に縄文後期の

9          ΨCm

第126図 苦八幡付近遺跡出土磁器実測図 (1:3)
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遺跡が存在した可能性が高い。

縄文時代晩期から弥生時代  I～Ⅲ区では、突帯文土器と弥生時代前期の上器が、少量出土している。

これらの上器は縄文時代後期に比べると格段に少なく、弥生時代中期になるとほとんど見られなくな

る。敬川が形成する河岸段丘の前進に関係することが想像され、段丘上部にあった縄文時代後期の遺

跡が、晩期 。弥生時代前期と時代が下るにつれ、より川に近い河岸段丘下部に移動していったと想像

される。古八幡付近遺跡では、弥生時代中期の上器はほとんど見られないが、この時期の江津市域で

は、都野津町の稲荷山遺跡 。半田浜遺跡などで、中期の遺跡が見られる。

弥生時代後期と水田遺構 古八幡付近遺跡での弥生時代後期は、遺構に遺物が伴うSD-1が ある。

SD-1は 、斜面下方に掘られた濤で、区画濤的性格が考えられ、遺構の中心は、調査区の西側、現

県道の下にあるものと想像される。SD-1か らは、弥生時代後期前葉の遺物が見られ、付近に弥生

時代後期の集落が存在するものと思われる。縄文時代の集落が存在したと考えられる、河岸段丘上部

よりも大きく下った場所に当たると思われ、敬川の河岸段丘の前進が伺われる。

河岸段丘の前進に伴い、この頃からH区 に在ったと思われる旧河川も、湿地化していったと考えら

れ、この場所の開発の開始が弥生時代後期と考えられる。

Ш区に見られる、杭・板材を使用した畦状遺構は、各時代の遺物の混在した遺物包含層に埋められ

ており、その所属時期を遺物から判断することはできなかったが、木製品の年輪年代浪I定では興味深

い結果が得られた。測定できた資料は 3点で、それぞれB C16+α年 (資料 1)、 A D 126+α年 (資料

2)、 A D620年 (資料 3)であった。辺材の無い資料 192は、それぞれ何年か加えなければならな

いが、いずれにしても弥生時代後期のものと想像される。資料 1は、畦状遺構に使用された板材であ

り、また、資料 2は水田用の農耕具である方形枠付き田下駄と考えられる。資料 2については、類例

の少ない 5穴の田下駄が存在するかどうか、と言う問題はあるが、水田遺構が弥生時代後期まで遡る

可能性がある。使用 3の年代は、 7世紀になるが、プラントオパールの結果から、継続的に長期間に

亘る水田耕作も予想され、こうしたものが含まれている事は問題ないものと思われる。ただし、方形

枠付き田下駄の枠部分の部材は、いずれもほとんど同様の形態で、 1種類しか存在しない。そのため

に、資料 2・ 3の下駄部分の形状が異なる点から、どちらか一方が方形枠付き田下駄で、他方は別の

用途であった可能性がある。この場合、明らかに、資料 2の方が特殊な形状であり、資料 2は、方形

枠付き田下駄ではない事もあり得る。

武器形木製品 (機織具)については、出土状況から畦状遺構に近い時期のものと考えられ、前述の

状況から、弥生時代後期のものである可能性がある。仮に武器形木製品とすると、古墳時代以前の武

器形木製品の出土は県内には見られず、山口県宮ケ久保遺跡や、大阪府鬼虎川遺跡、奈良県の唐古 。

鍵遺跡などで知られている。これらの遺跡出土品は、いずれも祭器と考えられている。古八幡付近遺

跡出土品は、いずれも括れの表現がなく、刃部は直線的に表現されている。茎から関にかけての線は、

直線的に表現され、角を持つものが 5点、曲線的に表現されるものが 3点、片刃で、刀形に表現され

るものが 1点で、青銅製品よりは、鉄製品を模 したと言う印象がある。Ш区の水田遺構は、旧河川の

湿地化に伴って耕地化したと考えられ、旧河ナ||を耕地に不」用するに当たっての祭祀はあり得ると思わ

れるが、類例の少ない資料でもあり、機織具の可能性も考えながら、今後の検討課題としたい。

古墳時代 古墳時代に入ると、また遺物量は減少する。古墳時代中期前半の遺物は比較的多いが、須
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恵器出現以後から奈良時代に入るまでの間の遺物は少ない。江津市域でのこの時代の遺跡 としては、

都野津町の半田浜遺跡、二宮町の宮倉遺跡が知られており、集落の中心が、二宮町を中心とする地域

に徐々に集まり始めたのではないだろうか。

奈良時代 奈良時代に入ると須恵器を中心に遺物量が増加するが、中でも特殊なものが含まれている

ことが注目される。Ⅲ区で出土した遺物には、須恵器転用硯や、文具と考えられる小型の提瓶、土製

分銅などが含まれている他、平成 5年度調査区では、瓦も出土している。転用硯は、江津市域では、

前述の飯田C遺跡で出土している。また、土製分銅は飯田C遺跡の他、二宮町の半田浜西遺跡で出土

している。二宮町には石見二宮 (多鳩神社)や、中世都野氏の拠点である神主城跡があり、山陰道が

通っていたことも推定され、奈良時代からこの地域の中心的役割を担っていたことが推定され、官衛

的施設が存在した可能性が指摘されている。転用硯や分銅などは官衛に関係するものと思われること

から、二宮町内に官衝的施設が存在した可能性は高い。古八幡付近遺跡にも、官衛関連施設 もしくは

郡司層が活動した拠点の一つが存在したのではないだろうか。

江津市域での瓦の出土地は、生産遺跡である嘉久志町の久本奥窯跡、二宮町の宮倉遺跡が知られて

いるほか、波来浜遺跡に近い都治農協裏遺跡出土遺物と言われるものの中に丸瓦 1片が見られる。ま

た、江津市を離れ近隣では、浜田市の石見国分両寺跡、下府廃寺がある。都治農協裏遺跡については

実体が解らないが、宮倉遺跡出土品には、石見国分寺跡と同文の軒平瓦があり、関連が伺われる。宮

倉遺跡は三宮町に位置し、官衝関連施設であった可能性も高 く、石見国分寺に供給した生産遺跡と断

定しにくい。また、久本奥窯跡は、下府廃寺に供給した軒丸瓦・鴎尾が出上しており、下府廃寺に供

給した時期もあるが、大半の平瓦は下府廃寺のものと規格が異なり、供給先が異なっていることが推

定されている。このことから、浜田市内の古代寺院以外に江津市域でも瓦を使用した寺院 。官衝が存

在した可能性は高く、古八幡付近遺跡の近 くにそうしたものがあつた可能性もあながち否定できない。

平安時代から中世 平安時代から中世に含まれると考えられる遺物は比較的多い。特にⅢ区から平成

5年度調査区にかけて豊富に出土した青磁・白磁の存在から、12世紀後半から13世紀前半にかけての

集落があったことが伺われる。青磁・白磁 と同時に出土した土師器類の時期に付いては判断しがたい。

椀・不類は、大半の個体が回転糸切りを使用し、見込み部に螺旋状のナデを施すと言う共通点が見ら

れ、底部の形態に関係なく、近い時期のものと思われ、出土比率から青磁・白磁に伴うと考えられる。

小皿には、内面に螺旋状のナデを持たないものがあり、それらは概して器高が低 く、体部が短い。

このような形態は時期が下ってから現れるものと思われ、14世紀代であろうか。

V区のSX-1で 出上した上師器椀・郷・皿は、内面に螺旋状の強いナデは見られるが、Ⅲ区で大

量に出上したものとは器形が異なり、底径が広 く、わずかに体部が内湾するという古い要素を持つ。

松江市の池の奥 2号墳周濤内土坑出土遺物の中に似たものがあり、■世紀のものと思われる。

SX-1は 、遺構としても注目すべきものがあり、柱の地上部分を切断し、その上に土器を置いて

いることから、呪術的なものを連想させるものである。建物の廃棄に伴う呪い的な意味が考えられ、

今後の資料の増加を待ちたい。
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註 1 田中義昭他  『大平山遺跡群調査報告書』 江津市教育委員会・浜田市教育委員会 1988年
宍道正年  『島根県の縄文式上器集成 I』 1974年

註 2 広江耕史  『一般国道 9号江津道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 I』  島根県教育委員会 1995年

註 3 『波来浜遺跡発掘調査報告書』 島根県教育委員会 1973年
註 4 奈良国立文化財研究所光谷卓実氏に年輪年代測定を依頼し、上述の結果を得た。
註 5 「宮ケ久保遺跡」『考古学雑誌第63巻第 2号』 1977年
「K 祭祀具」『木器集成図録近畿編原始』 奈良国立文化財研究所 1993年

註 6 註 2に同じ
註 7 門脇俊彦  「歴史編 〔古代〕」『江津市誌』 江津市教育委員会 1983年
註 8 「池の奥古墳群」『松江東工業団地内発掘調査報告書』 松江市教育委員会 1990年
註 9 江津市教育委員会宮本徳昭氏より、江津市内で見覚えがあるとのご教授を受けており、まだ、数例があるもの
と思われる。
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4.古八幡付近遺跡におけるプラント・ オパール分析

川崎地質株式会社 (担当者 :渡辺正巳)

はじめに

古八幡付近遺跡は江津市西部の敬川町に位置する。平成 6年度の調査において、Ⅲ区から近世の遺

物を含む水田状遺構が検出された。このため、島根県教育委員会の委託を受け、Ⅲ区での稲作の確認

のために、川崎地質株式会社がプラント・オパール分析を実施した。本報告は、上記のプラント・オ

パール分析の概報である。

試料について

第127図に示す 4地点で、島根県教育委員会によって採取された試料を対象に分析を行つた。各地点

で試料採取層準を、第128～131図のプラント・オパールダイアグラム中の柱状図として示す。柱状図

左の①～⑨が土層番号、右の 1～34(欠番あり)が試料採取層準である。また分析処理は、藤原(1976)

NQ 3地点

Nα l 地点

第127図 試料採取地点
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第129図 Nα 2地点のプラント

-10000/日    + : く 500/8  NUHDEnS:/1oo

のグラス・ ビーズ法に従つた。

分析結果

第128～131図のプラント。オパール

ダイアグラムに分析結果を示す。

考察

分析結果に示すように、 7層から上

位では分析した試料の全てからイネが

検出され、さらにほとんどの試料から

3000個/gを上回る含有量があった。こ

のことから、 7層から上位では耕作土

が重なっていることがわかる。

一方 9層 と8層では試料により含有

量に差があり、検出されない試料 も

あった。

9層では 1、 2、 4地点で分析を行

い、 と、 4地点でイネを検出した (試

料NO。 1:2200個 /g、 試料NO.29:

3100個/g)。 また 7層では、 1、 3、

4地点で分析を行い、 3、 4地点でイ

ネを検出した (試料NO.22:3100個/

g、 試料NO.31:2300個 /g)。 これら

の層準ではイネが検出されなかった試

料があったものの、耕作上であった可

能性が高いと考えられる。

引用文献

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール

分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ

科植物の珪酸体標本と定量分析法―.

考古学 と自然科学, 9,1529.
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第V章 む す び
嘉久志遺跡では、経塚を発見することはできなかったが、近世から近代にかけての何らかの施設が

存在したことは間違いなく、それが経塚であつた可台〕性が高い。江津市域では、この嘉久志遺跡より

東側は砂丘地帯 となり、江川西岸までの間には、知られている遺跡が少ない。また、近世から近代に

かけての信仰関係遺跡については、県内でも調査例は少なく、資料を一つ増やした意味は小さくない

ものと思われる。

飯田C遺跡のある三宮町は、古代から中世にかけて、江津市域の中心的役割を果たした地域である。

飯田C遺跡のある場所は、半田浜遺跡のある沖積平野と比較すると、谷奥であるが、転用硯や土製分

銅などが見られ、奈良時代の二宮町が持つていた官衝的機能の一翼を担っていた可能性がある。官衛

等がどこにあったかは不明であるが、飯田C遺跡の在り方は、奈良時代の役人の活動の様子を示す資

料である可台Zl■がある。また、少量ながら製鉄関係の資料が見られ、日の前に位置する神主城跡など

との関係が注目されるものである。谷を挟んだ対岸には恵良遺跡があり、平成 8年度に発掘調査が行

われ、現在整理中であるが、遺跡の立地や存続年代に重なる部分も多 く、今後の検討が注目されるも

のである。

古八幡付近遺跡は、縄文時代から中世に至る非常に多様な遺跡であった。水成層が多く、遺物を伴

う遺構が少なかったため、特に平安時代以降について、時期決定を保留したものが多かつた点が悔や

まれるが、近年石見地方では、浜田市古市遺跡など時期的に近い遺跡の調査が増えている。資料数の

増加に伴って、編年の完成していない歴史時代土師器についても今後研究が進むものと期待したい。

古八幡付近遺跡Ⅲ区で出上した木製品は、武器形木製品の可能性のあるものも含まれている。これ

が、武器形祭器なのか機織具なのかの決定は、類例の増加を待ちたいが、仮に武器形木製品とすれば

県内では初の発見と言うことになる。

古八幡付近遺跡での最大の調査成果は、水田と考えられる遺構を検出した点である。残念ながら時

期決定はできなかったが、年輪年代測定の結果などから弥生時代の可能性がある点は、期待が膨らむ

ものである。水田と考えられる遺構は、まだ古八幡付近遺跡の南北に残っている可能性が高 く、将来

の調査に期待するものである。

-156-



―
　
騨
伽
『
　
―

膵図番号
脇
弓 器  種 法   量 調 整 色 調 。胎 土・ 焼 成 備 考

26--16 フレイ ク

量

長

幅
厚

重

42HIIl

24nln

8 allll

638g
黒 曜 石

26--17 打 製 石 斧

長

幅
厚
重 量 124

ｍ
ｍ
Ш
ｇ

玄 武 岩 or安 山岩

26--18 石 包 丁

量

長
幅

厚

重

35nltl

42dul
4 all

8 75g

27-1 27 鉢 ナ デ
外面 す り消 し縄 文

0灰 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

27-2 鉢 縄 文

〇淡 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を や や 多 く

含 む
〇良 好

27-3 鉢
波】大口縁
す り消 し縄 文

〇灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

27-4 鉢

内・ 外 面 と も ナ
デ ?
す り消 し縄 文

〇黒 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

27-5 鉢

ツ

文

メ

縄
マ
し

‥
消

ツ

面

リ

メ

内

す

マ

〇淡 褐 色
〇 白色 、 灰 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

27-6 鉢
強 い ナ デ

縄 文 帯 、 ナ デ

0外 面 :淡灰 褐 色 、 断・
面 :黒褐 色
〇 白色 の 大 きな砂 粒 を多

含 む  〇 や や 軟 質

内

く
福 田 K2?

27- 7 錬 縄 文

〇黒 褐 色 土
〇 白色 の 砂 粒 を や や 多 く含
む
O良好

三本 沈線 の福 田
K2か ?

27-8 浅 鉢
沈線 3条の他 、 マ
メ ツで み えない

0明淡褐 色
01～ 3 avllの 白色 の砂 粒 を
やや 多 く含 む
〇良好

縁 帯 文 の 前 葉
か ?

27-9 鉢 ?
面

メ

外

マ

:縄文 帯 ?
ツ の 為 不 明

色

む

灰
含
黒

を
‥
粒
面
砂
断

の
ヽ
色
色
白
褐

ヽ

灰
色

好

明
灰

良

〇

〇

〇
福 田 K2

27-10 鉢
ナ デ
電 文 風 の文様

O黒 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 をや や 多 く

含 む
〇良 好

27--11 浅 鉢

て いねい な ナ デ ?
もう 1本沈線 はあ
るか ?

〇外 面 :橙色 、 内・ 断 面 :

黒 色
02～ 4 nulの 白 色 の 砂 粒 を
含 む  〇良 好

中 津 の時 期 か ?

27--12 鉢

ミガ キ
す り消 し縄 文
ナ フメは見 えな ヽ

0外 面 :明橙 色 、内・断 面 :

黒 褐 色
〇 白色 の /Jヽ 砂 粒 を 含 む
0や や 軟 質

福 田 K2か ?

第 2表 古八幡付近遺跡出土遺物

挿図番号
劉栃
彗弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 上 ・ 焼 成 備 考

26-1 石 鏃

量

長

幅

厚

重

19alTI

18mll

2 allll

054g
黒 曜 石

26- 2
量

長

幅

厚

重

17mm
13Hull

4 1ul

043g

26-3
量

長

幅

厚
重

27mm
17dul

4 EII

127g

26-4
量

長

幅

厚

重

16EIIl

ll皿 皿

3 olll

039g
安 山 岩

26-5
量

長

幅

厚

重

26Hul

17mm
4 alll

1 03g

26-6
量

長

幅

厚

重

121111

161111

2 11ul

038g

26- 7
量

長

幅
厚

重

26m俎
14ndl

3 alll

091g

26-8 石 鍾

量

長

幅
厚

重

31Hul

9 DIIl

4 4ul

0 88g

26-9 くさ び形

石 器
旦

長

幅

厚

重

2211ul

llmm
4 null

108g
黒 Fta石

26--10

量

長

幅

厚

重

27ml
llmm
7 mm
20g

26--11
ｍ
ｍ
ｍ
ｇ

・８

・３

６

７５量

長

幅

厚

重

安 山 岩

26--12 フレイ ク

ｍ
ｍ
ｍ
ｇ

４４

・８

３

４０量

長

幅

厚

重

安 山 岩

26--13

づ言      32alll
Wヨ       28alll
サ享    1lalll
重 量  658g

黒 曜 石

26--14

量

長

幅
厚
重

17mm
19mull

2 Hul

068g

26--15 コ ア

√≧      4811u l
叫言      37Eul
厚    16Eun
重 量 2074g
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言図番号
筋
弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 傭 考

27--28 深 鉢
デ
文
ナ
縄

O赤 褐 色 、 内 面 :黒褐 色

。貿身
の砂粒を含む

27--29 深 鉢

ミガ キ ?
縄 文
て いね い な ナデ

〇黒 褐 色
〇褐 色 の 砂 粒 をや や 多 く含
む
〇良 好

福 田

27--30 鉢

縄 文 帯 か ?
マ メ ツの 為 調 整 不
明

〇淡 橙 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

27-31 鉢 し

痕

文

条

縄

面

面

内

外
字

0黒 褐 色
01～ 2 alllの 白 色 の 砂 粒 を
含 む
〇良 好

福 田 K2?

27--32 鉢 ナデ ?
〇黒 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

浅 い 波 状 回縁 を
もつ 素 文 の 鉢
凹 線 文 の 頃 か ?

27--33 浅 鉢
キ

？

ガ

デ
ミヽ
ナ

面

面

内

外

〇褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 をや や 多 く
含 む
0良 好

胴部最大径22 4cm
無文の浅鉢
日縁部にリボンの
つくタイプか?

27--34 浅 鉢 調 整 不 明

〇暗 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

福 田 K2

27--35 浅 鉢

〇黒褐 色
01～ 4 11ulの 白色 の砂 粒 を
含 む
0良好

福 田 K2

28- 1 鉢

〇黒 褐色
〇白色 の小砂粒 をやや 多 く
含 む
〇良好

縁 帯 文 の 時 期 ?

28-2 深 鉢 渇縁口

デ

状

？

ナ

波

デ

ー
　
ナ

画

面

文

内

外

巻

〇赤 褐 色 ～ 灰 褐 色
〇灰 色 の 1～ 2 alllの 砂 粒 を
含 む
0良 好

縁 帯 文土 器
X様式 a_2

28-3 鉢 縄 文

〇外 面 :橙褐 色 、断・ 内 面 :

黒 褐 色
02● IH程度 の 白色 の砂 粒 を
含 む  0や や 軟 質

28-4 鉢
デ

線
ナ
沈

〇淡 褐 色
〇 白色 の 旭 砂ヽ 粒 を 含 む
0良 好

28-5 鉢
指 に よ る タ テ方 向
の 突 帯
内 面 は調 整 不 明

0赤 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を や や 多 く含
む
0良 好

28-6 鉢
画

面

内

外
条 痕

縄 文 沈 線

〇黒 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

28- 7 鉢
内面 :ナ デ
外 面 :マ メ ツの た
め調 整不 明

0暗褐色
〇赤 色、 灰色 の小砂粒 を含
む
〇良好

上 面 に も波線 が
め ぐ り縁帯 文 の
時 期

薫図番号
筋

弓 器  種 法  量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 傭 者

27--13 鉢
外 面 :沈線 2条
他 はマ メ ツ

0灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 をや や 多 く含
む
〇良 好

縁 帯 文 の 前 棄
か ?

27--14 鉢
痕

線

条

沈

〇暗 赤 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

27--15 浅 鉢
？

ツ

（ア

メ

ナ

マ

画

面

内

外

〇褐 色
01～ 2 Hllの 自 色 の 砂 粒 を
含 む
0軟 質

27-16 深 鉢 不 明

0外 函 :橙色 、 断・ 内 面
暗 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇軟 質

文 様 不 明

27--17 鉢 外 面 :凹線 か ?
〇灰 褐 色
〇 白色 、 灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

27-18 浅 鉢
面

面

内

外
ミガ キ
沈線

〇暗 灰 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

非 常 に薄 手

中 津 の 時 期 か ?

27-19 鉢

外 面 :す り消 し縄
文
マ メ ツの 為 、 縄 目
は 見 え な い

〇灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 It・含 む
〇や や 軟 質

福 田 K2
弟Fイロ〕ら/・ りか ?

27--20 鉢
デ
線
ナ
沈

〇黒 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を や や 多 く
含 む
0良 好

三本 沈線 の福 田
K2か ?

27--21 浅 鉢

キ
帯

ツ

ガ
文

メ

ミ
縄

マ

0赤 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を非 常 に 多
く含 む
0良 好

福 田 K2

27-22 深 鉢 ナ デ

0橙 色
0白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

27--23 鉢
器 画 が 荒 れ 、 セ ン

イ混 入 に見 え る

〇橙 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 壁 含 む
0良 好

福 田 K2

27--24 鉢

す り消 し縄 文 と思
わ れ るが 、 マ メ ツ
の 為 不 明

〇淡 赤 褐 色 、 下 半 は黒 変
〇 由 色 の 砂 粒 を含 む
〇や や 軟 質

27-25 深 然

内 面 :炭化 物 付 着
荒 れ て い る

外 面 :て い ね い な
ナ デ

〇暗 褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 を 含 む
0良 好

福 田 K2

27--26 鉢
内 面 :ナ デ
外 面 は斜 め 方 向 の
沈 線 4条以 上

0淡 橙 色
〇 白色 の 月 砂ヽ 粒 を含 む
0良 好

縁 帯 文 の 頃 ?

27-27 鉢

ナ デ ?太い沈線
ミガ キ ?
内面 調整 不 明

〇暗 灰 褐 色
〇 白色 の イ 砂ヽ 粒 を 含 む
〇良 好

縁 帯 文
後 半 か ら凹線 文
前半
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挿図番号 雪号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

29-4 鉢

外 部 せ ん 孔
マ メ ツ に よ り調 整
不 明

0異 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 、 微 砂 粒 を
や や 多 く含 む
〇良 好

中 津 ?

29-5 深 然 ヨ コ方 向 の 条 痕

〇淡 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を や や 多 く含
む
o良 好

条痕 地 の 深 鉢

29-6 深 鉢 ヨ コ 方 向 の 条 痕

0暗 褐 色
〇 白 色 の 砂 粒 をや や 多 く合
む
0良 好

30- 1 深 鉢 ナ デ

〇桃 殖3色
〇白色、赤 色 の砂 粒 を含 み、
縄 文 よ り弥 生的 な胎工
〇良好

夜 Eヨ IIIか ?

30-2 深 鉢 きざみ目突帯

〇灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 をや や 多 く含
む
0良 好

突 帯 文 土 器

他 は調 整 不 明

30-3 深 鉢

メ

　

ザ

マ
明

キ

ツの為 調整不

ミ無 しか ?

〇灰 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

laR化 に よるマ メ
ツ

30-4 深 鉢
が

る

ミ

え

ザ

み

り

キ

に

あ

に

，

様

？

か

よ

文

デ

ず

る

デ

ナ

わ

あ

ナ

〇灰 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む他 、 白
色 の 微 砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

突 帯 文

30-5 深 鉢

片側からえぐるよう

なキザミニ枚貝か ?
マメツの為調整不明

‥
を
胎

面
粒

の

断

砂

期

”

中

ｔこ多 く 含 み
、
前

中

知

髄

嬬

よ

突 帯 文

30-6 鉢
ナデ
きざみ 目突帯

〇明赤灰 色
0白 色 の小砂粒 を含 む
0良好

30-7 鉢 よ

明

る

不

あ

が

が

る

目

え

み

み

み

ぎ

ざ

に

き

さ

う

〇外 面 :暗褐 色 、 断 :黒褐
色 、 内面 :灰 白色
〇 白色 、 褐 色 の 砂 粒 をや や

多 く含 む  〇良 好

弥 生 か ?
突帯 文 の古相

30-8 深 鉢

るよに
帯
背
突
の
目
貝
み
き
ざ
デ

ま
き
ナ

〇橙 色
0白 色 、 褐 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

31-1 ,真音Ь 底 径  13 2cm ナ デ

〇暗 褐 色 、 内面 :黒色
0 2 alll前 後 の 白 色 の 砂 粒 を

多 く含 む
0良 好

やや上げ底

31-2 底 言Б 底 径   8 6cn ナ デ

0明 褐 色 、 内 面 :黒褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を や や 多 く含
む
0良 好

平 底

31-3 底 音Б 底 径  7 4cm
条痕
ナ デ
条痕 か ?

〇黒 褐色
〇白色 の砂粒 をや や 多 く含
む
〇 良 好

や や 上 げ底

431- 底 音隅 底 径  10 8cm ナ デ
0明 褐 色 ～ 明 赤 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

や や上 げ底

斎図番号 図
JIP

番 号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

28--8 鉢
沈 線
斜 行 した き ぎ み 目

O灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

福 田 K2orそ れ
以 前

28-9 鉢
ナデ
縄 文 ?

〇暗 黒褐 色
0「ヨ色 の砂粒 をや や 多 く含
む
0良好

28--10 鉢 明

デ

不

ナ

整

‥

調

面

は

内

他

O橙 褐 色
02～ 4 11ulの 白 色 の 砂 粒 を
含 む
〇良 好

縁 帯 文 ?

28-11 鉢
内 面 か ら出 る沈 線

す り消 し縄 文

〇灰褐色
〇白色 の砂粒 を多 く含 む
〇良好

縁帯 文の古 い と
ころか ?

28--12 浅 鉢

0内 面 :黒褐 色 、 外 面 :暗
赤 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

マ メ ツの た め調
整不 明

28-13 鉢
内 面 :ミ ガ キ
沈 線 、 縄 文 ?

〇黒 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む、 ウ ン
モ 系 の 石 を含 む
0良 好

縁 帯 文 の す り消
し縄 文

28--14 鉢 外 面 :ナ デ沈 線
0橙 褐 色
〇白色 の 小 砂 粒 を多 く含 む

〇良 好

式
一Ｋ

，日わ
福

く

28--15 浅 鉢
回縁 部沈線 1本
くLすよぅ■ラドか ?

〇黒 褐 色 、 外 面 一 部 赤 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を含 む
〇や や 軟 質

福 田 K2頃 ?

28--16 鋏 ナ デ

0暗 赤 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

28--17 浅 鉢

みざき

キ
い
ガ
線

細

ミ
沈

〇黒 褐 色
0白 色 、 灰 色 の 砂 粒 を や や
多 く含 む
0良 好

福 田 K2か ?

28--18 鉢
キ
　
文

ガ
デ
巻

ミ
ナ
渇

O橙 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0や や軟 質

福 田 K2か ?

28--19 鉢
？

ツ

痕

メ

条

マ

画

面

内

外

〇淡 橙 褐 色
01～ 3 4ulの 白 色 の 砂 粒 を
含 む
0軟 質

波 状 回縁

線 帯 文 か

29- 1 鉢 に
文
貝
突

デ
枚

刺

ナ

ニ
行

‥

‥
斜

画
面

る

内

外

よ

0灰 褐 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

29-2 浅 鉢
ざ

に

き
貝
文

の
き
突

痕

行
巻

刺

条
斜

デ
続

‥

‥
ナ
連

画

面

め

る

内

外

み
よ

〇外 面 :灰色 、 断 面 :鼻灰
色 、 内 面 :暗褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

29-3 鉢

内 面 :ナ デ ?
外 面 :棒状 工 具 に
よる刺突文
浅 い沈線

〇黒 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

縁 帯 文 の 時 期
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挿図番号
版
号 器  種 法   豊 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

32- 甕 回 径 Ocm

ヘ ラケ ズ リ
凹線 文
櫛 に よる連 続刺 突
文

〇淡 赤 褐 色
01～ 3 nullの 白 色 の 砂 粒 を
多 く含 む
〇良 好

32-7 甕 回径  18 0cm

ヨ コ ナ デ

ケ ズ リ凹 線 文 3条
6本位 の 櫛 に よ る
斜 行 刺 突 文

〇具 褐色
0白色 の砂粒 をやや多 く含
む
〇良好

32- 8 墾 口 径  12 7cm

ナ ナ メ方 向 の ハ ク
メ
ハ ケ メ

沈 線

〇外 面 :灰褐 色 一 部 黒 変 、
内 面 :褐色
01～ 3 Eu程 度 の 砂 粒 をや
や 多 く含 む  〇良 好

32-9 密 口径  16 6cm

ヨコナ デ
ナ デケ ズ リ
凹線 文 2条
ナ デ

0暗 褐 色 ～ 明 褐 色
0 1 oul前 後 の 白色 の 砂 粒 を
や や 多 く含 む
〇良 好

32--10 甕 口4垂  17 5cm ナデ
凹線 3条

0明 褐 色
01～ 2 oulの 白 色 の 砂 粒 を
や や 多 く含 む
0や や 軟 質

32-1ユ 甕 口そ垂 20 0cm
ヨコナデ ケ ズ リ
ナデ
凹線 文 3条 ナ デ

0灰 褐 色 、 外 面 一 部 黒 変
01～ 2 oltlの 白 色 の 砂 粒 を
含 む
〇良 好

32--12 墾 口径  19 2cm
ヨコナデケ ズ リ
櫛 に よる四線 3条
ヨ コ ナ デ

0橙褐色 、外面 に スス付 着
0赤色、褐色 の砂粒 をやや
多 く含 む
〇良好

32--13 甕 口径  17 2cm
ヨコナ デ ケズ リ
凹線 文 4条
ナデ

0明 灰 褐 色
〇灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

32--14 甕 口そ垂 17 6cm
ヨヨナ デ
凹線 文 2条
ナ デ

0褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

32--15 墾 口 径  15 4cm
ヨコナデ ケ ズ リ
ブ デ
凝 凹線 8条位 か ?

〇明 灰 白色
〇灰 色 、 褐 色 の 2 4ull以 上 の

砂 粒 を非 常 に多 く含 む
0良 好

32--16 餐 口径  18 8cm
ヨコナデ ナデ
凝 凹線
ナ デ

〇明 灰 褐 色
02～ 3 alnの 灰 色 、 白 色 の
砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

32-17 ザ葺吾Б 底 径  7 7cm

ハ ケメが わ ずか に
残 る
く′まみ あ り
円盤 の あ とか ?

(D外面 :赤褐色、断・内面 :暗
褐色
0 2 aul前 後 の 白色、褐 色 の 丸
い砂粒 を多 く含 む
0良好

前 期 の 憂 か 後 期
初 頭

32--18 ザ嵐告躊 底 径  5 5cm ケ ズ リ
ナ デ

°
麿∬崩な用善奮縮 暗褐
02111前 後 の 白色 、赤色 の 丸
い砂粒 を多 く含 む
0良好

32--19 サ貞害Б 底 径  7 4crn
キガ
デ
ミ

ナ

〇橙 褐 色
〇 白色 の ノ」ヽ砂 粒 を 含 む
〇良 好

平 底

32--20 底 音Б 底 径  8 0cm
〇黄 褐 色
0 2 Hlln程 度 の 砂 粒 を含 む
0良

煮図番号
版
号
ヨ
番 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

31‐ 5 ザ重音Б 底 径  10 6cm ナ デ
強 い指押 え

0赤 褐 色 ～ 黒 禍 色
〇白色 の 砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

やや上 げ底

31- サ貞音Б 底 径  7 2cln ナ デ
〇褐 色 ～ 明 赤 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

わ ずか に上 げ底

31-7 底 部 底 径  10 7cm ナデていおいなナデ

O黒褐色
〇白色 の砂粒 を)F常 に多 く
含 む
〇良好

やや上 げ底

31-8 底 部 底 径  7 9cm ナ デ

0赤 褐 色 、 内 面 :黒褐 色
01～ 2 alllの 白 色 の 砂 粒 を
多 く含 む
〇良 好

やや上げ底

31- 底 部 底 径  8 0cm ナ デ
強 いナ デ

0明 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 をや や 多 く含
む
〇や や軟 質

や や 上 げ底

31--10 底 部 底 径  7 9cm ナデ
強いナデ

O橙 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0や や軟 質

高 台 状 の 底 部

31--11 底 音Б 底 径  10 6cm 内面、
マメツ

ナデ

0赤 褐 色
02～ 3 allの 白 色 の 砂 粒 を
や や 多 く含 む
〇良 好

高台状 の底 部

31--12 底 吉Б 底 径  90卿 象」離 面
ナ デ

〇明褐色 一 部黒変
0 1 nIIl前 後 の 自色 の砂 粒 を
含 む
0良好

上 げ底

31--13 底音Б 底 径  8 0cm ナ デ

〇明 赤 褐 色 、 内 面 :褐色 ～
黒 褐 色
0 2 11ul前 後 の 白 色 の砂 粒 を

含 む  〇良 好

高 台 状 の 底 部

31--14 底 言Б 底 径  10 2cm ナ デ

0明 赤 褐 色 、 内 面 :淡黒 褐
色
01～ 2 nulの 白 色 の 砂 粒 を
や や 多 く含 む  0良 好

上 げ底

32-- 1 甕 回 径  28 0cln

ナ ナ メ 方 向 の ハ ケ

メ
ハ ケ メ

沈 線

〇外 面 :灰褐 色 一 部 黒 変 、
内 面 :褐色
01～ 3 null程 度 の 砂 粒 を や
や 多 く含 む  〇良 好

32-2 甕 回径  33 0cm
沈 線

〇淡 赤 褐 色
OI～ 3 aul程 度 の 砂 粒 を含
む
〇良

32-3 壺

ナ デ
沈線 3条以 上
ケ ズ リ

〇外 面 :淡褐 色 、断・内 面 :

黒 褐 色
0 2Ш n前後 の 白 色 の砂 粒 を
多 く含 む  〇良 好

く
ら
後

知
一
一
加

二
も
れ
期

32- 4 豆 ?
ケ パ リ ?
くし歯刺 突 列点 文

O外 面 :暗褐 色 、 内 面 :灰
褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
〇や や 軟 質

32-5 甕 回径  23 1cm 外面
マ メツ

ナ デ

〇明 灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好
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挿図番号 ロ
ナ領
警号 器  種 法   量 調 整 色調 ・ 胎 土・ 焼 成 備 考

33--15 発

ナデ
ケ パ リ

外 面 不明

O褐 色
0 1 aul以 下 の 砂 粒 を 含 む
(3～ 4 nJllの 砂 粒 を 少 量
含 む ) 0良 好

33--16 甕 口 径 5cm
ヨ コ ナ デ

ナ デ

ケ ズ リ

〇明 赤 褐 色
0黒 色 の 小 砂 粒 を含 む
0軟 質

33--17 甕 回径  14 2cm ケズ リ
0橙 色
0 1 Elul以 下 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

33--18 甕 口 径 7cm
ヨコナ デ ケ ズ リ
外面 マ メ ツ

0明 桃 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇軟 質

33--19 甕 回 径 17 Ocm
ヨ コ ナ デ
ケ パ リ

外 面 マ メ ツ

0明 橙 褐 色
〇 白 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

33--20 餐 口 1垂  20 0cm
ヨ コ ナ デ
テズ リ

〇明 赤 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

33--21 邪 底 径  7 5cm ろ くろ 目
回 転 糸切 り痕

0明 赤 橙 色
0 1 alll以 下 の 白 色 の砂 粒 を
含 む
〇良 好

Σ三音躊サこ員占り十子t,

あ り

33--22 III

口 径

器 高

底 径

ｃｍ　枷　伽

回転 ナデ
ナ デ
回転 糸切 り
セ ンイメ犬の厚痕

O桃 灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

33--23 柱状 高台
付 皿

底 径  5 0cm
切

？
糸

デ
線

転

ナ
沈

回

〇橙 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

33--24 小 皿 ロイ垂  7 8cm 回 転 糸 切 り痕

〇橙 褐 色
0 1 nJll以 下 の 自 色 の微 砂 粒
を 多 く含 む
0良 好

33--25 」ヽ皿
径

径
高

口
底

器

8 0cm
4 0cm
1 85cm

ろ く ろ 目

〇褐 色
0 1 Hul以 下 の 微 砂 粒 を含 む
0良 好

33--26 」ヽ皿
径

径

高

口
底

器

〇茶褐色
01～ 2 tul程 度 の 白色 砂粒
を含 む
0良

底 部 に ヒ ビ害Uれ
あ り
マ メ ツ

33--27 /」 Iヽm
径

径

高

回
底

器

7 9cm
3 7cm
2 25cm

ロ

デ
切

ろ

ナ
糸

く
転

転

ろ

回
回

0赤 褐 色
0 1 EUll未 満 の 白 色 の微 砂 粒
を含 む
0良 好

33--28 旭 Iヽ皿
ｃｍ

帥

ｃｍ

径

径

高

口
底

器

〇橙 色
0 1 Hull以 下 の 白 色 の砂 粒 を
少 量 含 む
0良

33--29 /」 皿ヽ
径

径

高

回
底

器

7 4cm
5 6cm
1 47cln

回 転 ヘ ラ切 り

0淡褐色
0 1 Hul前 後 の砂粒 を多 く含
む
0良好

斎図番号
肪

弓 器  種 法   三 調 整 色 調 ・ 胎 上 。焼 成 備 考

32-21 ナ底音Б 底 径  13 8cm

〇灰 褐 色 ～ 暗 灰 色
01～ 2 1ulの 白色 、 赤 色 の
砂 粒 を非 常 に多 く含 む
〇良 好

マ メ ツの 為 調 整
不 明 だ が 全 面 ナ
デ か ?
平 底

33- 1 高 TTN 口径  13 7cm
，
二
、ア

キ

ナ

ガ

コ

0橙 色
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0や や軟 質

33- 2 高 杯 回径  18 8cln
マ メ ツ (内 面 )
ヨ コ ナ デ

0橙 褐 色 土
〇白色 の微 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

33-3 高 郵 口径  20 0cn 全 面 ヨ ヨ ナ デ ?
O橙 色
〇赤 色 、 白色 の 砂 粒 を含 む
0軟 質

33-4 高 杯 口宅垂 18 3cm
ミガ キ ?
ナラド?
′ヽ ケ メを残 す

〇明 橙 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0や や 軟 質

33-5 高 邪
ハ ケ メ

他 は調整 不 明

〇明 橙 灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を や や 多 く
含 む
0良 好

33-6 高 坪 底 径  8 8cm し′まり目
ナデ

〇明 赤 褐 色
0白 色 の ガ 砂ヽ 粒 を 含 む
〇良 好

33- 7 高 郷 底 径  13 6cm 調 整 不 明

〇橙 色
01～ 3 1nlll程 度 の 白色 砂 粒
を含 む
0良 好

33-8 底径  ■ 8cm ケズ リ
0外 面 :灰褐 色 、 内 面 :暗
褐 色
01～ 21u程度 の 白色 の 砂
粒 を含 む  〇良 好

33--9 高不 脚部 底径  14 2cm
ヘ ラ ケ ズ リ
ネ ジ リ
縦 方 向の ハ ケメ

〇外 面 :黄褐 色 、 内 面 :淡
褐 色
0 1 mll程 度 の 砂 粒 を少 量 含
む  0良 好

尼弐化

33--10 甕 口 径  16 4cm
ヨ コナデ
ナ デ
ケズ リ

〇明 白褐 色
〇灰 色 、 赤 色 の砂 粒 を非 常
に 多 く含 む
0良 好

33--11 対 ロイ垂  6 8cm
ヨ コ ナ デ

ナ デ
1旨押 え

〇橙 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

33--12 甕 ケズ リ

O外 面 :褐 色 一 部 黒 変 、 内
面 :淡 褐 色 一 部 灰 色 、 深
部 :暗灰 色
0 1HI以 下 の 砂 粒 を少 II含 む
〇良 好

33--13 甕 口 径 2cm
ヨ コ ナ デ
ケ ズ リ
ハケメの後ナデ ?

0橙 褐 色 、 国縁 部 外 面 は黒
変
〇灰 色 の 砂 粒 をや や 多 く含
む  〇良 好

33--14 密 全 面 マ メ ツ

0橙色
0白 色 の砂粒 をわ ずか に含
む
〇軟 質
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挿図番号
筋
弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

34--16 l II? 底 径  6 7cm

ナ デ

強 い ナデ に よる沈
線 状 の段
回転 糸切 り

〇灰 色
0自 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 硬 質   '

34--17 不 回径  13 8cm ナ デ
0灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

34--18 重 底 径  10 9cm ナ デ

〇灰 色 ～ 明 青 灰 色
〇 白色 の オ 砂ヽ 粒 を わ ず か に

含 む
〇良 好

34--19 底 径  7 8cln 回 転
ナ デ

回転 ヘ ラ ?

0淡 灰 色  外 面 底 部 に 自然
釉 付 着
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

34--20 壷 ? 底径   8 2cm ナ
デ

回転 ヘ ラ切 り

O灰色 外 画 の一部 と内面
周辺 に 自然釉付 着
〇白色 の砂 粒 を少 量含 む
O良好

34--21 壷
胴部 最大 径
26 4cm 全 面 ナ デ

0淡 青 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

34--22 一⊆
胴 部 最大径
23 6cln

ヨコナデ状のてし
ねいなナデ
ナデ
沈線

0灰 色
0白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

34--23 重 底 径  ■ Ocm
ナ デ
ケ ズ リ
ヘ ラ切 り

〇明 灰 白色
01～ 2 olllの 灰 色 の 砂 粒 を
含 む
o良 好

34-24 底 径  ■ Ocm
一、ア
ズ

デ

ナ

ケ

ナ

O灰 色 ～ 暗 灰 色  外 面 一 部
火 当 りあ り
0灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

34--25 甕 口 径  18 6cm ナ デ
O外面 :黒灰色、断面 :灰色、
内面 :灰色 ～暗 青灰色
O白色 の小砂粒 を少量含 む
0良好

34--26 甕
同心 円文押 え
平行 タタ キ

〇膏 灰 色
0白 色 の オ 砂ヽ 粒 を含 む
〇良 好

34--27 甕
ナ デ

斜 格 子 タ タキ

〇外 面 :暗灰 色 、 内面 :灰
色 、 断 面 :褐色
0白 色 の微 砂 粒 を わ ず か に
含 む  0良 好

38- 1 高 不 底 径  9 9cm
櫛 か板 のイヽ 口 に よ
る

“

甲し弓|き 耳犬の東U
突 烈 点文 ヘ ラに よ
る直線文 3条ナ デ

〇明 灰 褐 色
0 2 EUI前 後 の 白色 の砂 粒 を
多 く含 む
0や や 軟 質

W-1様 式

39-1 石 鏃

量

長

幅

厚

重

16H lll

15mm
2 Eul

067g
黒 曜 石

39-2
量

長
幅

厚

重

20mm
13aull

4 Eul

1 06g

薫図番号
肪
弓 器  種 法   量 調 整 色 調 ・ 胎 土・ 焼 成 備 考

34- 1 不

口 径

器 高
底 径

ナ デ

外 面 :強い ナ デ
回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

0明 青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

34-2 不

径
高

径

口
器
底

15 0伽
4 5cm
10 4cm

回 転 ナ デ  ナ デ
回 転 ヘ ラ切 り
わずかにヘラケズ
リの痕跡をのこす

〇明 青 灰 色
01～ 2 Hulの 白 色 の 砂 粒 を
含 む
〇良 好

34--3 雰 底 径  9 8cm
ナ デ
回転 ヘ ラ切 り
ナ デ

0灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を や や 多 く

含 む
〇良 好

34-4 邦 底 径  7 4cm
回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り ?
ナデ

0灰 色 ～ 青 灰 色
0白 色 の 小 砂 粒 をや や 多 <
含 む
0良 好

34-- 5 JTN
径

高
口
器
13 0cm
3 6cm

O灰 白色
0 1 aul以 下 の 砂 粒 を含 む
〇軟 質

34--6 ネ を三ぞζ   9 6cln
回転 ナ デ
ナ デ

〇灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

34- 7 イ 底 径  10 7cm

不 定 方 向 の ナ デ

回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り

ナデ

〇淡 膏 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

34- 高 邪
内面 ケズ リ
ナ デ

〇外 面 :淡青灰 色 、 内・ 断
面 :淡灰 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

り

土

取

粘

か

ま

に

あ

く

央

の

つ

中

時

が

34-9 高 妬 底 径  8 4cm

ナデ
ナデ下端が沈線状
く′まむ
ラセン状のナデ

〇青 灰 色
〇 自色 の 砂 粒 を少 世 含 む
0良 好

34--10 蓋 口径  15 1cm
ナ デ
ケズ リをわ ずか に

残 す

〇淡 灰 白色
0灰 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

34--11 蓋 口径  15 6cm ナ デ

〇灰 色 、 外 面 端 部 :重焼 痕
あ り
0砂 粒 等 を ほ とん ど含 まな
い  0良 好

34--12 蓋
つ まみ径
5 2cm

ナ デ

〇明 青 灰 色
〇灰 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

34--13 蓋
つ まみ径
5 1cm

ナ デ
わ ずか に回転 糸切
りの 痕 跡 を 残 す
ケ ズ リを残 す

〇明 灰 色
〇 自色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

34--14 露 口径  12 7cm ナデケパリを残す

0灰 色 ～ 一 部 青 灰 色
0白 色 の 微 砂 粒 を含 む
〇良 好

34-15 皿 底 径  6 7cm

ナ デ
ナ デ によ る沈線 化
の くはみ
回転 糸切 り

〇明 青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 をわ ず か に含
む
〇良 好



Ｉ

Ｐ
⇔
∞

―

挿図番号
口,仮
ξ弓 器  種 法 量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

41-9 弥 生 土 器
甕

回径  19211ul
凹 線 文
回 転 ナ デ

他 は摩 t/1

〇灰 褐 色
01411以下 の 白色 の砂 粒 を
多 く含 む
0や や 軟 質

41-10 弥 生 上 器

甕
口径  180nIIn 調 整 は摩 減

〇外 面 :暗褐 色 、 内面 :淡
褐 色
01～ 2 Eulの 砂 粒 を 多 く含
む  0良 好

41--11
弥 生 土 器

室 (口縁
音Ь)

回径   128aull 擬 凹線 文
ケ ズ リ

〇外 面 :赤橙 色 、 内 面 :淡
赤 褐 色
01～ 311uの 砂 粒 をか な り
多 く含 む  〇良 好

41--12 弥 生 上 器
密

口径  23211M

〇赤 褐 色
01～ 2 Ell程 度 の 砂 粒 を含
む
0良 好

41--13 弥 生 土 器

口 縁 部
ヨ コ ナ デ擬 凹 線

〇淡 褐 色
0 2 nul程 度 の砂 粒 を含 む
0良 好

41--14 弥 生 土 器

甕
口径  188Elll 擬

凹 線

調 整 は摩 滅

〇灰 褐 色
01～ 3 alllの 白 い 砂 粒 を 多
くイきむ
〇良好

41--15 弥 生 土 器
墾

国径  156Hll
〇灰 褐 色
0 2 oull程 度 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

41--16 弥 生 上 器

甕
口径  106alll ケ ズ リ

0淡 褐 色
0 2 Elal程 度 の 砂 粒 を含 む
O良 好

41--17 弥 生 土 器

高 不
底 径  110dul

01～ 3m程 度 の 砂 粒 を含
む
〇良 好

42-1 弥 生 土 器
奎

底 径   50nIIl 調 整 不 明

〇褐 色
0 1 EUll以 下 の 白色 砂 粒 を少
量 含 む
〇良

42-2 弥 生 土 器

底 部
高 台 径  58dll 調 整 摩 減

0外 面 :黒褐 色 上 、 内 面 :

暗 褐 色
0 1 ulal前 後 の 砂 粒 を多 く含
む  0良 好

42-3 弥 生 土 器
底 音[

底 径   46aull
ケズリの後ナデ
ナデ

〇暗 薄 赤 紫 色  一 部 黒 色
0 1 11ul程 度 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

42-4 弥 生 土 器

底 音Б
底 径  4 2cm ナ デ

0黒 灰 色
0 1 alll前 後 の 自 色 の砂 粒 を
非 常 に 多 く含 む
〇良 好

や や 上 げ底

42-5 弥 生 土 器

底 音Б
底 径   76ulE 調 整 不 明

〇外 面 :淡褐色 、 内面 :茶
褐 色
01～ 2 aul程 度 の砂粒 を多
量 に含 む  〇良好

42-6 弥 生 上 器

底 著Б
底 径   60ull

O黒 褐 色
0 1 4ul程 度 の 砂 粒 を含 む
〇良

覇図番号
筋
烏 器  種 法 量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

39-3 石 錘 ?

量

長

幅

厚
重

34Eull

18uul

41111

174g
黒 曜 石

39--4 フレイ ク

量

長
幅

厚

重

25Hlal

24aul

6 Eul

224g

40-1 縄 文 上 器
鉢

〇暗 褐 色
0 1 dul以 下 の 白色 の砂 粒 を
含 む
〇良 好

40-2 縄 文 土器
3/1

〇外 面 :焦茶 色 、 内 面 :褐
色
01～ 2 Eu程 度 の 砂 粒 を含
む  0良 好

晩 期 突 帯 文 土 器

40-3 縄 文 土 器
鉢

0褐色
02～ 4 null程 度 の砂粒 を含
む
0良好

晩 期 突 帯 文 土 器

40-4 縄 文 土 器
然

ヨ コ ナ デ

〇灰褐 色
01～ 3 alll程度 の 白色 砂粒
を含 む
〇 良 好

40-5 縄 文 土 器
鉢

〇黒褐 色
01～ 3 alll程 度 の砂粒 を含
む
〇良好

41-1 弥 生 土 器
墾

口径  2501ul 磨 減

O淡 褐 色
01～ 3 alllの砂 粒 を 多 く含
む
〇良 好

41-2 弥 生 土 器
甕

こ まかいハ ケロ
刺夕霊ゝ 〔巻 き貝 か ?
タテ方向の ケズ リ

〇外 面 :褐色 、 内 面 :淡褐
色
01～ 2 uull程 度 の 砂 粒 を含
む  0良 好

外 面 に ス ス付 着

41-3 弥 生 上 器
ケズ リ

〇灰 褐 色
0 1 oull以 下 の 砂 粒 を多 量 に

含 む
0良 好

41--4 弥 生 上 器
重

0明 褐 色
0 2 EUll程 度 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

41-5 弥 生 上器
q? ケヽ メ

0外面 :焦茶色 、 内面 :淡
褐色
0 2 4ul程 度 の砂 粒 を含 む
0良好

41-6 弥 生 土 器
甕

ケヽ メ

〇外 面 :黒褐 色 、 内面 :淡
褐 色
0 1 11ul以 下 の 自 色 の砂 粒 を

多 く含 む  0良 好

外 面 にハ ケ ロ調
整 あ り (l cmすこ
6～ 7本位 )

41-7 弥 生 土器
甕

回径  140Dul 直 線 文
調 整 は摩 滅

〇淡 赤 褐 色
0 1nu以下 の 白色 の砂 粒 を
多 く含 む
〇良 好

回縁部に直線文
あり

41-8 弥 生 土 器
墾

口 径   144null
ヨコナデ
ナデ

〇暗 褐 色
01～ 3 alll程 度 の 砂 粒 を含
む
0良 好
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百図番号
肪
弓 器  種 法 量 調 整 色 調・ 胎 上・ 焼 成 備 考

42--22 弥 生 土 器

底 部
底 径  7 8cm

′ヽ ケ メ
マメ ツ ?
ナデ

〇明 褐 色
01～ 2 Eulの 白 色 、 桃 白 色
の砂 粒 をや や 多 く含 む
0や や 軟 質

平 底

42-23 弥 生 土 器

)貞著Б
底 径  108ELl

〇茶 褐 色
0 2 alll程 度 の 砂 粒 を多 量 に

含 む
0良 好

42--24 弥 生 土 器

底 部
底 径   90Hul 調 整 不 明

〇褐 色
0 2 aull程 度 の 砂 粒 を含 む
o良 好

42--25 弥 生 土 器

底 部
底 径  120Hull

〇外 面 :淡褐 色 、 内 面 :黒
褐 色
01～ 3 allllの 白 い 砂 粒 を か

な り多 く含 む  〇良 好

欠 損

43-1 土 師 器

杯
口径  123oull 摩 滅

0赤 褐 色
0 1 Hul前 後 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

43-2
弥 生 土器

甕 (回 縁
音隔)

口径  2601M 摩 似

〇淡 褐 色
0 1 nIE以 下 の 白色 の砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

43-3 上 師 器

高 雰
葛曇音[ぞそ  36mm つ め もの

〇明 褐 色
0 1 null

O良 好
つめものあり

43-4 土 師 器

高不
基 部 径  36HuI 不 明

O外 面 :橙褐 色 、 内 面 :灰
褐 色
0 1 HIIll以 下 の 白色 砂 粒 を含
む  〇良

43-5 上 師 器
高 必

基 部 径  36utll
調 整 摩滅
つ め もの

O橙 褐 色
0 1 aul前 後 の 自色 の砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

内面 につ め もの
あ り

43-6 土師 需

高 杯
基 部 径  32Hll 摩 滅

〇橙 褐 色
0 1ml以下 の 白色 の砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

つめものあり

43-7
上 師 器

高 杯 (脚
音Б)

底 部 径 100all 調 整 は摩 滅

0橙褐色
01～ 2 Hnの砂 粒 を多 く含
む
〇良好

43-8 上 師 器

高 不
基 部 径  44Hul

ヘ ラ ミガキ
他 は摩減

0明 褐 色
0 1 EIIl前 後 の 白 い砂 粒 を 多
く含 む
0良 好

43- 9
上 師 器

高 杯 (脚
音【)

底 部 径 124Elll
象U離面
しイまり目

〇橙 褐 色
0 1 11ul前 後 の 白 い 砂 粒 を多
く含 む
0良 好

内面 に しば り目
が 見 える

43--10 土 師 器

甕 『
コ全そ   280alal

指 頭 圧 痕

沈 線 文

0赤 褐 色
01～ 2 aulの 砂 粒 を 多 く含
む
〇良 好

指 頭 圧 痕 、 沈 線
文 あ り

43--11 上自顧器

高 不
ロイ垂 15 0cm ヨ コ ナ デ

〇赤 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

煮図番号
ヨ

番 器  種 法 量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

42下 7 弥 生 土 器

底 言Б
底 径 60auH 調 整 摩 滅

O桃 灰 色
0 1uu前後 の砂 粒 を多 く含
む
〇良 好

42-8 弥 生 上 器
底 音Б

底 径   4811tll

〇外 面 :灰褐 色 、 内面 :灰
色 、 底 部 :赤褐 色
0 1 HLl以 下 の 自色 砂 粒 を含
む  0良 好

42-9 弥 生 土 器

底 音Б
底 径 38HII 調 整 不 明

0灰 褐 色
0 1 Hll以 下 の 白色 の砂 粒 を
含 む
〇良 好

42--10 弥生 土器
底 音Б

底 径  7 0cm
ハ ケ メ
ナ デ

〇外 面 :桃褐 色 、断・ 内 面 :

暗 灰 褐 色
01～ 2 dulの 白色 の 砂 粒 を
含 む  〇良 好

平 底

42--11 弥 生 上 器

底 音[
底 径   94alll 調 整 不 明

O外 面 :桃色 、 内 面 :褐色
0 2 EIIl程 度 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

42-12 弥 生 土 器

底 部
底 径   7811ul 調 整 不 明

〇外 面 :明赤 褐 色 、 内 面 :

灰 褐 色
01～ 3 4ull程 度 の 砂 粒 を含
む  0良 好

42--13 土 師 器 底 径   54Hll 調 整 は摩減

〇外 面 :明褐 色 、 内 面 :暗
灰 褐 色
0 1 Hul前 後 の 白色 の砂 粒 を
少 量 含 む  0や や 軟 質

42--14 弥 生 土 器
底 音【

底 径   74ull 調 整 は摩 滅

〇外 面 :桃褐 色 、 内面 :暗
黄 褐 色
01～ 2 1Llの 砂 粒 を か な り
多 く含 む  0や や 軟 質

42--15 弥 生 土 器
底 部

底 径   80Hul

0外 面 :淡赤 褐 色 、 内 面 :

灰 褐 色
0 2 nul程 度 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

42--16 弥 生 土 器

底 音Б
底 径 80uul 調 整 は摩滅

〇外 面 :桃色 、 内 面 :灰桃
色
01～ 3 alllの砂 粒 を か な り
多 く含 む  0良 好

42--17 弥 生 土 器

底 部
底 径   78Eu 調 整 は 摩 滅

0外 面 :桃色 、 内 面 :灰桃
色
01～ 3 11ulの砂 粒 をか な り
多 く含 む  0良 好

42--18 弥 生 土 器

底 音Б
底 径 66alll

0暗褐色
01～ 2 all程 度 の 自色 砂粒
を含 む
〇良好

42--19 弥 生 土 器

底 言Б
底 径 80Hull 調 整 不 明

〇灰 褐 色
0 2 nul程 度 の 砂 粒 を 含 む
0良 好

42--20 弥 生 上 器

底 部
底 部 径 106aul

〇 淡 褐 色
0 2 aul程 度 の 砂 粒 を 含 む
〇 良

内 面 破 損

42--21 弥 生 上 器

底 音躊
底 径  9 0cm

ハ ケ メ
ナ デ

0外 面 :灰 白 色 ～ 赤 灰 色、
内・ 断面 :黒褐色 の灰色
02～ 3o4の 自色、桃 白色 の
砂粒 をやや多 く含む
⑮良好

平 底
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幸図番号
肪

弓 器  種 法   量 調 整 色 調 ・ 胎 土・ 焼 成 備 考

43--27 上師 器
lm(底部 ) 底 径   70alll

ろ くろ 目

0褐 色
01～ 2 Hulの 自 色 の 砂 粒 を
多 く含 む
〇良 好

44- 1 須 恵 器
郭

口ぞと   ]57mm 回転
ナ デ

回転 ヘ ラケ ズ リ

〇淡 青 灰 色
0 1 HHl以 下 の 微 砂 粒 を少 量
含 む
0良 好

44-2 須 恵 器
J不 (蓋 )

つ ま み 径 58alll

回 転 ナ デ
ヘ ラ切 り
ナ デ

〇青 灰 色
01口Ш以 下 の 白色 の砂 粒 を
多 く含 む
〇良 好

44- 3
端

ロ

須

不

〇淡 言 灰 色
01～ 2 alll程 度 の 白色 の 砂
粒 を多 く含 む
0良 好

44-4 須 恵器
不 (言ヨ)

つ ま み 径 78Bul

デ

ラ

淋ツ

ナ

ヘ
切

転

転

ラ

回

回

へ

ケズリ

0青 灰 色
0 1 Eull程 度 の 白 色 の砂 粒 を

多 く含 む
〇良 好

灰 かぶ り少 しあ
り

44-- 5 須 恵 器
琢

高 台 径 116all 回 転 ナ デ

〇淡 言 灰 色
0 1 1ul以 下 の 自色 の 砂 粒 を
少 堂 含 む
0や や 軟 質

44-6 須 恵器
邪

高 台 径  92Hull
回 転 ナ デ

欠 損

〇青 灰 色
()l Hul以 下 の 白 い 砂 粒 を多
く含 む
〇良 好

44-7
須 恵 器

長 頸 壺
か ?

高 台 径 100null
回 転 ナ デ の 後 ナ デ

回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り

〇青 灰 色
01～ 2 alllの 白 色 の 砂 粒 を
多 く含 む
〇良 好

高台 がつ く
内面 に鉄 分付着

44-8 須 恵 器

椀
底径   70HIII

回 転 ナ デ

回 転 ナ デ の 後 ナ デ

回 転 糸切 り痕

〇青 灰 色
0 1 aldl前 後 の 白 色 の砂 粒 を

多 く含 む
0良 好

44-9 須 恵 器
邦

口径  138aull 全 体 回 転 ナ デ

〇淡 青 灰 色
0 1 aul以 下 の 白色 又 は黒 色
の 砂 粒 を含 む
〇良 好

灰かぶりあり

44--10 須 恵 器

杯
口 径  114aul 全 体 回 転 ナ デ

O淡 青 灰 色
0 1 aull以 下 の 白 い砂 粒 を少
量 含 む
0良 好

44--11 須 恵 器
邦

回 転 ナ デ

回 転 糸切 り痕

〇淡 青 灰 色
0 1dul前後 の 自色 の砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

44--12 須 恵 器

短 頸 壺
回径  ■ 8dlll 回転 ナ デ

ナ デ

〇外 面 :淡青 灰 色 、 内 面
灰 褐 色
0 1 dltl前 後 の 砂 粒 を含 む
0良 好

44--13 須 恵 器

直 口 壺
回 径  112111al 全体ナデ

〇灰 褐 色
01～ 2 aull程 度 の 白又 は黒
色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

須 恵 器

直 回壺
回径  ■ 6Elll 全 体 回 転 ナ デ

〇淡 膏 灰 色
0 1 aull前 後 の 白 色 の砂 粒 を

含 む
0良 好

薫図番号 版号
図
番 器  種 法   量 調 整 色調・ 胎 土 。焼 成 備 考

43-12 土 師 器

高 杯
底 径  ■ Odul 調 整 は 摩 滅

〇橙 褐 色
01～ 2 Hulの 白 い 砂 粒 を含
む
〇良 好

43--13 上 師 器

杯
口径  159alal 調 整 は摩 滅

〇橙 褐 色
0 1mm以下 の 白色 の砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

43--14 土 師 器

高 杯
回径  169ouI 調 整 は摩 滅

O外 面 :淡褐 色 、 内面 :淡
赤 褐 色
0 1 dull以 下 の 自 色 の砂 粒 を

多 く含 む  〇良 好

43-15 上自市器
高郭

口 径  174allll 調 整 は摩 滅

0橙 褐 色
01～ 2 EIIlの 白 い 砂 粒 を含
む
0良 好

43--16 土師 器
高郭

口径  218oul 調 整 は摩 滅

〇外 面 :淡橙 褐 色 、 内 面 :

橙 褐 色
01皿Ш前 後 の 白 い 砂 粒 を多
く含 む  0良 好

43-17 弥 生 土器
整

口径  100Dlln
ア^
？

ナ

リ

メ

コ
ズ

ケ

ヨ

ケ

ハ

〇淡 褐 色
0 1 11ul以 下 の 砂 粒 を少 量 含

む
〇良

43--18 土 師 器

甕
口径  ■ 4alll 調 整 は摩 減

〇外 面 :黄褐色 、 内面 :橙
褐 色
0 1 alll以 下 の 白色 の砂 粒 を

多 く含 む

43--19 弥 生 土 器
甕

Eヨぞ三   264mm

0淡 褐 色
0 1 all以 下 の 白色 の 砂 粒 を

多 量 に含 む
〇良

外面 一 部 灰 色

43--20 土 師 器

高 杯
基 部 径  38olll 不 明

〇褐 色
0 1 alll以 下 の 白 色 砂 粒 を少

量 含 む
0良

43--21 ユ

器

チ

師

ニ

土

ミ
ア

底 径   30BIF
O赤 褐 色
0 1 4ull以 下 の 白 色 の微 砂 粒

を 多 く含 む

43--22 ユ

器

チ

師

ニ

土

ミ

ア
口径  10011111

O外 面 :淡赤 褐 色 、 内 面 :

橙 褐 色
0 1 ull以 下 の 白色 砂 粒 を少
堂 含 む  〇良

43--23
土師 器
小皿 (底
音[)

底 径   50all 回 転 ナ デ
回 転 糸 切 り

〇赤 橙色
0 1 nul以 下 の 白色 の微 砂粒
を含 む
O良 好

43--24 土師 器
lll

底 部 径  56aln 強 い ナ デ

〇淡 褐 色
0 1 aull以 下 の 砂 粒 を少 量 含

む
〇良

43--25 土 師 器

ザ葺言Б
底 径   6811ul

〇赤 褐 色
0 1 Hll以 下 の 砂 粒 を少 量 含
む
〇良

43--26 土師 器
/」 皿ヽ

底 径   60ulll
ろ くろ 目

回 転 糸切 り痕

0明 褐 色
0 1 Dlll以 下 の 白 色 の砂 粒 を

多 く含 む
0良 好
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番 器  種 法   量 調 整 色 調 胎 土・ 焼 成 備 考

51-5 弥 生 上 器
甕

の

突

文

刺

線

行

直

斜

き

の

り

描

線

バ

ラ

直

ケ

ヘ
後

文

〇暗 灰 褐 色
〇 白色 、 灰 色 の 砂 粒 を多 く
含 む      .
〇良 好

51-6 弥 生 土 器
壼

突

状

刺

文

デ
行

き
う

ナ
斜

引

る

る

し
す

り

よ
押

続

ズ

に
く
連

ケ
貝
文

に

〇灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を非 常 に 多 く
含 む
〇良 好

51-7 弥 生 土 器
重

ケズ リ
くしに よる刺突列
点文
5条以上  ナデ ?

O灰 褐 色
0灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

51-8 弥 生 土 器

ケズ リ
ヘ ラ描 き直線 文 の
螢斜 行刺 突文
ナ デ

O灰 褐 色
〇ガ ラス 質 の小 砂 粒 を 多 く

含 む
0良 好

51-9 弥 生 土 器
重

直

列

き

行

摘

斜

ｊ

ラ

き

本

ワ

ヘ
鵜

９

文

ズ

の

し

位

宍

ケ
Ｌ

く
単
刺

ヽ
以
　
＜
形

デ
系
文
文
角

ナ
６
線
点
ニ

0明 灰 白色
0白 色 、 赤 色 の 砂 粒 を 多 く
含 む
0良 好

51--10 弥 生 土 器

底 音Б
底 径  6 0cm

ナデ
ヘ ラ ミガ キ
ナデ

〇暗 褐 色
0 1 11Ll前 後 の 白 色 、 褐 色 の

砂 粒 を非 常 に 多 く含 む
の良 好

51-11 弥 生 土 器
ザ嵐音Б

え

メ

押

ケ

〇暗 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

摩 滅 の 為 、
調 整 は不 明

希ヨし

52- 1 弥 生 上 器
口径  14 0cln

よ

　

（ア

？

に

　

ナ

デ
し
文
コ

ナ

く

突

ヨ

る斜行 束」

ナ デ

〇明 灰 白色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0や や軟 質

52-2 弥 生 土 器
壷

口径  18 7cm
管竹際無

（ア
鮫

肋

？

ナ

凹

弧

か

O灰褐色
0ガ ラス質 の砂 粒 を含 む
〇良好

52-3 弥 生 土 器

甕
回イ量 12 1cm

凹 線
ヨ コ ナ デ
ケ ズ リ
ナ デ

O薯 灰 褐 色 土  外 面 に ス ス付

:鴛津
禁音β夢宇各な

色の砂

52-4 弥 生 土 器
甕

口そ≧ 34 3cm
凹 線
ヨ コナ デ
ノヽ ケ メ
ケ ズ リ

〇灰 白色 、 外 面 は ス ス付 着
01～ 2 nulの 自 色 の 砂 粒 を
含 む
〇良 好

52-5 弥 生 土 器
窒

画径  20 0cm ナ デ
〇褐 色
〇 白 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

52-6 弥 生 土 器
墾

口径  20 4cm

ヨヨナアでハ ケロを消

ヨ LJ方 向の ハケ日、 ケ

凝μJ線 1条

0灰褐 色 、 回縁 外 面 は黒 変
0 2 alll前 後 の 白 色 の 砂 粒 を
多 く含 む
〇良 好

53- 1 弥 生 土 器

甕
回径  V8cm

ヨコナデ、 ケズ リ
ナデ
凹線 文 3条

〇暗 灰 褐 色
01～ 2 Hllの 白 色 の 砂 粒 を
含 む
〇良 好

53-2 弥 生 土 器

甕
回径  10 2clll

ヨヨナデ、ケズリ
凹線3条
ヨコナデ
貝による斜行刺突文

〇暗 灰褐 色
0 2 uull前 後 の 白色 の砂 粒 を
や や多 く含 む
〇良好

鷹図番号
肪
号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 上・ 焼 成 備 考

44--15
器

壺

恵

耳

須

二 回 転 ナ デ

0淡 青 灰 色
0 1 ull以 下 の 白 い砂 粒 を少
量 含 む
〇良 好

二 耳

44-16 須 恵 器

密 え

キ

押

夕

文

夕

円

行

心

平

同

0外 面 :赤褐 色 、 内面 :灰
褐 色
0 1 Hll以 下 の 白 い砂 粒 を 多
く含 む  〇良 好

44--17 須 恵 器

甕

回 転 ナ デ

平 行 タ タ キ

同 心 円文 押 え

0外 面 :青灰 色 、 内面 :淡
青 灰 色
0 1 ulll前 後 の 白 色 の砂 粒 を

少 壁 含 む  O良 好

空 気 の 層 あ り

平 行 タ タ キ の幅
が 広 い

44--18 須 恵 器

甕

平 イ子タタ キの後 カ
キ ロ (l cmlこ 7本
程度 )
同心 円文押 え

〇淡 青灰 色
01～ 2 nll程 度 の 白色 の砂
粒 を含 む
0良好

45-ユ 瓦 質 回径   198HLl 回転 ナデ
ナ デ

〇黒 灰 色
0 1 alll以 下 の 白 い微 砂 粒 を
少 量 含 む
O良 好

45-2 窯 道 具

焼 台
器 台 径 1224111

回 転 糸切 り痕
回 転 ナ デ の 後 ナ デ

回 転 ナ デ

〇茶 褐 色
O密 (10alln程 の 白色 の 小 石
を 1つ 含 む )
0硬 質

窯 着痕 あ り
灰 かぶ りあ り

45--3 瓦 質 底 部 径 210Hull 回 転 ナ デ

〇濃 青 灰 色
0 1 alll以 下 の 白 い砂 粒 を含
む
0良 好

45- 瓦 質
径

高

回

器
188alll

86alll
ナ デ

0濃 青 灰 色
0 1 alll以 下 の 白 色 砂 粒 を含
む
0良

49- 1 石 鏃

Ш
Ш
血
ｇ

・８

・５

２

４０量

長

幅

厚

重

黒 曜 石

49- 2 ス ク レー

量

長

幅

厚

重

4 1Hll

20Hll

6 alll

3 36g
黒 曜 石

50- 1 縄 文 土 器
深 鉢

デ

痕

ナ

条

〇黒 褐 色
01～ 3 alllの 白 色 の 砂 粒 を
含 む
0良 好

波 状 口縁

51-1 弥 生 前 期
奎

回径  18 2cnl

0暗 灰 褐 色
02～ 3 ullの 白 色 の 丸 い砂
粒 を や や 多 く含 む
O良 好

51-2 弥 生 土 器
壷

ケズ リ ナデ
5本以上 の単位 の
くしによ る斜イ子刺
突文

〇明 灰 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

51- 3 弥 生 土 器
ナ デ

貝 に よ る直 線 文 連
弧 文
ナ デ

O灰 褐 色
0 2 Dul前 後 の 灰 色 の砂 粒 を
多 く含 む
O良 好

51- 弥 生 土 器 ナ デ
ヘ ラ描 き直線 文

0灰 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好
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54- 4 弥 生 上 器

密
口ぞを  18 6clll

デ
文
ナ
線
コ
幽
デ

ヨ
凝

ナ

〇灰 褐 色 、 内外 面 と もス ス

付 着
〇灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

54-5 弥 生 土 器
甕

回径  17 0cm り
線

デ

ズ

凹

ナ

ケ
凝

0灰 褐 色 、 外 面 に は ス ス が 厚
く付 着
0白 色 、 ガ ラ ス質 の 2 mffぐ ら
い の 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

54-6 弥 生 土 器
密

口径  19 2cm
ヨ コ ナ デ

ケ ズ リ
凝 凹線

〇明 灰 白色  外 面 一部 に ス
ス付 着
〇 白色 の 砂 粒 をや や 多 く含
む  0良 好

54- 7 弥 生 上 器

甕
回径  19 8cm

ヨ コ ナ デ
ケ ズ リ

貝による凝IJ線

〇明 灰 白色 、外 面 は黒 変
0 2 ELl前 後 の灰 色 の砂 粒 を
非 常 に多 く含 む
〇良好

54-8
弥 生 土 器
(前期 )
底 音Б

底 径  5 2clll
ナ デ

荒 い ハ ケ メ をわ ず
か |こ 残 す

〇暗 褐 色
0 2 Dul前 後 の 白色 の 角 ば つ
た 砂 粒 を非 常 に 多 く含 む
〇良 好

54--9 弥 生 土 器
底 音Б

底 径  8 8ctn
ツ

？

メ

デ

マ

ナ

〇灰 褐 色
02～ 3 aulの 自 色 を星 す 丸
い砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

54--10 弥 生 土 器

底 音卜
底 径  ■ 6cm

ナ デ ?
ハ ケ メを残 す
外面・ ナ デ

〇明 灰 褐 色
02～ 3 ulaの 白 色 を呈 す 丸
い砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

54--11 弥 生 上 器

,嵐音Б
底 径  5 0cm

ハ ケ メを残 す
荒 い ナデ

0明 灰 色
02～ 3 Dulの 白 色 褐 色 の 砂
粒 を非 常 に多 く含 む
〇良 好

54--12 弥 生 上 器

底 言Б
底 径  7 5cm ナ デ

0明 褐 色  内面 :暗褐 色
01～ 4 aullの 白 色 の 砂 粒 を
非 常 に多 く含 む
0良 好

54--13 弥 生 土 器

底 音Б
底 径  6 8cm 全 面 ナ デ

〇暗褐色
〇灰 色、褐 色 の小砂粒 を多
く含 む
0良好

55-- 1 弥 生 土 器

高 杯
口径  10 1cln

ミガ キ ?
凹線 文、 3～ 4条
ナデ

0明 灰 白色
01～ 2 oulの 灰 色 の 砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

55-2 ねず

器

手

上 回径  7 6cm ナ デ
〇暗 赤褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 をや や 多 く
含 む
〇良 好

55- 3 弥 生 上 器

器 台
回径  12 3cm ナデクベリ

0明 灰 褐 色
0 1 aln程 の 白色 、 灰 色 の 砂
粒 を含 む
〇良 好

55-4 ね
器
く
上
ず
形
手
壷

ナデ ココナデ
ケ メ
セ ンイの圧痕 ?

〇外 画 :橙褐 色 、断・内 百 :

暗 灰 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を多 く含 む
〇酸 化 炎 焼 成 され 良 好

55--5
ユテ
器
二
土
ミ
ア
鉢

口径  7 7cm ナデていねいなナデ

0明 橙 灰 色
O白 色 の ガ 砂ヽ 粒 を 多 く含 む
〇酸 化 炎 焼 成 され や や 軟 質

斎図番号
肪
培 器  種 法   量 調 整 色 詞・ 胎 土・ 焼 成 備 考

53-3 弥 生 土 器
壺

上

み

以

の

り
条
条
る

ズ

３

１

え

ケ
文

の
見

ヽ
線

段

に

デ

凹
下
密

ナ
凝

最

明

〇灰 禍 色
0 2 11ul前 後 の 白 色 の砂 粒 を

多 く含 む
0良 好

53-4 弥 生 土 器
回径  14 9cm

デ
条
ナ

３
コ
線

デ

ヨ

凹

ナ

ケズ リ
〇灰 褐 色 、 外 面 に ス スが 少
量 付 着
くう灰 色 、 黒 色 の 砂 粒 を含 む
(ラ 良 好

53-5 弥 生 上 器
三

口径  15 6cm
ズ

条

ケ

５文
デ
線
デ

ナ

凹

ナ

()明灰 褐 色
0 2 aul前 後 の 灰 色 の砂 粒 を
含 む
〇良 好

棒 状 工 具 に よ る

3角形 刺 突 文

53-6 弥 生 土 器
回 径  16 0cm

くしに よる凹線 文
3条
ナデ  ケ ズ リか ?
風 化 の為 不 明

〇灰褐 色
〇赤 色、 灰色 の砂粒 を非 常
に多 く含 む
0良好

53- 7 弥 生 土 器
口径  16 2cm

ヨ コ ナ デ ケ ズ
リ ?
凹線 文 3条
ナ デ

0明 灰 褐 色
()2 alll前 後 の 白 色 、 赤 色 の

砂 粒 をや や 多 く含 む
0良 好

53-8 弥 生 土 器

甕
口径  20 4cm

ナ デ  ケズ リ
凹線 4条
ハ ケ ロ原体 とこよる
斜行 刺突 文

0灰 白色 、 口縁 部 一 部 黒 変
〇 白色 の 砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

53-9 弥 生 土 器
甕

回径  18 1cna
＞
　
斜

体
　
る

つ
］
弾
い
婢

ナ
く
に
棒
行

〇暗 褐 色
0 3 all前 後 の 白色 の 丸 い 砂
粒 を 多 く含 む
〇良 好

赤色顔料を全面
にれ定月ヨ?

53--10 弥 生 土 器

甕
口 径  17 6cm

文
　
刺

線
　
る

凹
　
よ

る
　
に

サ
中
条
醇
婢

ヨ
く
２
棒
突

〇暗 灰 褐 色
0 1 Eul前 後 の 白色 の砂 粒 を
含 む
〇良 好

53--11 弥 生 土 器

甕
回径  21 6cm 条

デ

２
ナ
文
コ
線
デ

ヨ
四
ナ

ケズ リ
〇灰 褐 色
0 2 EIIl程 の 白色 の 砂 粒 を 多
く含 む
〇や や軟 質

53--12 弥 生土器
甕

口径  17 2cm
り
文
ズ
線

デ

ケ
凹

ナ

0灰 褐 色
0灰 色 、 褐 色 の 砂 粒 を多 く
含 む
〇良 好

53--13 弥 生 上 器
口窄垂 16 8cm

（アナデ

条

デ

ナ

３

チ

コ
線

コ

ヨ

凹

ヨ

0灰 褐 色
01～ 21111の 白 色 、 灰 色 の
砂 粒 を非 常 に 多 く含 む
〇良 好

53--14 弥 生 土 器

甕
回径  15 8cm

ナ デ  ケズ リ
ヘ ラ描 き凹線 文 3
条
ナ デ

〇灰 褐 色
0 2 alll程 の 白色 の 砂 粒 を 多
く含 む
0良好

54-1 弥 生 土 器
壷

回径  18 2cm
ナ デ
ケ ズ リ
凝 凹線 4条

〇灰 白色
0 2 4ull前 後 の 灰 色 の砂 粒 を

多 く含 む
0良 好

54-2 弥 生 上 器
甕

口径  14 5cm

ハ ケ ロ の 後 ヨ ヨ ナ
デ  ケ ズ リ
ハ ケ ロ原 体 に よ る
凝四線 10条
ハ ケ メを残 す

〇暗 灰 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

54-3 弥 生 上 器

甕
口径  14 8cm

ヨ コ ナ デ

ケ ズ リ
凝 凹線 7(3)条

〇暗 褐 色  外 面 に ス ス付 着
〇 白色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好
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56-6 土 師 器

甕
口花垂 22 5cm ヨコナデ

〇暗 灰 褐 色
0白 色 の砂 粒 を多 く含 む
0良 好

56--7 土 師 器

甕

きたないヨコナデ
ヘラエ具の痕跡あり
ハケメの後ヨヨナデ
ナデ ハケメ

O橙褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

56-8 土師 器
ナベ

回イ垂 20 6cm

ハケメを残す
荒いハケメ
ていねいなナデ
ナデ

〇褐 色、 外 面 はわずか にス
ス付 着
〇ガ ラス質 の小砂 粒 を非 常
に多 く含 む  0良 好

56-9 土 師 器
壷

口径  15 3cln ヨ コ ナ デ
〇明 橙 灰 色
〇 白色 の 4ヽ砂 粒 を 含 む
〇良 好

56--10
土 師 器
壺

口 径  12 4cm
ヨコナデ
ハケメを残す

0明 橙 褐 色 、 外 面 に赤 色 顔
料 使 用 か ?
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

焼 きゆ力Sみが大
き予ゝ

56- 土 師 器
/1ヽ 壺

口径  13 2cln

ヨコナデ  ハ ケ メ
ハ ケ メの後 ヨコナ
デ
ナ デ  ハ ケ メ

〇暗 赤 褐 色 、 外 面 一 部 黒 変
〇 白色 の 砂 粒 を非 常 に 多 く

含 む
〇良 好

56--12 土 師 器
/」 覆ヽ三

国径  11 7cm
ナデわ ずか にハ ケ
メ を残 す
ヨコナデ

〇暗褐色 、外面 頸 部 は橙 色
0ガ ラス質 の砂粒 を非 常 に
多 く含 む
0良好

56--13 土 師 器 回径  14 2cm
ヨ コ ナ デ

強いヨコナデによ
るく′まみ

0明橙灰 色
O白色、 灰 色 の砂 粒 を非 常
に多 く含 む
o良好

56--14 上 師 器

甕
回径  16 2cm

ヨコナデ  ハ ケ メ
^ケ メの後 ヨコナ
デ

〇暗 赤 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を多 く含 む
0良 好

56--15 土 師 器

甕
回径  23 8cm 全 面 ヨ コ ナ デ

〇明 灰 褐 色
0自 色 の微 砂 粒 をわ ず か に
含 む
〇良 好

56--16 上 師 器

甕
口 径 13 6cm ヨコナデ

O橙 褐 色
〇灰 色 の 砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

56--17 上 師 器 ロイ垂 18 4cm

ヨ コ ナ デ

下 のハ ケ メがわ ず
か に見 え る
ヨコナ デ

〇暗 褐 色
0白 色 の オ 砂ヽ 粒 を含 む
0良 好

56--18 土 師 器

甕
口 径 14 Ocm

ヨ コ ナ デ

粘 上 を継 い だ よ う
な 痕 跡

〇明 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

56--19 上 師 器

甕
口 径 3cm

ヨコナ デ  ナデ
ケ ズ リ
ヨヨナデ  ハ ケ メ

0暗 赤 褐 色
〇 回縁 外 面 は黒 変
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

56--20 土 師 器
口径  15 4cm 全 面 ヨ コ ナ デ

〇明 橙 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

挿図番号
版
号
図
善 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 上・ 焼 成 備 者

55-6 ユチ
器
二
土
ミヽ
ア

国 径  4 5cm
ナ デ
か き とる よ うな指
頭 圧 痕

〇暗赤褐 色
〇灰 色 の砂 粒 をわ ずか に合
む
O酸化炎焼 成 され良好

55-7
ね

ユ

く

チ
器

ず

二
土

手

ミ

ア

ｃｍ
ｃｍ
帥径

径
台

大

口
器
最

0淡赤褐 色
〇ガ ラス質 の小砂 粒 を多 <

含 む
〇酸 化炎焼 成

55-8 ミニ チ ュ

ア土 器
全 面 ナ デ ?

0黒 灰 色
0白 色 の 砂 糧 を含 む
0還 元 炎 焼 成 され 硬 質

外面 にセ ンイ ?
に よ る と思 われ

る線 あ り

55-9 ミニ テ ュ

ア 土 器
口 径  4 6cm

〇暗 赤 褐 色 ～ 灰 褐 色
0白 色 の ガ＼砂 粒 を含 む
0酸 化 炎 焼 成 され 良 好

55--10
ミニ チ ュ

ア 土 器

ｃｍ
ｍ
ｃｍ

径

径

台

大

口

器

最

〇灰 褐 色 ～ 赤 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を多 く含 む
0酸 化 炎 焼 成 され 良 好

55--11 ユチ
器
二
土
ミヽ
ア

口 径  5 1cm ナ デ

〇暗 赤 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇酸 化 炎 焼 成 され 良 好

55--12

手 ず くね

土 器

鉢 (高不
か ?)

口 径  11 4cm
デ

ズ

ナ

ケ リ

0暗 褐 色
〇 白色 の お 砂ヽ 粒 を や や 多 く

含 む
〇良 好

55--13

ユ
　

ね

テ
器

く

二
土
ず

ミ

ア
手

鉢

回径  6 8cm
器 高  2 9cln

全面 ナデ

指頭 庄痕 を多 く残
す

〇暗赤褐 色 、断面 :暗青灰
色
O白 色 の微 砂粒 を含 む
〇酸 化炎焼 成 され るが硬 質

55--14 土 製 円 盤
ｍ

ｍ

ｍ

径

径

さ

長

短

厚
ナ デ

O灰 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を多 く含 む
0良 好

55--15 土 製 円盤 厚 さ  1 2cm
O暗 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

56- ユ 土 師 器

甕
ヨコナデ ?

〇灰 褐 色
0 2 alll前 後 の 白 色 、 黒 色 の

砂 粒 を非 常 に 多 く含 む
〇良 好

磨滅 が い ち じる
し く調整不 明

56-2 上 師 器

鼓 形 器 台
デ

？

ナ

リ

デ

コ
ズ

ナ

ヨ

ケ

0明 灰 裾 色
〇 ガ ラ ス質 の微 砂 粒 を含 む
〇良 好

56-3 土 師 器

笙
回空垂 19 2cm ヨヨナデ

0明 赤 灰 色
O白 色 、 赤 色 の 砂 粒 を多 く
含 む
〇良 好

56-4 土 師 器

甕
口径  17 6cm

〇灰 白色 ～ 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

56-5 土師 器

密
口径  23 4cm

内面  マ メ ツ
外 面  ナ デ  ケ ズ
リ マ メ ツ

〇灰 褐 色
02～ 3 allnの 白 色 の 砂 粒 を
非 常 に多 く含 む

0や や 軟 質
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58-5 甕 回 径 17 8cm
ケヽ メ後 ヨコナ デ

〇明 灰 褐 色 ～ 橙 色
〇灰 色 の 小 砂 粒 を少 � 含 む
0良 好

68-6 饗 ? 口 1垂  15 9cm
′ヽ ケメの後 ヨヨナ

〇明 灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

58- 7 ベナ
＞

甕

か
口 径  20 2cm ケヽメ ヨコナデ

0暗 褐 色
〇白色 の砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

58-8 甕 回径  18 4cm
ハ ケ メの 後 ナ デ
ヨ コナ デ

〇暗 赤 褐 色  口 縁 部 外 面 に
ス ス付 着
0白 色 の微 砂 粒 を含 む
〇良 好

58-9 墾

ナデ、ハケメを残
す ケズリ
ヨコナデわずかサこ
ハケメを残す

0灰 褐 色  口縁 外 面 に ス ス
付 着
0白 色 の 4ヽ砂 粒 を 含 む
0良 好

継 ぎ目の粘 上 が
大 き くたれ下 が
る (内面 ナ デ)

58-10 墾

あ らいハ ケ メ
こ ま か い ハ ケ メ
ケ パ リ
ヨヨナデ  ハ ケ メ

〇赤 褐 色  断 面 :黒褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

58--11 甕 回径  12 9cm

ハ ケ メの後 ナデ
ナデ、 ケズ リ
ヨコナ デ
細 い ハ ケ メ の 痕 を
多 く残 す

〇淡褐色
〇ガ ラス質 の砂 粒 を非 常 に

多 く含 む
〇良好

58-12 甕 国径  10 0cln

′ヽ タ メの 後 ヨ コナ デ
′ヽアメの後 ナデ、 ケ く
リ ハ ケメで文様状 に

′ヽ ケメの後 ココナデ

〇明 赤 褐 色
〇灰 色 の小 砂 粒 を含 む
〇良 好

58--13 憂 口1≧  17 2cm
わ ず か に ハ ケ メ を
残す
ハ ケ メの後 ヨヨナ
デ

0灰褐色 、 外面 に橙色 付 着
物 あ り
0灰色 の小 砂粒 を少量 含 む
〇良好

58--14 甕 回径  16 5cm

ハケメの後ヨコナ
デ ナデ、ケズリ
ヨコナデ
ハケメを残す

0橙灰色  外面 一 部黒 変
01～ 2 Hullの 白色 の砂 粒 を
残 す
0良好

58--15 墾 口径  26 6cm

ハケ メの後 ヨコナ
デ  ナデ、 ケ ズ リ
ヨコナ デ
ハ ケ メ ?

〇灰 褐 色  外 面 に は ス ス が
厚 く付 着
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

粘土 付着 (口縁
き[)

58--16 墾 口径  12 4cln

ハケメをわずかに
残す ケズリ
ヨ コ ナ デ
ハ ケ メ

〇暗 赤 褐 色  口 縁 部 外 面 は
黒 変
01m位 の 白色 の 砂 粒 を含
む  〇良 好

58--17 三 口 径  13 7cm
あ

コ

わ

メ

ヨ

を

ヶ

　

メ

デ〕翔′ヽヶ射

コナカヶデ江

ヨ
わ

リ

ナ
ず

〇灰 福 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

58--18 甕 口 径  13 2cm
ハ ケ メの後 ヨコナ

ケ パ リ

〇暗 褐 色  一 部 ス ス に よ り
黒 変
〇 白色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

59-ユ 変 口 径  15 6cm ヨコナデ
〇暗 赤 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

回縁 音「が わ ずか
に外 反 す る

挿図番号 番号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

56--21 器師
？
土
甕

口径  18 5cln ヨ コ ナ デ
〇橙 褐 色
〇灰 色 の 小 砂 粒 を多 く含 む
O良 好

56--22 土 師 器

甕
口径  24 5cm

ヨコナデ
チデ

①橙 灰 色
〇灰 色 の 小 砂 粒 を含 む
〇良 好

二の頃
？

Ｃ

か

６

縁
一
国

５

重

57- 1 土 師器
/」 壷ヽ

口 径  ■ 7cm
ヨ コ ナ デ
ハ ケ メ

ケ ズ リ

0外 面 :暗赤 褐 色  一 部 黒
変  断・ 内 面 :灰褐 色
〇ガ ラス質 の砂 粒 を含 む
〇良好

57-2 土 師 器

甕
口径  7 8cm

ナデ ケズリ
ヨ コナ デ
ハ ケ メ

〇橙 褐 色
〇 白色 の イ 砂ヽ 粒 を含 む
0良 好

57- 3 上師 器
/Jヽ三

口径  7 2cm
ナデ ケズリ
ヨコナデ ハケメ
継ぎ目にすきまが
空いている

〇橙 灰 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

57-4 土師器
/」 壷ヽ

国 径  9 9cm
ケ ズ リ
ヨコナデ ?
ハ ケメ 不 明

〇明 橙 褐 色
0灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

風化 に よるマ メ
ツが大 きい

57- 5 上 師 器
/1ヽ 壺

回 径 lcm

ヨコナデ ナデ?
ヨコナデ
わずかにハケメを
残す

〇乳 白色
〇灰 色 の 小 砂 粒 を含 む
〇良 好

57-6 土 師 器

壷
回径  11 5cln

ヨコナデ  ケズ リ
ヨヨナデ  ハ ケ メ

〇暗 赤 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を含 む
0良 好

57- 7 上 師 器

小 型 靖

ナ デ  ケ ズ リ
ナ デ  ヘ ラ】犬工 具
を使 用

〇暗 灰 褐 色
〇 白色 の イ 砂ヽ 粒 を 含 む
〇良 好

庄 内 の 時 期 ?

57-8 上 師 器 回径  11 8cm
ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ
ハ ケ メか ?

〇褐 色 ～ 赤 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

手 ず くね か ?

57-9 土師器
/」＼壺

メ

デ

ヶ

ナ

ハ
後

デ

の

ナ

メ

リ

デ

コ

ヶ

ズ

ナ

ヨ

ハ
ケ

〇明 褐 色  外 面 一 部 黒 変
0白 色 の イ 砂ヽ 粒 を含 む
〇良 好

58- 1 霊 口径  13 5cm
ヨ ヨ ナ デ
ハ ケ メの 痕 跡 を わ

ずかに残す

〇明 灰 褐 色  外 面 に ス スが
厚 く付 着
0灰 色 、 ガ ラ ス質 の砂 粒 を
含 む  〇良 好

58-2 甕 口径  16 0cm

ヨ コ ナ デ だ が ハ ケ
メ を 多 く残 す
ヨ コ ナ デ わ ず か とこ
ハ ケ メ を残 す

〇明 白茶 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

58-3 直 口 壺 口Cと  17 3cln

ヨコナデ ケズリ
の後ナデ
荒いケズリとナデ
ヨコナデ ハケメ

〇暗 褐 色  外 面 に ス ス が 多
量 に付 着
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

58-4 甕

ヨヨナデ  ケズ リ
ナ デ  ハ ケ メ (外
面 :巾 2 3cm■ 本
位 の単位 )

〇明 灰 褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

内面 マ メ ツ
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弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

59--17 高 邦 口径  16 9cm ヨコナデ

色
色

多

好

褐
白

に
良

〇

〇

　

　

〇

赤色 の砂 粒 を非 常
含む

59--18 弥 生 土 器

甕
口径  17 6cm

ヨ コ ナ デ
ハ ケ メ ?

〇暗 褐 色  一 部 ス ス に よ り
黒 変
0白 色 の 微 砂 粒 を わ ず か に
残 す  0良 好

59--19 墾 口径  23 6cln

ヨコナデ ケズリ
ハケメの後ヨコナ
デ
ハケメの後ナデ

0明 赤 灰 色
〇灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

59--20 甕 口 径  15 6cm

ヨコナデ
強いナデ? ケバ
リ ハケメを残す
粘上のつぎめ

〇暗 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

59--21 墾 口径  20 2cm

ヨコナデ ケズリ
ハケメの後 ヨコナ
デ
ハケメ ナデ

〇明 橙 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

外 面 は赤色顔 料
使 用 か ?

59--22 甕 回径  16 8cm
ヨコナデ ケズリ
ナデ ハケメ

〇暗 赤 褐 色  外 面 一 部 黒 変
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

59--23 窒 口径  18 8cm
ケ ンヾ リ
ヨコナデ

細 いハ ケ メ

〇灰褐 色  口縁 部 外面 は ス
ス に よ り黒変
〇灰 色 の小砂粒 を多 く含 む
〇良好

59-24 甕 口 径  19 4cm
ヨコナデ  ケズ リ
ハ ケメ

O外 面 :灰 褐 色 一 部 黒 変
内面 :明橙 褐色
021111位 の ガ ラス質 の砂 粒
を含 む  0良 好

断 面 :暗灰 褐 色

60-1 高 イ 底 径  10 9cm ナ デ
ケズ リ

〇灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

ゆ が み が 大 き
く、 ひ び 割 れ あ
り
2次焼 成 か ?

60-2 高 坪 回 径  14 2cm

ヨコナデ  ハ ケ メ
の後 ヨコナ デ  ナ
ナ メ方向 のハ ケ メ
を多 く残 す  ナ デ

〇明 灰 白色
0暗 灰 色 の 小 砂 粒 を多 く含
む
0良 好

60- 3 高 野 口 在垂 17 2cm ヨ コ ナ デ
0明 褐 色
〇灰 色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

60-4 高 不 国径  16 8cm

ハ ケ メ の (登 ヨ コ ナ

ヨ ヨ ナ デ
ハ ケ メ

0明 灰 褐 色  赤 色 顔 料 を使
用
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

60-5 高 不 口径  16 8cm
ヨ コ ナ デ
ハ ケ メの 後 ヨ コナ
デ

〇明 灰 褐 色  外 面 → 赤 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

60-6 高 邪 口径  21 2cm

タテ方 向の ヘ ラ ミ
ガ キ
ヨコナデ の後 タテ
方 向 のヘ ラ ミガ キ

0暗灰褐 色
〇白色 の微 砂粒 をわずか に

含 む
0良好

60-7 高 fTh 口径  14 0cm

ていねいなナデ
ハケメを残す
ハケメのコていね
いなナデ

〇暗 赤 色
〇 白色 の 砂 粒 をわ ず か に含
む
0良 好

言図番号
肪
弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 戊 備 考

59-2 一璽 口4≧  14 0cm

ハ ケ メ の 後 ヨ コ ナ

ナ デ
ヨ コ ナ デ

〇明 灰 褐 色  外 面 黒 変
0白 色 の 月 砂ヽ 粒 を わ ず か に
含 む
0良 好

59-3 口 径  13 2cm

ナデ
わ ず か にハ ケ メを
残 す
ナ デ

〇明 灰 白色
0灰 色 、 赤 色 の 砂 粒 を含 む
0や や軟 質

59-4 甕 口そ≧ 14 2cm

ナデ、ケズリ
荒いナデ
ハケメを残す ナ
デ

0灰 褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

外 面 の ナ デ は非

常 に荒 い

59-5 甕 回径  17 2ctn デ

リ

ナ

ズ

コ

ケ

ヨ

0明 褐 色
〇 白色 、 黒 色 の 小 砂 粒 を 多
く含 む
〇良 好

59-6 甕 回径  17 8cm
ヨコナデ  ケ ズ リ
ハ ケ メ ナデ
ヨコ方向 の ナデ

0暗橙褐 色  口縁 外面 は多
壁 の スス付 着
〇白色 の月ヽ 砂粒 を

'辟

訥こ多
く含 む 〇良好

59-7 甕 口 径 6cm

ナデ ケズリ
ヨ ヨナ デ
ハ ケ メ状 に み え る
ヨ コナ デ

O暗 灰 褐 色
〇 白色 の ノ」ヽ砂 粒 を 非 常 に 多
く含 む
〇良 好

59-8 墾 口径  12 8cn
デナ

リ

コ
ズ

デ

ヨ

ケ

ナ

()明褐 色 、 外 面 :黒変
〇 白色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

59-9 甕 口径  16 4cm
ヨ コ ナ デ
ハ ケ メの 後 ヨ コ ナ

〇明灰褐 色  外 面 の 一部 に
ススイ寸着
0白 色の砂 粒 を多 く含 む
〇良好

ヨコ方向 に工具
痕 が 見 え るが ケ
パ リで すまな い

59--10 甕 口径  13 8cm ナデハケメ

〇明 橙 灰 色
C)白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

59--11 墾 口径  15 2cm
ヨコナデ
ケ ズ リ

(う 淡 橙 色
0ガ ラ ス質 の微 砂 粒 を 多 く
含 む
0良 好

59--12 高 杯 口 径 8cIII

ヨ コ ナ デ
ハ ケ メの 後 ヨ コ ナ

デ

〇橙 色
0白 色 の砂 粒 を多 く含 む
0や や軟 質

59--13 甕 口 径 17 6cln
（ア

，

ナ

リ

コ

ズ

ヨ

ケ

0明 褐 色
〇 白色 、 灰 色 の 小 砂 粒 を 多
く含 む
〇良 好

59--14 墾 口そ垂 19 2cm
ヨヨナデ ケズリ
ハケメの後ヨコナ

0明 橙 灰 色
O灰 色 の 小 砂 粒 を非 常 に 多
く含 む
()良好

59--15 甕 回 径  19 4cm

ヨコナ デ  ケズ リ
ナ デ  ハ ケ メの後
ヨ コナデ
ハ ケメが 多 く残 す

0橙灰色
0白 色 の砂 粒 を多 く含 む
〇良好

59--16 墾 口 宅垂 16 4cm
り

あ

デ

バ

の

一

一

眸

操

コ
　
コ

ラ
　
つ

ヨ

ヨ

ヘ

た

〇灰褐色
O白 色 の砂粒 を含 む
〇 良 好
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60--23 高 邦 底 径  12 5cm ケズリハケメの後ナデ

〇淡 灰 褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 を非 常 に 多
く含 む
0良 好

60--24 高 不

ナ デ
接 合痕
芋旨押 え

〇明 橙 灰 色
0 2 Hll前 後 の 白色 の砂 粒 を
含 む
0良 好

60--25 高 不 底 径  10 8cm
離

デ

バ

割

ナ

ケ

〇暗 灰 褐 色
0 1 olllく ら い の 白色 の 砂 粒
をや や 多 く含 む
〇良 好

60--26 高 郭 底 径  14 4cm ケメの後ナデ

〇淡橙褐色
O密 (l RIIn以 下 の長石、石英 を
少■■l含 む )

(つ 良 好 (た だ し風化 している〉

風 化 の た め調 整
不 明

60--27 高 邦 底 径  14 3cm

ケズ リ
ナデわ ず か にハ ケ
メ を残 す
ナデ

〇明 赤 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を わ ず か に

含 む
〇良 好

60--28 高 邪
ナデ
ハケメを残す

0淡 明 褐 色
0白 色 の オ 砂ヽ 粒 を わ ず か に
含 む
〇良 好

60--29 高 不 底 径  11 7clll
キガ

デ
ミヽ
ナ

ラ

転
へ
回

〇淡 黄 褐 色
〇や や 粗 (l Eun以 下 の 長 石 、
石 英 等 砂 粒 を含 む )
0良 好

61-1 高 杯 底 径  ■ 8cm
接 合 痕 あ り

回 転 ナ デ  ハ ケ メ
ヘ ラ ミガ キ

〇淡 橙 褐 色
〇や や 粗 (1 4ul程 の 民 石 、
石 英 等 砂 粒 を含 む )
0良 好

脚 言Бの み

61- 2 高 邦

ていねいなナテ
わずかにハケメを残す
ケズリの後Aケ メ
ハケメの後 ナデ

〇 灰 白 色
〇 灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇 良 好

補 強 粘 上 分

脚 は 中心 を は ず
れ る

61-3 高 杯

ナ デ ?
ヤ旨押 え
接着 のた めの キズ
多数

〇赤 橙 色  断 面 ―灰 褐 色
〇灰 色 の 小 砂 粒 を含 む
〇良 好

61-4 局 不

て いオaい な ナデ
ハ ケ メ

指押 え

〇橙 灰 色
0灰 色 の 小 砂 粒 を含 む
0良 好

61-5 高 郭 底 径  H2cm

ハ ケ メの後 ヨコナ

ケ ズ リ
ナデ

〇明 橙 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を多 く含 む
〇良 好

61-6 高 不
ハ ケメ
タ旨押 え

〇淡 橙 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を わ ず か に
含 む
0良 好

内 面 見込 み 部 に

指 頭 圧 痕
ヘ ラ ミガ キ

61-7 高 杯

マ メ ツ
ナ デ

旨́押 え

O桃 白色
〇灰 色 、 赤 色 の 小 砂 粒 をわ
,・か |こ て手£,
0や や 軟 質

61-8 高 坪
ナデ
ヨヨナデ

O外 面 橙 灰 色 、 内 面 ～ 断 面
灰 褐 色
0白 色 の 刀 砂ヽ 粒 を 多 く含 む
0良 好

挿図番号 コ版雪号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

60-8 高 不 口径  20 8cltl
ハ ケメの後 ヨコナ

〇橙 色
0白 色 、 灰 色 の 砂 粒 をや や
多 く含 む
0良 好

60-9 高 邦 回 径  18 9cm
′ヽケメのイ麦ヨコナ

〇橙 灰 色
〇灰 色 の 砂 粒 を多 く含 む
0良 好

60--10 高 杯 回径  18 6cn

ハケメの4塗 ミラヴキ
強 い ヨ コ ナ デ
ハ ケ メの 後 ミガ キ
ナ デ ? 割 離 面

〇明 灰 褐 色
〇灰 色 の 砂 粒 をわ ず か に含
む
〇良 好

60--1ユ 不 ? 口径  16 1cm
ミガ キ ?
ナデ
ハ ケメ

〇 橙 色
〇 白 色 の 砂 粒 を 含 む
〇 良 好

60--12 高 不 口径  22 4cm ミガ キ ?
外面調整不 明

0明 褐 色 ～ 灰 掲 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好 だ が 風 化 に よ り表 面
は マ メ ツ

60--13 高 )不 か ? 口径  12 3cm

ヨコナデ  ナ デ
ハ ケ メの後 ヨコナ
デ
ハ ケ メを多 く残 す

〇明 赤 灰 色
〇 白色 、 赤 色 の 砂 粒 を少 堂
含 む
〇良 好

60--14 高 邪 ナデ ?
〇暗 灰 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

60--15 高 郭 底 径  12 0ctn
ケズリヨコナデ
ていねいなナデ

〇橙 色
〇 白 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

60--16 高 不
指圧 痕  ケ ズ リ
ナデ

0暗 赤 色
〇 白色 の 砂 粒 をわ ず か に含
む
0良 好

60--17 高 杯

ナ デ
わ ず か にハ ケメ を
残 す
ケズ リ

0明 橙 灰 色  内 面 黒 灰 色
O白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

60--18 高 ■TN
内 面 マ メツ
ハ ケ メ指押 え

0外 面 赤 灰 色 他 は褐 色
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

60--19 高 不 底 径  ■ 5cm
ズ

デ

ケ

ナ

〇橙 褐 色
〇 ガ ラ ス質 、 自色 の 小 砂 粒
を非 常 に 多 く含 む
〇良 好

外 面 に赤 色 顔 料
使 用 ?

60--20 高 不 底 径  10 6cm ケ ズ リ
外 面 マ メツ

〇明 褐 灰 色
〇灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

60--21 高 不
キガ

す

ミ

残

後

を

の

メ

メ

デ

ケ

ケ

ナ

ハ

ハ

0明 橙 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

60--22 高 不 底 径  10 6cm

しばリロヨコ方向のナ
デ わずかにハケメを
残す タテ方向のナデ
ヨコナデ

〇淡 褐 色  断 面 乳 白色
〇 白色 の小 砂 粒 を含 む他 、
赤 色 の 5 EUl位 の か た ま り
を含 む  〇良 好
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62-8 甕 口 径  155卿
ヨコナデ ケズリ
ハケメ?

〇暗 赤褐 色  外 面 はススが
厚 く付 着
0白色 の砂粒 を多 く含 む
0良好

62-9 甕 口径  19 2cm
ズケア^ナ

？

メ

コ

デ

ケ

ヨ

ナ

ハ

〇暗 赤 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を含 む
0良 好

62--10 甕 回径  33 4cm
ヨコ方 向の ナデ
ケ ズ リ
ヨ コナデ

0暗 赤 褐 色 、 断 面 :灰褐 色
〇白色 の砂 粒 を多 く含 む
O良 好

62--11 甕 回 径  14 3cm

ヨコナ デ、 ナデ
ハ ケ メ
ヘ ラ状 工 具 |こ よ る
キ ズあ り

〇暗 褐 色
0白 色 の 4ヽ砂 糧 を非 常 に 多
くて手む
〇良好

62--12 甕 回径  19 1cm
ヨ コ ナ デ
ハ ケ メ

〇赤褐 色  外面 は ススが 厚
く付 着
0白 色 の小砂粒 をわず か に
含 む  0良 好

62--13 甕 回径  14 5cln ヨ コ ナ デ

〇褐 色 、 外 面 に厚 くス ス が

付 着
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

62--14 褻 口径  19 0cm

て いね い なナデ
荒 いナ デ  ケ ズ リ
ナ デ  ハ ケメが わ
ずか に見 え る

〇明 橙 灰 色
〇 白色 の イ 砂ヽ 粒 を 多 く含 む
0良 好

62-15 甕 口径  15 2cm
ヨ コ ナ デ
ケ ズ リ

0暗 褐 色 、 外 面 に ス ス が 厚
く付 着
〇 白色 の /」 砂ヽ 粒 を 含 む
0良 好

62-16 墾 国径  22 2cm ケ ズ リヨコナデ

〇赤褐 色
0ガ ラス質 の微 砂粒 を含 む
0良好

62--17 妻 口 径  28 2cn ヨ コ ナ デ

〇明 橙 灰 色
〇白 色 の 小 砂 粒 を含 む
O良 好

つぶれ た感 じ
ふせ た もの ?

62--18 甕 口 径  28 4cln
ヨ コ ナ デ
ケ ズ リ

〇橙 褐 色
〇ガ ラ ス質 の微 砂 粒 を多 く

含 む
〇良 好

63-1 不 底 径   60alll 回 転 糸 切 り痕
粘 土 組 巻 き上 げ痕

〇明 桃 橙 色
〇良 好

63-2 椀 底 径  6 4cm 糸切 り (痕跡 が外
サこぬ けて �ゝ る)

〇淡 橙 色 ～ 明 赤 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 、 赤 色 の 砂

粒 を含 む
0良好

63-3 皿 ? 底 径  6 2cn ナ デ
回転 糸切 り

0外 面 :暗赤 灰 色  内・ 断
面 :暗灰 白色
0褐 色 の 砂 粒 を含 む
0や や軟 質

463- ●TN 底 径  6 0cm
回 転 ヘ ラ切 りに見
え る

強 い ナ デ

0明 灰 褐 色
O灰 色 の 微 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

斎図番号
図版
番号 器  種 法  量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

61-9 弥生 土器
高郷

回 径 17 8cm
ていね い な ナデ

網 いハ ケ メ

〇暗褐色
0 2 allぐ らいの ガ ラス質 の

砂 粒 を含 む
O良好

6■ ―-10 高 不 口径  12 7ctn
ミガ キ
ヨコナデ
ミガ キ

0暗 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を含 む
0良 好

61--1■
弥 生 上 器

鉢
口 径  11 lcn

ミガ キ
ヨ ヨナ デ

荒 い ミガ キ

O暗 褐 色
0白 色 の 微 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

61--12 弥 生 土 器
鉢

口径  12 2cln

ガ キ

ヨヨナデ状 のて し

な い なナ デ
荒 い ミガ キ

0暗 赤 褐 色
O白 色 の 微 砂 粒 を わ ず か に
含 む
0良 好

61--13 鉢
ｍ
Ｃｍ
ｍ

径

径

高

大

国
器

最

ミガキ
ヨ コ ナ デ

マメツーナデか ?

0明 褐 色
0白 色 の 微 砂 粒 を少 量 含 む
〇や や軟 質

内面 は、 暗褐色
の ものが うす く

付 着

61--14 鉢 口 径  15 5ctn ア^ナ

？
コ

ア^

ヨ

ナ

0暗 灰 褐 色  外 面 に は ス ス
が 厚 く付 着
0白 色 、 赤 色 の 小 砂 粒 を少
量 含 む  0良 好

61--15 底 者Б
ナデ
センイ状の厚痕

O明 灰 色
0小 砂 粒 を含 み 、 赤 色 の 粘
土 状 の小 さ なつ ぶ が み ら

れ る  0良 好

庄 内 式 と関 係 ?

61--16 低 脚 不 底径  8 2cln
ナデ
押え ヨコナデ

赤
暗髄帆　仲

躯郷座拶“鉾”鉤財

1か所のみ ナ
のくIFみ
棒状のものをタ
に押しあてている

ゾ

62-ユ 孝豆 ロイ垂 12 4cm ア^
，

ナ

リ
コ
ズ

ヨ

ケ

0暗赤褐 色  断面 :口縁 部
の一部 は黒 褐色
〇ガ ラス質 の小砂 粒 を多 く

含 む  〇良好

62-2 甕 口 径  15 4cln ナ デ
0明 橙 灰 色
O白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

62-3 甕 口径  24 4cm
ヨコナデ
ナデ ケズリ

0淡 橙 色
〇白 色 の オ＼砂 粒 を多 く含 む
0良 好

62-4 甕 回径  18 0cm ヨ コ ナ デ

O暗 褐 色  回縁 部 外 面 黒 変
0白 色 、 赤 色 の 微 砂 粒 を多
く含 む
0良 好

62-5 餐 口 径  17 7cm
ヨ コ ナ デ
ハ ケ メ  ケ ズ リ

〇暗褐色 、外面 に ススが 多
量 に厚 く付 着
〇砂粒 を多 く含 む
〇良好

62-6 甕 口径  17 5cm

ヨコナ デ

謝常音БにЯっIデか |こ淋古
上 を張 り出 して い

る

〇明 橙 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

62-7 甕 口そこ 17 8cm
ヨヨナデ
ケズリ

0橙 褐 色  外 面 一 部 黒 変
0白 色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好
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63--20 郷 ? 底 径  5 5cm

ナ デ

同心 円の沈線 状 の
線 あ り
回転 糸切 り

〇淡 灰 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を含 む
〇や や 軟 質

63--21 4ヽ Illl 底 径  6 0cm
うず まき状 のナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

0明 赤 褐 色
〇 白 色 の オ 砂ヽ 粒 を 多 く含 む
〇 良 好

63--22 邪 底 径  5 8cm
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り ?

0淡 褐 色
0自 色 の 小 砂 粒 を非 常 に 多
く含 む
O良 好

兄
　
外
な

い

″
　
っ
版
庫

”
る
れ
時
期

帥
れ
盤

に
ら
，

一
ら
円
面
が
で

63--23 椀 底 径  7 6cm プ デ  沈 線
回 転 糸切 り

〇赤 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
0や や 軟 質

63--2珀 椀 底 径  8 2cm デ

リ

ナ

あ

後

痕
り
圧

デ

切

ミ

ナ
糸

モ

〇褐 色
0黒色、 赤 色 の小 砂粒 を含
む
0良好

63--25 /1ヽ [皿 底 径  5 8cm

うず まき状 のナ デ
ナ デ、 回転 糸切 り
糸切 り痕 が つぶ れ
て い る

O淡 橙 褐 色
〇 白色 、 赤 色 の 砂 粒 を含 む
〇や や 軟 質

63--26 皿 底 径  5 2cm

〇責 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を わ ず か に

含 む
〇良 好

63--27 皿 底 径  4 5cm ナデ
回転糸切 り

〇橙褐色
0赤色の砂粒 をわ ずか に含
む
0軟質

63--28 椀 底 径  5 6cm ナ デ
回転 糸切 り ?

0明 橙 灰 色
0白 色 の イ 砂ヽ 粒 を わ ず か に
含 む
0や や 軟 質

63--29 椀 底 径  6 6clll
ナデ
強 い ヨ コ ナ デ

ナデ 回転糸切 り

0明 灰 白色
〇黒 色 の 微 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

63--30 椀 底径  6 2cm

ま

け

　

り

ず

つ
　

切

う

を
　

糸

り
様

　

転

よ
文

デ

回

に

の
ナ

具
状

後

デ

エ
き

た

ナ

〇灰 褐色
〇白色 の砂 粒 を多 く含 む
〇やや軟 質

外 面 にわ ず か に

赤 色顔料 付 着

63-31 邦 底 径  8 9cm り
痕
切

厚

糸

の

デ
転
状

ナ
回
板

〇灰 褐 色
〇赤 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

64- 1 椀 底ぞそ  6 1cm
うず まき状 の沈線
とナ デ  ナ デ
沈線 が一 周 す る
回転 糸切 り

〇橙 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を多 く含 む
0や や軟 質

64-2 椀 底径   6 1cm
うず まき状 の沈線
ナ デ
回転 糸切 りか ?

〇明 褐 色 ～ 暗 灰 褐 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
0軟 質

64-3 郭 底 径  6 8cm ナ デ
回転 糸切 り

〇灰 褐 色
〇赤 色 の 砂 粒 を含 む
〇や や 軟 質

煮図番号
図版
番号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

63-5 皿 底径   4 5cm ナ デ
0桃 色
〇赤 色 の 砂 粒 を含 む
0軟 質

外面 底 言[マ メ ツ

63-6 椀 ? 底 径  5 9cm ナ デ

〇明 橙 灰 色
〇赤 色 の 砂 粒 を わ ず か に含
む他 、 白色 の微 砂 粒 を含
む  0や や 軟 質

〃  マ メ ツ

63-7 椀 底 径  7 7cm
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 灰 褐 色
0赤 色 の 砂 粒 を含 む
〇や や 軟 質

63- 」ヽ皿 底 径  6 1cm
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇淡 橙 色
0赤 色 の 砂 粒 を含 む
0軟 質

63-9 椀 ? 底 径  5 6cln ナ デ
0橙 色 ～ 明 赤 灰 色
O白 色 の オ 砂ヽ 粒 を 含 む
〇良 好

外面 底部 マ メ ツ

内面底部 は大 き
くか たむ い てい

る

63-10 椀 底 径  5 4cln
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 赤灰 色
0白色、 赤 色 の砂 粒 を含 む
0やや軟 質

63-11 椀 ? 底 径  5 6cm
O淡 桃 灰 色
〇 白色 の微 砂 粒 を含 む
0や や軟 質

63--12 椀 底 径  6 1cln 痕敗

り

デ
失

切

ナ
リ
糸

デ

コ
切
転

ナ

ヨ
糸

回

〇明 灰 褐 色
〇 白色 、 赤 色 の 微 砂 粒 を含
む
0や や 質

内面 は うず まき
状 の ナデ

63-13 椀 底 径  6 4cm ナ デ
回転 糸切 り

〇橙 褐 色
〇赤 色 の 砂 粒 を含 む
0や や軟 質

63--14 皿 底 径  6 0cm
回転 ナデ
ナ デ

回転 糸切 り

〇明 淡褐 色
〇黒 色 、 赤 色 の 小 砂 粒 をや

や 多 く含 む
〇良 好

63--15 郭 底 径  7 0cm

ナ デ
高台 状 に見 えるが
平底
回転 糸切 り

〇淡 灰 褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0や や 軟 質

63-16 杯 底 径 5 4cm
ナ デ  沈線 あ り
ナデ
回転 糸切 り

〇桃 色 ～ 淡 橙 色
〇赤 色 の 砂 粒 を含 む
〇軟 質

63--17 椀 底 径  6 6cln ナ デ
回転 糸切 り

0明 橙 灰 色
0褐 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

63--18 邪 底 径  4 4cm
ナ デ
回転 糸切 りと板 状
厚痕

〇桃 色
O白 色 、 赤 色 の 砂 粒 を含 む
0や や軟 質

63--10 JTN? 底 径  64釦 ナ デ
回転 糸切 り

〇桃 灰 色
〇灰 色 の 微 砂 粒 を や や 多 く

含 む
〇良 好
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64--19 椀 底 径  8 1cm
ナ デ
糸切 りの失敗痕
回転 糸切 り

〇淡 灰 褐 色
〇灰 色 、 白色 の 少 砂 粒 を非
常 に 多 く含 む  `
〇良 好

64--20 椀 底 径  7 0cm ナ デ
回転 糸切 り

〇淡 橙 色
〇 白色 の 砂 粒 を わ ず か に含
む
〇良 好

64-21 /」 Iヽ皿 底 径  5 4cm
強 い ナデ
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 灰 白 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

64-22 杯 底径  6 4cm ナ デ
回転 糸切 り

〇赤 灰 色
0白 色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0良 好

64-23 椀 ? 底 径   9 6cm
ナ デ

糸 の 痕 跡 あ り
ナ デ 、 回 転 糸切 り

〇赤 灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を や や 多 く
含 む

64-24 椀 底 径  6 8cm

ナ デ
ナ デ

底 部板状 の厚痕 あ
り

0明 灰 褐 色 ～ 橙 灰 色
0灰 色 の 砂 粒 を多 く含 む
0やや軟質

外 面 底 部 不 明

65- 1 /1ヽ II I 底 径  5 0cm ナ デ
回 転 糸切 り

0淡 桃 色
〇 白色 の 小 砂 粒 、 赤 色 の 砂
粒 を少 量 含 む
〇軟 質

65-2 刀 lヽll 底 径  5 8cm ナ デ
回転 糸切 り

〇桃 白色
〇灰 色 の 微 砂 粒 を少 量 含 む
〇や や 軟 質

65- 3 /Uヽ皿
口 径

器 高

底 径

ナ デ

沈 線 状 の く|まみ

回 転 糸切 り

〇橙 灰 色
O白 色 の 微 砂 粒 を含 む
〇良 好

65-4 /1ヽ皿

口径
器 高
底 径

ｃｍ　ｃｍ　伽

うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

0明 赤 灰 色
0白 色 赤 色 の 小 砂 粒 を非 常
に 多 く含 む
0良 好

65- 5 !ヽ 皿 底 径  4 7cm
うず まき状 のナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 橙 灰 色
〇 白色 の Bヽ砂 粒 を 含 む
〇良 好

65-6 /」 皿ヽ 底 径  4 2cm
ナ デ

回 転 糸切 り

糸 の あ と

0明 白褐 色
0白 色 の お 砂ヽ 粒 を 多 く含 む
0良 好

65-7 底 径 3 4cm ナ デ
回転 糸切 り

〇明 灰 白色
〇灰 色 の 小 砂 粒 を や や 多 く
含 む
0良 好

65-8 /1ヽ I皿 底 径  4 0cm ナ デ
回転 糸切 り

〇 白色
〇黒 色 の 微 砂 粒 を含 む
0良 好

65-9 /」 皿ヽ 底 径  4 0cm ア^ナの状

り

き

切

ま
糸

デ
ず

転

ナ

う

回

〇淡 灰 色 ～ 淡 赤 色
0白 色 の 砂 粒 を ご くわ ず か
に含 む
〇良 好

帝図番号
版
号
図
番 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 上・ 焼 成 備 考

64-4 椀 底 径  5 4cm

うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り (糸切
り失敗痕 )

0淡 灰 褐 色
0白 色 、 赤 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

64-5 椀 底そ垂  5 6cm
うず まき状 の ナ デ
ナ デ

回転 糸切 り

O橙 褐 色
O赤 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
Oや や 軟 質

64-6 椀 底 径  6 7cm

うず まき状 のナ デ
強 いナデ に よ り条
線 が 入 る
回転 糸切 り

〇明 赤 灰 色
0赤 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

64-7 不 底 径  7 0cm ナ デ
回転 糸切 り

〇灰 褐 色
〇 白色 の微 砂 粒 を非 常 に 多
く含 む
0や や 軟 質

64-8 皿 底 径  4 5cm デナの状

り

き

切

ま

糸

ず

転

う

回

〇明 灰 白色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇軟 質

64- 9 」ヽ皿 底 径  4 4cm
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇橙 灰 色
O白 色 、 赤 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

64--10 皿 底 径  5 8cm
うす まき】犬の強 |ゝ
ナ デ  ナ デ
回転 糸切 り

〇明 橙 灰 色
0赤 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
0軟 質

64--11 /Jヽ 皿 底 径  5 4cm

デ

る

ナ

け

の

つ
＞

状

を

り

り

き

段

あ

切

ま

＜

痕

糸

ず

デ

具

転

う

ナ

エ

回

〇灰 白色
の灰 色 の微 砂 粒 を含 む
0良 好

64--12 杯 底 径  8 8cm ナ デ

0赤 白色
〇 ガ ラ ス質 の微 砂 粒 を少 壁

含 む
0良 好

外 面 底 部 マ メ ツ

64--13 ネ 口 径  15 3cm 回 転 ナ デ ?
〇明 橙 褐 色
0赤 色 の 砂 粒 を含 む
〇軟 質

64--14 不 底 径  7 3cm
犬んせ

　

り

ウヽ
　

切

く

＞

糸

デ

デ

く

転

ナ

ナ

傾

回

〇桃 灰 色 、 内 面 :灰褐 色
〇 白 色 の 小 砂 粒 をわ ず か に

含 む
0や や 軟 質

64-15 邪 底 径 7 2cm? ナ デ

0明 橙 灰 色
O灰 色 、 赤 色 の 砂 粒 を 多 く
含 む
0軟 質

大

面

が

外

み

く

が

部

ツ

ゆ

底

メ

64--16 邦 底 径  8 0cm
切

？

糸

デ

デ

転

ナ

ナ

回

0明 褐 色
O白 色 、 赤 色 の 砂 粒 を含 む
0軟 質

64--17 椀 底 径  5 9clll
あ
り
痕
切

厚

糸

の

デ
転

状

ナ
回
板

0淡橙灰 色
0砂粒 をほ とん ど含 まなヽ
0や や軟 質

64--18 llllor碗 底 径  6 4cm
強 い ナデ
ナ デ
回転 糸切 り

O赤 色
0赤 色 の 砂 粒 を 含 む
0や や 軟 質
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斎図番号
図版
番 号 器  種 法 量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

65--25 上 製 分 銅

さ
さ
　
径
量

高
厚
幅
孔
重

3 3cm

〇橙 色  底 面 付近 に一部 黒
変
〇白色 の オヽ 砂粒 をわず か に

含 む  0良 好

65--26
ミニ チ ュ

ア
土製 支脚

0灰 由色
0灰 色 の 微 砂 粒 を含 む
O硬 質 で 須 恵 器 に近 い

66-1 甑

O橙褐 色
0 1 Elm前 後 の ガ ラ ス質 の砂粒
を少 量含 む他、 白色 の小 砂
粒 を多 く含 む
〇良好

下面 ～先端 は火
を受 けてお り、
灰褐 色～ 一部黒
変

66-2 壷 ?
ケ ズ リ
ナ デ焼成後 ?

〇赤 褐 色
〇 白色 の イ 砂ヽ 粒 を含 む
0良 好

土 師 器 ?

66-3 上 製
支脚

0明 橙 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

内 側 に 当 た る部

分 は 良 く焼 けて
い る

66-4 上 製

支脚

〇橙 褐 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

66-5 上 錘

0明 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を含 む
0良 好

イまば、 全 面 マ メ
ツ してお り調整
不 明

66-6 上 錘
ｍ
　
ｍ
　
ｍ

長
　

径

全

幅

孔

0黒 褐 色
0ガ ラス 質 の 小 砂 粒 を 多 く
含 む
O良 好

67-1 須 恵 器

蓋

口 径

測 定 不 可 能
ナ デ

〇言 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

67-2 須 恵 器

蓋
口径  13 9cm ナ デ

0暗 青 灰 色
0白 色 の微 砂 粒 を含 む
〇良 好

67-3 須 恵 器

蓋
口径  12 3cm ナ デ

O暗 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

67-4 須 恵 器

蓋
口ぞと  14 8cln ナ デ

〇青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

67-5 器恵

？

須

皿
回 転 ナ デ
ヘ ラ切 りの 後 ナ デ

0灰 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

67-6 須 恵 器
皿

て いね い な回転 ナ

糸切 り ?
て いね い な ナデ

〇灰 色
0白 色 の 砂 粒 を わ ず か に含
む
〇良 好

67-7 須恵 器
高郵

底 径  9 8cm
3条 タテ沈線 の後
ヨコに 2条の沈線
ナ デ

〇青 灰 色
0白 色 の 月 砂ヽ 粒 を わ ず か に
含 む
0良 好

斎図番号
朋
弓
図
騒 器  種 法 量 調 整 色 調 ・ 胎 上・ 焼 成 備 考

65-10 /jヽ皿 底径   3 6cm
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 桃 灰 色
0赤 色 の 砂 粒 をわ ず か に含
む他 、 白色 の微 砂 粒 を含

む  0や や 軟 質

65--11 邦 底 径  4 5cm
ナ デ ?
回 転 糸 切 り

板 状 厚 痕  ナ デ

〇 白色 ～ 明 灰 褐 色
0自 色 、 赤 色 の 小 砂 粒 を 多
く含 む
0良 好

65-12 」ヽ■■ 底 径  5 2cln
ナデ

回転 糸切 り

〇暗 灰 褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を多 く含 む

0良 好

65--13 llll 底 径  4 0cln
ナデ
回転 糸切 り

〇明 橙 灰 色
〇赤 色 の 砂 粒 を含 む
0軟 質

65--14 皿 ? 底 径  4 4cm
ナ デ

回転 糸切 り
糸の あ と

0桃 灰 色
〇灰 色 の微 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

65--15 /」 Iヽ皿
回 転 ナ デ の 後 ナ デ

回 転 糸切 り

〇淡 褐 色 ～ 灰 褐 色
0 1 1tul以 下 の 白色 の砂 粒 を

多 く含 む
0良 好

65--16 」ヽ皿 底 径  43枷
ナ デ

回転 糸切 り

〇明 灰 白色
〇 白色 の 砂 粒 を非 常 に 多 く

含 む
0良 好

65-― ■7 皿 底 径  3 4cm ナ
デ
回転 糸切 り

〇褐 色
0自 色 の微 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

65--18 皿 ? 短 径  3 9cln
長 径   4 4cm

ナ デ

回転 糸切 り ?

0明 桃 灰 色
〇赤 色 の 小 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

65--19 不 底 径  3 5cln
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 灰 白色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

65--20 皿 底径  3 6cm ナデ回転糸切 りか ?

0白 色 ～ 明 灰 褐 色
〇灰 色 の 月 砂ヽ 粒 を や や 多 く

含 む
0良 好

65--21 皿 底 径  2 0cm ナ デ
回転 糸切 り

0褐 色
0自 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

65--22 器 種 不 明 底径   0 2cm ナ デ
回転 糸切 り

0淡 灰 褐 色
〇白色 、 赤 色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

65--23 甕
(ナ ′ミ?)

ナ デ
ロ ク ロメ状 の ナ デ

〇灰 褐 色
0白 色 の イ 砂ヽ 粒 を 含 む
o良 好

回縁 部外 面 に ス
ス付 着

65--24 甕
(ワ
ー′ミ?)

ナデ
ロクロ状に深い指
ナデをまわす

0淡 赤 褐 色 (外面 に ス ス付
嘉雪)
〇赤 色 の砂 粒 をわ ず か に含

む  0良 好
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煮図番号
版
号
図
番 器  種 法   量 調 整 色調 。胎 土・ 焼 成 備 考

69-2 須 恵 器
蓋

口 径  16 8cm
回転 ナ デ
ナ デ

0灰 色  内 面 に重 焼 痕 あ り
0灰 色 の 小 砂 粒 を含 む
〇良 好

69-3 須 恵 器
蓋

口径  14 6cm ナ デ
0青 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

69-4 須 恵 器

蓋
口径  12 4cm ナ デ

0暗 青 灰 色
〇白色 の 小 砂 粒 をや や 多 く

含 む
0良 好

69-5 須 恵 器

不
底 径  10 1cln

てい ね いな回転 ナ

ナ デ
静止 糸切 り

〇灰 色
〇 白色 の /1ヽ 砂 粒 を わ ず か に

含 む
0良 好

69-6 須 恵 器

杯
底径  10 6cm 回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り

〇灰 色
〇 白色 、 灰 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

69-7 須 恵 器
雰

底 径  9 9cm
ナ デ (沈線 状 の段
もナ デ に よる)
ナ デ

0灰 白色
〇白色 の微 砂 粒 を含 む
〇や や 軟 質

69-8 須 恵 器
邦

底 径  8 0cln ナ デ

0明 青 灰 色
0白 色 の /Jヽ 砂 粒 を含 む
〇良 好

69-9 須 恵 器

杯
底 径  7 6cn

ナデ

強 い ナデ
ヘ ラ 切 り の 後 ナ
デ ?

〇青 灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を わ ず か に

含 む
0良 好

69--10 須 恵 器
不

底 径  8 9cm ナ デ
回転 ヘ ラ切 り

0青 灰 色 ～ 暗 青 灰 色
0白 色 の 小 砂 粒 をわ ず か に
含 む
0良 好

69--11 須 恵 器
杯 底径   7 6cm 回転 ナデつ ぎ 目

〇淡 青 灰 色
0白 色 の イ 砂ヽ 粒 を合 む
0良 好

69--12 須 恵 器

杯
底 径  7 0cln ナ デ

〇明 言灰 色  外面 底部 に暗
緑 地 自然釉 が厚 く付着
〇白色 の微 砂粒 を含 む
0良好

69--13 須 恵 器

坪

伽
　
伽
　
Ｃｍ

径

台

径

回
器
底

ナ後

り

の

切

リ

デ

ラ

ズ

ナ

ヘ
ケ

転

止

ラ

回

静

ヘ
デ

〇明 灰 褐 色
0白 色 の 微 砂 粒 を わ ず か に
含 む
〇良 好

69--14 須 恵器
不 (8C)

径

径
口
底
153mm
104Шn

回 転 ナ デ後 ナ デ

回 転 ヘ ラ ケ ズ リの

痕 跡 を残 す

回 転 ヘ ラ切 り

〇灰 褐 色
0 1 Dul未 満 の 微 砂 粒 を含 む
〇良 好

69--15 須恵 器
杯

口径  14 5cm 回 転 ナ デ

〇灰 色
0白 色 の だヽ 砂粒 をわず か に
含 む
〇良好

69--16 須 恵 器

不
底径  6 0cln

回転ナデ
回転糸切 り

〇灰 色
〇 白色 、 黒 色 の 砂 粒 を少 量

含 む
〇良 好

挿図番号
コ1顔
写弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 上 。焼 成 備 考

67-3 須 恵器
高郷

底 径  6 8cm 全 面 ナ デ
0暗 青 灰 色
O白 色 の 砂 粒 を含 む
0硬 質

68- 1 須 恵 器
rTN蓋

リ
デ

切

ナ

ラ
転

デ

ヘ
回

ナ

0青 灰 色
01～ 2 4ullの 白色 の 砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

68-2 須 恵 器

蓋
口傘垂 16 2cm

回転 ナ デ
ヘ ラ状 ¢)も の とこよ
る キ ズ
ナ デ

O暗 灰 色
〇 白色 の や や 大 きい砂 粒 を

含 む
〇良 好

68-3 須 恵 器
蓋

つ まみ径
3 4cm 全 面 回 転

ナ デ

0青 灰 色
0白 色 の /」 砂ヽ 粒 を含 む
0良 好

68-4 須 恵 器

蓋

つ まみ径
1 4cm ナ デ

0青 灰 色 、 断面 ;灰色
0灰 色 の 小 砂 粒 を含 む
〇良 好

68-5 須 恵 器

高 杯

ナ デ
マ メ ツ

〇外 面 :黒灰 色 、内・断 面
灰 白色
0黒 色 白色 の砂 粒 を含 む
Oや や 軟 質

68-6 須 恵器
高郷

0青 灰 色
0 1 Hul前 後 の 白色 の砂 粒 を

多 く含 む
0良 好

剣離面
外面 に鉄 分付 着
す か し は な い

か ?

68- 7 須 恵 器
郷

高 台径 123all

調整は不明だが自然釉

付着

回転ヘラケズリ後ナデ
ヘラ切 り他は回転ナデ

〇外 面 ;青灰 色 、 内 面 ;灰
色
01～ 2 EUlの 白 色 の 砂 粒 を
多 く含 む  0良 好

内面 に 自然 TEI付
著

68-8 器恵

？

須
壷 だ三ぞと  9 8cm

ナ デ
回転 ナ デ
回転 ヘ ラ切 り痕

O青 灰 色
O白 色 の 小 砂 粒 をや や 多 く
含 む
〇良 好

よ

の
時

に
も

け

？

具

の
付

一

工
状

り

か

状

線

取

の

ラ
沈

台

も

へ
る
高

の

68-9 須恵 器
イ

国径

高 台 径

器 高

ｍ　ｍ　ｍ

内 面 強 い ナ デ

全 体 回転 ナ デ
ヘ ラ切 り

〇淡 青 灰 色
01～ 2 4ulの 白色 の 砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

高 台 がつ く

68--10 須 恵 器
杯

底 径  7 0cm
回 転 ナ デ

強 い 回転 ナ デ

回 転 糸切 り

0灰色
0灰色の小砂粒 をわずか に
含 む
0良好

68--11 須恵 器
皿 ? 底 径  12 0cm

回 転 ナ デ

強 い ナ デ
ケ ズ リ
ケズリの後カキロ

0明 灰 色
0白 色・ 黒 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

68--12 須 恵 器
邦

高 台 径 102n IIl
回 転 ナ デ の 後 ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り

他 は 回転 ナ デ

〇暗 青 灰 色
0 1 alll以 下 の 白 色 の砂 粒 を

含 む
〇良 好

高 台 が つ く。灰
かが りあ り

68--13 須 恵器
郭

底 径  15 2cm ナ デ

〇淡 灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を や や 多 く

含 む
0や や 軟 質

69-1 須 恵 器

蓋
口径  14 3cm ナ デ

0灰 色 ～ 暗 灰 色
0白 色 の /Jヽ砂 粒 を わ ず か に
含 む
0良 好
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薫図番号
版
号
図
番 器  種 法   量 調 整 色 調 ・ 胎 土・ 焼 成 備 考

71-2 須 恵 器

整
口径  20 4cm ナデ

強いナデ

0暗 灰 色 ～ 青 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を わ ず か に 含
む
〇硬 質

71-3 須 恵 器
壷

基音[径 100nll

平行 タタ キの後 カ

キ ロ
同心 同文押 え

剣 離 面

〇外 面 ;青灰 色 、 内 面 :灰
褐 色
〇や や 軟 質

71- 4 須 恵 器
デ

タ

ナ

タ

転

行

目

回

平

キ

キのそ発カ

O青 灰 色
01～ 2 olllの 白色 の 砂 粒 を
多 く含 む
0良 好

71-5 須 恵 器

墾
口径  37 0cm

え

キ
押
夕
文
夕
同

デ
行

心

ナ
平
同

〇白色
〇灰 色 の砂 粒 をや や 多 く含
む
0やや軟 質

71-6 須 恵 器

甕

平イ子タタ キカキ ロ
同心 同文押 え

〇灰 色
0白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

71- 7 須 恵 器

甕 片

平行 タ タキの後 カ
キ ロ
放 射 線状 の押 え

〇外 面 :墨色 、 内 面 ;淡褐
色
01～ 2 Huの 白 色 の砂 粒 を
多 く含 む  〇良 好

2次焼成 の痕 あ
り (ス ス付 着 )

71-8 須 恵 器

甕

ナデ
斜格 子 に見 える

平行 タタ キ

〇暗 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

72- 1 須 恵 器

転 用 硯

回径  15 0cm
器 高  2 7cm
底 径 (つ まみ

径 ) 6 5cm

ナ デ
ケズ リ

0青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を や や 多 く含
む
〇良 好

内 面 の ナ デ の 線 が
わずか に消 え、周線
部 を中心 に、わ ずか
に ス ミが 残 つて い

る。 また、高台 (つ
まみ)の 内側 も黒ず
んでお り、槻 として

使 用 した可 能 性 が

72-2 須 恵 器

転 用 硯
底 径
4至 )

み

ｃｍ

ま

０

つ

７
内面 ナ デ
ケ パ リ

〇青 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を や や 多 く含
む
0良 好

“
”
拶
”
”

面
着

み
ん
用
る

内
付

ま
ず
使
あ

73-1
磁

ｌｅ
ｌａ

白

Ⅳ

Ⅳ

0釉 :灰 を呈 し、 や や 厚 ヤ
0黒 色 の 微 砂 粒 を含 む

73-
磁

類

白

Ｗ
椀

O和 :黄味がかつた灰色
。体部外面に気泡が多 く見られる

他、わずかに貫入が入る、断面
で化粧上があるようにみえる

73- 3
磁

ｌｅ

白

Ｗ

0釉 :灰色 を呈 し、一 部 で
た まって厚 くな ってい る
0鼻色の微 砂粒 をわず か に
含 む

玉縁が/」 さヽし

73- 自 磁 Ⅷ

枕

0釉 :緑が か っ た 灰 色
〇体 部 外 面 に気 泡・ 貫 入 が

見 られる

73-5 白磁 Ⅷ

椀

緑 外面 に一部 でた まる、体部下
方 まで は粕 はかか つていない、
体部外面に気泡 が見 られ る
O灰色 を呈 し、黒色の微砂粒 をわ

煮図番号
版
号
図
番 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

69--17 須 恵 器
ltF 底 径  7 9cm 回 転

ナ デ

回 転 糸切 り

0明 灰 白 色
〇褐 色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む

0良 好

69--18 須 恵 器
邦

底 径  5 5cm 回 転
ナ デ

回 転 糸切 り

〇外 面・ 底 面 ;青灰 色 、断・
内 面 ;灰色
〇 白色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む

0良 好

69--19 須 恵 器
皿

底 径   58Hul
ろ く ろ 目

回 転 ナ デ

回 転 糸切 り

〇青 灰 色
0 1 Hull以 下 の 白 色 の 砂 粒 を

含 む
0良 好

69--20 須 恵 器

器 種 不 明

底 径  7 1cm
胴 部 最 大 径
12 9cm

て いね い な ナデ
ケ ズ リを残 す
回転 ヘ ラ切 り

0青 灰 色  上 面 に 自然 釉 多
量 に付 着
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

69--21 須 恵 器

盤
高 台 径 316alll

回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

〇言 灰 色
0 1 aul未 満 の 白色 の微 砂 粒
を多 く含 む
〇良 好

69--22 須 恵 器

盤

径
台

径

回
器
底

全面 ナ デ

〇青 灰 色
〇 白色 の イ 砂ヽ 粒 を含 む
o良 好

69--23 須 恵 器

盤

口径
器 高

底 径

卿　ｃｍ　卿

70-- 1
器恵

？

須

壷 底径   6 3cm
ナ デ
静止 ヘ ラ切 り ?

0青 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を わ ず か に 含
む
〇良 好

70-2 須恵 器
密 (底 部 )

底 径  1 14Dul
荒 い ナ デ

エ 具 に よ る ナ デ
か、ララ7り

〇灰 褐 色
01～ 2 aullの 白 色 の 砂 粒 を
多 く含 む
〇良 好

外 面 に鉄 分 付 着

70- 3 須 恵器

長 頸 壷
口径  160aull

回 転 ナ デ

同 心 同 文 押 え

0青 灰 色
01～ 3 aulの 自 色 砂 粒 を含
む
0良

70-4 須 恵 器

壺

ろ くろ 目
全 面 回 転 ナ デ

〇青 灰 色
0 1 udl程 の 白色 の 砂 粒 を少
量 含 む
0良 好

内外 面 に灰 かぶ

り

70-5
須 恵 器

長 頸 壷

(体部 )

回 転 ナ デ の 後 ナ デ

回 転 ナ デ

〇淡青灰色
0 1dl以 下 の 自色 の砂 粒 を多
く含 む
02～ 3Elの 白色 の砂 粒 を少
壁含 む 〇良好

70-6 須 恵 器
壺

底 径  19 6cm
ナ デ
荒 い ナデ
セ ンイ状 の厚痕

〇明 青 灰 色
0白 色 の や や大 きな砂 粒 を
少 量 含 む
0良 好

70- 7 須 恵 器
壺

底 径  20 5cm

同心 同文押 え
平イ予タタ キ、 カキ
メ
ケズ リ ? ナデ

〇明 青 灰 色
0白 色 の イ 砂ヽ 粒 を 含 む
〇良 好

71-1 須 恵 器

甕
口 径 4cm ナ デ

0青灰色
〇白色 の月ヽ 砂粒 をや や多 く

含 む
O良好



―
‐
　
Ｗ
『
∞
　
―

挿図番号
図版
番号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

103-2 椀 底 径  5 0cm 内面
マ メ ツ

ヘ ラ切 りか ?

O明 淡 橙 色
O灰 色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
0や や 軟 質    `

103- 3 郷 底 径  8 0cm

沈線 を伴 う、 うず
ま き状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇淡 灰 褐 色 ～ 明 淡 橙 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
0や や 軟 質

103-4 不 底 径  6 8cm
うず まき状 の ナ デ

強 い ナデ
回転 糸切 り

〇明 淡 橙 色
0白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
0や や 軟 質

103-5 郭 ? 底径   6 6cn ナ デ
回転 糸切 り

0灰 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 をわ ず か に

含 む
0軟 質

器種 不明
壷 か ?

103-6 椀 底 径  5 5cm
うず ま き状 の ナ デ

強 い ナ デ

回 転 糸 切 り

〇淡 橙 色
0白 色 の 砂 粒 を わ ず か に含
む
〇 良 好

103- 7 須 恵 器

椀

ｃｍ

卿
伽

径
高

径

口
器
底

回 転 ナ デ

回 転 糸切 り

〇灰 色
〇黒 色、 白色 の小 砂粒 を少
量 含 む
O良好

103-8 椀 底 径  6 4cm

沈線 を伴 う うず ま
き状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 淡 褐 色
0白 色 の オ 砂ヽ 粒 を や や 多 く
含 む
0良 好

103-9 椀 底 径 5 4cm
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

0淡 橙 褐 色
0白 色 の ガ 砂ヽ 粒 を わ ず か に
含 む
0良 好

103--10 椀 底 径  7 8cm
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇淡 橙 褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
0や や 軟 質

103--11 椀 底 径   6 2cm
うず ま き状 の ナ デ
ナデ
回転 糸切 り

〇明 橙 褐 色
0白 色 の オ 砂ヽ 粒 を や や 多 く
含 む
〇や や 軟 質

103--12 椀

底 径  7 1cm
(短径 6 4cm
の だ 円 形 )

沈線 状 に くぽむ
うず まき状 の強 い
ナ デ
ナ デ  回転 糸切 り

〇外 面 :灰色 、 断 内 面 :橙
色
0白 色 、 褐 色 の 砂 粒 をや や
多 く含 む  0良 好

103--13 椀 底 径  5 8cm
うず まき状 の ナデ
ナデ
回転 糸切 り

〇明 淡 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 をわ ず か に

含 む
0や や 軟 質

103--14 椀 底 径  5 9cln
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 灰 褐 色
0白 色 の 月 砂ヽ 粒 を わ ず か に
含 む
〇良 好

103--15 邦 底径   6 6cm

セ ンイ ?工具 を利
用 した ナデ
ナ デ
回転 糸切 り

〇明 淡 桃 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
Oや や 軟 質

103-16 」ヽ皿
伽
　
ｃｍ
　
Ｃｍ

径
高

径

口
器
底

うず まき状 の ナ デ
ナデ
回転 糸切 り

0淡 褐 色
0白 色 の イ 砂ヽ 粒 を含 む
0や や 軟 賃

挿図番号
コ
番 器  種 法   量 調 整 色調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

73- 自磁 Ⅷ

椀

O釉 :灰色を呈し、外面に気泡が見え
る、密で砂粒をほとんど含まない

。口縁外面下の段はTIHが 厚くかかり、

ほとんど線が見えない

73-7 白磁

椀

O TH:灰 色
〇具色の微砂粒を含む

73- Ⅷ磁
？

白

椀
だ景ぞそ   6 5cm
高 台 高 1 lcm

内面
釉 か き と り

〇釉 :灰色 、 内 底 部 で 環 状
に カ キ取 る、 外 面 高 台 付

近 か ら、 底 部 は無 釉
0黒 色 の微 砂 粒 を含 む

73-9 白磁 Ⅳ

椀 ?

段

う

い

に
よ

て

か
た

れ

ず

れ
荒

わ
割

が

‥

‥
径

画
面

器

内

外

に
る

〇内面の釉 はわ ずか に青味 が
か った白色

(〉 外 画 、高 台底 部は無和
〇硬 質の 白い胎 上で、 わ ずか
に黒 色の微砂粒 をお、くむ

73--10 白 磁

皿

O釉 :灰色 を呈 し、厚 い
0外面 に少 量の気泡 が み られ

O白 色 で硬 質 そ うな胎 上、少
壁 の黒色の微砂粒 をお、くむ

74- 1 鉄 鏃

長 さ  102nlln
幅    26Hll
,享    2 uul
重 量 2141g

101-1 高 邪

ミガ キ ?
ナ デ 凹線 文
ケ ズ リ

0明 褐 色
〇灰 色 の 」 砂ヽ 粒 を や や 多 く

含 む
〇良 好

101-2 甕 国イ垂 23 5cm
ヨコナデ  ケ ズ リ
凹線 文
ナ デ

〇明 淡 掲 色
02～ 5 nullの 褐 色 の 砂 粒 を
多 く含 む
て>良好

102- 1 甕 口 径 7m
ナ デ
ヨ コナ デ

〇橙 褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 を 含 む
〇良 好

102-2 甕 口 径  16 4cm

ヨコ方 向の ハ ケ メ
の後 ナ デ
ケ ズ リ ?
ナ デ  ハ ケ メ

0橙 灰 色
0白 色 の /Jヽ 砂 粒 を含 む
0良 好

102-3 甕 口径  16 4cm ナ デ

〇橙 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を や や 多 く

含 む
〇良 好

102-4 甕 回 径  16 6cm
ナ デ
ヨ コ ナ デ
ヨ コ方 向 の ケ ズ リ

〇橙 色
〇 白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

102-5 甕 口径  16 2cm
ヨ コ ナ デ

ケズ リ

〇橙 褐 色
0白 色 の 月 砂ヽ 粒 を や や 多 く
含 む
〇良 好

102-6 甕 口径  23 0cm
ナデ ケズリ?
ヨコナデ ?
ナデ

〇橙 灰色  内面 に多量 の黒
色付 着物
O白 色 の小 砂粒 を少量含 む
0やや軟 質

全体 にマ メ ツ

103- 1 不 底 径  9 2cm
ナデ
ヘラ切 りか ?

0明 淡 橙 色
〇 白色 の 月 砂ヽ 粒 を 含 む
0良 好
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挿図番号
ヨ阪
彗号 器  種 法   量 調 整 色調・ 胎 上・ 焼 成 備 考

104-7 郭 口径   12cm 回 転 ナ デ
〇青 灰 色  表 面 に鉄 分 付 着
〇密 l dll程 度 の 砂 粒 を含 む
0良

残 存 率 1/4以
下

104-8 郷 口径  10 2cm 回 転 ナ デ
〇 白灰 色
〇密 l olll以下 の 砂 粒 を含 む
〇良

残 存 率 1/10以
下

104-9 郷 口径  10 8cln 回 転 ナ デ
〇 青 灰 色
〇 密
〇 良

残 存 率 1/4以
~下

104--10 邦 口径  18 8cm 回 転 ナ デ
〇黒 灰 色
〇密 l alll以下 の 砂 粒 を含 む
0良

残 存 率 1/10以
下

104--11 邦 口 径 約 12 2cm 回 転 ナ デ
0黒 灰 色
〇密 l aln以 下 の 砂 粒 を含 む
0良

残 存 率 1/5以
下

104--12 邦 口 径  約 18cm 回 転 ナ デ
〇淡 灰 色
〇密 l Dull以 下 の 砂 粒 を含 む
0良

残 存 率 1/10以
下

104--13 議 回 転 ナ デ

〇 淡 青 灰 褐 色

O密
〇 良

104--14 蓋
デ

ア^

ナ

ナ

転

止

国
整

0淡 灰 褐 色
〇 密
〇 良

104--15 杯 底 径  6 0cm 回 転 ナ デ
回 転 糸切 り

〇黄 灰 色
0密 l Hlal以下 の 砂 粒 を含 む
0良

104--16 壺 底 径 約 6 0cm 回転ナデ
0黒 灰 色
0密 l IIIl以下 の 砂 粒 を含 む
0良

残 存 率 1/10以
下

104--17 坪 底 径  6 0cm 回 転 ナ デ
回 転 糸切 り

〇 白灰 色
〇密 l ml以下 の 砂 粒 を含 む
0や や 良

残存率 1/4以
下

104--18 不 底 径  9 5cm 回 転 ナ デ
〇 灰 褐 色
〇 密
〇 良

104--19 郵 底 径  7 2cm 回 転 ナ デ

0黒 灰 色
〇密 1411以 下 の 砂 粒 を少 量
含 む
0良

104--20 杯 底 径  9 2cm 回 転 ナ デ
O淡 灰 褐 色
〇 密

〇 良

104--21 郭
高

径

器

底
1 lcm
6 7cm 回 転 ナ デ

〇灰 褐 色
0き め細 ヤ
〇良

挿図番号
コ

語 器  種 法   量 調 整 色調・ 胎 上・ 焼 成 備 者

103--17 」ヽ皿
径

高

径

口

器

底

ナ デ

回転 糸切 り

0明 淡 桃 色
① 白色 の 月 砂ヽ 粒 を 含 む
〇や や 軟 質

103--18 」ヽ皿
径
高

径

口
器
底

うず まき状 の ナ デ
ナデ
回転 糸切 り

0明 淡 褐 色
0白 色 の 小 砂 粒 を 含 む
0良 好

103--19 皿 ? 底 径  7 6cm
デ

，

ナ

リ

の

ズ

状

ケ

リ

き

　

切

ま

？

糸

ず

デ

転

う

ナ

回

〇淡 掲 色 、 外 面 の 一 部 に ス

ス付 着
〇 白色 の 微 砂 粒 を わ ず か に

含 む  〇軟 質

103--20 」ヽ皿
径
高

径

口
器
底

8 5cm
1 7cm
5 6cln

ナ デ
ヘ ラ切 りか ?

0褐 色
〇 白色 の 刀 砂ヽ 粒 を や や 多 く

含 む
0良 好

103--21 皿 底 径  4 7cm
うず まき状 の ナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇橙 褐 色
O白 色 の オ 砂ヽ 粒 を わ ず か に
含 む
〇良 好

103--22 J＼皿 底 径  5 8cm
回転 ナデ
つ まみ
ヘ ラ切 り

O黄 褐 色
〇 白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

103-23 皿 底 径  4 9cm
うず まき状 のナ デ
ナ デ
回転 糸切 り

〇 白色
0灰 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

103-‐ 24 皿 底径  4 0cm ナ デ
回転 糸切 り

O暗 褐 色
〇 白色 の 刀 砂ヽ 粒 を 少 量 含 む
0良 好

103--25 皿 底 径 約 5 2cm
回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り

(砂の 方 向 石 )

〇 白 色
0密
0や や 良

残 存 1/10以 下

104- 1 麗 回径  12 0cm 全 面  回 転 ナ デ
0濃 青 灰 色
〇 密
〇 良

104-2 蓋
大

小

最

最
14 2cm
l1 7cm

〇 青 灰 色
〇 密
〇 良

104- 3 高 邪 底 径  10 6cm 回 転 ナ デ
ご く浅 い 沈 線 ?

〇 黒 灰 色
0密
〇 良

104-4 高 邦 底 径  10 4cm 全 面  回 転 ナ デ
0淡 青灰 褐 色
〇密
〇堅 ち

104-5 蓋 妙雑刹

回
ヘ
ケ

面
為
面

内
Ｆ
外
デ

ナ

0青灰色
0白 色 の砂 粒 を少 量含 む
0良好

104-6 蓋
径

高
国
器
18 0cm
1 0cm

回転 ナデ
ナデ

〇灰 褐 色
〇密
0堅 ち

残存 率約 1/8
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挿図番号 コ
膠
肇弓 器  種 法   量 調 整 色 調 ・ 胎 土・ 焼 成 備 考

105-3 壺

底径  9 6cm
胴 部 最大 径
17 0cm

外面 :沈線 2条、
ナ デ  ケ ズ リ状 の
強 い ナデ  回転 ヘ
ラ切 り後 ナ デ ?

〇暗 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を 含 む
0良 好

窯 着 あ り

105-4 豆 底 径  12 2cm ア^

ア^

ナ

ナ

止

転

整

回

〇淡 灰 掲 色
〇密
〇堅 ち

105-5 一璽 底 径  10 1cm 全 面  回 転 ナ デ
〇青 灰 褐 色
〇密
〇堅 ち

105-6 鉢 ? 底 径  9 2cm 回 転 ナ デ

〇淡 青 灰 色
0 1 null以 下 の 黒 色 砂 粒 を や

や 多 く含 む
〇良

105-7 壺 底 径  16 6cm
同心「司文李甲え
平イ子タタキ後ナデ
ナデ

〇 淡 灰 褐 色

0密
0良

105-8 一霊 底 径  ■ Ocm デ

デ

ナ

ナ

る

後

よ

キ

に

夕

具

デ

タ

エ

ナ

0青 灰 褐 色
〇 密
〇 良

105-9 饗 回径  20 0cm 回 転 ナ デ
密

良

〇

〇

105--10 甕 口 径 2cm
回 転 ナ デ

同 心 同紋 押 え

平 行 タ タ キ

〇青 灰 色
0 2 all程 度 の 白色 砂 粒 をや
や 多 く含 む
〇良

105--11 甕 国 在≧ 10 6cm
回転 ナデ
ナ デ
同心 同約彗甲え
平行 タタ キ

0青 灰 色
0 1 Eul程 度 の 白色 砂 粒 を含
む
0良

自然 釉 有

105--12 鉢
径
大
国
最
11 0cm
12 4cm 回 転 ナ デ

〇黒 灰 色
〇密 l Eul以 下 の 砂 粒 を 含 む
0良

105--13 一笙 底 径  5 8cm 回 転 ナ デヘ ラ調 整

〇外 面 :暗灰 黒 色 、 内 面
淡 灰 色
〇 きめ細 い

0堅 ち
表 面 の 自然 THI

106- 1 須 恵 器

杯

径
高

径

口
器
底

13 1cm
4 1cm
7 1cm

全 面 :回 転 ナ デ

0明 灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を わ ず か に

含 む
〇軟 質 気 味 だ が 良 好

106- 2 須 恵 器

不
回径  13 5cm 回 転 ナ デ

〇 淡 灰 褐 色

〇 密
〇 良

106-3 須 恵 器

杯

径
高
回
器
13 0cm
13 1 回 転

ナ デ

0淡 青 灰 褐 色
〇 密

0良

106-4 須 恵 器

不
口径  13 0cm 回 転 ナ デ

〇淡 青灰 褐 色
〇密
〇堅 ち

膵図番号
版
号
図
香 器  種 法   量 調 整 色調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

104--22 JTh 底 径  10 0cm

内 面

外 面 ケ

デ

〈ア

ラ

ナ

ナ

ヘ

止

転

転

リ

静

回

回
ズ

O淡 青 灰 色
〇 密

〇 良

104--23 芥 底 径  8 0cm 回 転
ナ デ

回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

〇淡 灰 色  一 部 自然 釉
〇密 l Dul以 下 の 白 い砂 粒 を

少 量 含 む
O良

104--24 邪 底 径  ■ 3cln
回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り ?
ナ デ

〇外 面 ;暗灰 色 、 内面 :淡
灰 褐 色
O密
0良

104--25 杯 底 径  10 0cm

回転 ナデ
ナ デ
ケ ズ リを残 す
ヘ ラ切 リ ナデ

〇青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

104--26 雰 だ三ぞ4   8 0ctn
回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り

方 向 右 ?

0暗 青 灰 色
0密
O良

104--27 豚 底 径  11 6cm 回 転
ナ デ

回 転 ヘ ラ切 り

〇 青 灰 色
〇 密
〇 良

104--28 不 底 径  10 0cln
静上 ナデ
ヘ ラケズ リ
回転 ナ デ

〇 淡 灰 褐 色

0密
〇 良

104--29 イ 底 径  9 8cm デ
で
ナ

な
転

手

回

0淡 青灰 色
〇密
0堅 ち

104--30 邪 底 径  12 0cm 回 転 ナ デ
〇内・ 外 面 :青灰 色
〇密 l Hul以 下 の 白 い砂 粒 を

少 量 含 む

104--31 不
口 径

Σ三音[  7 2cm 回 転 ナ デ
0淡 灰 色
〇 密 l mI以下 の 砂 粒 を 含 む
〇 良

り

可

　

以

ズ

の

　

・０

ケ
デ
　
／

帯妙？細

転
回
性
存
，

回
後
能
残
下

104--32 壷 か ? 底 径  約 9 ctn 回転 ナデ
静止 ナ デ

O白 灰 色
O密 l nlll以下 の 砂 粒 を含 む
〇良

ほ とん どマ メツ

糸切 りの痕 跡 あ
り

104--33 盤 底 径   12cm
回転 ナデ
ナデ
糸切 り ?

0青 灰 色
〇 密 1 4ull大 の 砂 粒 を 含 む

〇 良

104--34 盤 口径  16 8ctn
〇 黒 灰 色
0密
O良

残 存 率 1/10以
下

105- ユ 壼 ? 底 径  3 2cm
回転 ナデ
ケ ズ リの後 ナ デ
回転 ヘ ラ切 り

0暗 青 灰 褐 色
0密
〇 良

105-2 一霊 底 径  10 0cm 回転 ナ デヘ ラ ケ ズ リ

〇淡 言 灰 色
0密
〇堅 ち
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挿図番号
筋
弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 上・ 焼 成 備 考

106-20 須 恵 器
IIIL

口径  約 13cm 回 転 ナ デ
〇濃 灰 色
〇密 1 4ull大 の 砂 粒 を含 む
〇良

106--21 須 恵 器
lEll

径

高

径

口
器
底

外 面 :回転 糸切 り

〇灰 色
O白 色 の 砂 粒 を わ ず か に含
む
0良 好

106--22 須恵 器
lIIl

高

径
器
底

面

面

内

外
回 転 ナ デ

回 転 糸切 り
〃 ナ デ

〇灰 掲 色
0 1 TFln以 下 の 砂 粒 を含 む
〇良

106--23 須 恵 器
IIEL

局
径
器
底 6 3cm

内 面 回 転 ナ デ

ー 部 調 整
回 転 糸切 り外 面

〇茶 褐 色
〇 き め細 い
0軟 質

107-1 白 磁 Ⅳ類
椀

O釉 :緑灰 色
〇黒 色 の 微 砂 粒 を含 む

釉

107-2 白磁 Ⅳ類
椀

ロイ垂 14 0cm
〇緑 灰 色 を呈 し、 貫 入 が 入
る
0黒 色 の 微 砂 粒 を含 む

釉

107-3 白磁 Ⅳ類
椀

底 径  6 8cm オ
つずか|こ 段あり釉
でつがれる

0白 色 で 貫 入 は な い
0白 色 で 砂 泣 は ほ とん ど含
まない

釉

107-4 白磁 Ⅳ類
椀

底 径  7 4cn ケパリ
〇黄 灰色気 味  気 泡 が入 る
0灰色 を呈 し、黒 色 の微砂
粒 をわず か に含 む

釉

107-5 白磁 Ⅳ類
椀

底 径  6 9cm ケ ズ リ
回転 ケズ リ

〇 ほ ぼ 白色
〇黒 色 の 微 砂 粒 を少 量 含 む

袖

107- 6
寵 泉 窯 系
I類
青磁 椀

ｍ

ｍ
ｍ

径
高

径

口
器
底

〇淡 緑 色  や や 厚 い
0灰 色 を呈 し、 黒 色 の 微 砂
粒をわずかに含む

釉

107-7 自 磁 V類
椀

口 径  15 2cm
〇緑 が か つ た 白色
〇黒 色 の 微 砂 粒 を含 む

TEI

107-8 白 磁 V類
椀

ケズリ
段あり

〇灰 色
0う す い 灰 色 を星 し、 黒 色
の微 砂 粒 を含 む

釉

107-9 め

け
そ
付

口径  10 5cln

0外 面 淡 緑 色 釉
〇内 画 青 色 釉 で 文 様
〇 白色 を呈 し、 砂 粒 を含 ま

ない

107--10 陶 器
す り鉢

O暗赤褐 色
0灰褐色 を呈 し、砂粒 を含
まな い

和

107--11
素 焼 きの

陶 器
鉢

口径  20 5cm ナ デ
〇淡 橙 色
〇 白 色 の 小 砂 泣 を少 量 含 む
〇良 好

脂図番号
肪
弓
コ
旨 器  種 法   量 調 整 色 調 ・ 胎 土・ 焼 成 備 考

106-5 須 恵 器

重
回径  14 6cm 回 転 ナ デ

〇 青 灰 色

〇 密
〇 良

106-6 須 恵 器
壷

ロイ垂 12 8cm
〇 淡 灰 褐 色

〇 密
0良

106-7 須 恵 器

不
口径  14 0cln 回 転 ナ ブ

0暗 青 灰 色
〇密
〇堅 ち

106--8 須 恵器
lt4h

口径  14 0cm 外 面 :回転 ナ デ
〇暗 灰 褐 色
〇密
O堅 ち

106-9 須 恵 器
然

口径  13 2cm 全 面 :回転 ナ デ
〇 暗 青 灰 色

0密
0良

106--10 須 恵 器

不
口径  12 2cm

O淡 灰 白色
0密
O良 好

106--11 須 恵 器
邦

口径  12 0cm 回 転 ナ デ
O青 灰 色
〇 密
〇 良

106--12 須 恵 器

邪
ロイ垂 16 0cm

画

面

内

外
回 転 ナ デ

回 転 ナ デ の

後 静 止 ナ デ

〇 青 灰 褐 色

〇 密
0良

106--13 須 恵 器

不
底 径  7 9cm

切ラへ転
　
デ

回

リ

ナ

面外 ⇔ 淡 青 灰 褐 色
〇 密
〇 良

106--14 須恵器
/」 皿ヽ 底 径  7 0cm

面
面
内
外

回 転 ナ デ

回 転 糸切 り
〃 ナ デ

〇淡 青 灰 色
0 1 null以 下 の 自 色 砂 粒 を少
量 含 む
〇や や 軟

106--15 須 恵 器

皿
底 径  7 0cm

内面 :回転 ナ デ
外 面 :回転 ヘ ラ切

り
ナ デ

106--16 須 恵 器
皿

口 径  13 0cm 回 転 ナ デ
0淡 青 灰 色
〇 密

0良

106--17 須 恵 器
皿

径

高

径

口
器
底

14 4cm
3 2cm
6 5cm

内 面 :回 転 ナ デ
外 面 :回転 糸切 り

〃 ナデ

〇灰 色
O白 色 の 月 砂ヽ 粒 を 含 む
0良 好

ゆがみあり

106--18 須 恵器
/」 皿ヽ 底 径  7 0cm

面

面

内

外
回 転 ナ デ

回 転 糸 切 り
〃 ナ デ

〇青灰色
0 1 oul以 下 の 白色砂粒 を含
む
0良

106--19 須 恵 器
/」 皿ヽ 底4垂   6 6cm

面
面

内

外
回 転 ナ デ

回 転 糸切 り
〃 ナデ

〇青灰色
01411以下 の砂 粒 をや や 多
くfき む
〇良
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薫図番号
ヨ

暦 器  種 法   ■I 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

116-4 上 師 器
墾

口径  21 8cm
ヨコナ デ
ケ ズ リ
ナ デ

〇褐 色 ～ 暗 褐 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

116-5 上 師 器

甕
回径  108dul 調 整 不 明

〇茶 色
01～ 3 aun程 度 の 砂 粒 を 多
く含 む
0良

116-6 上自T器
甕

口径  188alll
ヨ コ ナ デ
ハ ケ メ

ケズリ

O淡 赤 褐 色
0 1 Eul以 下 の 砂 粒 を含 む
0良

指頭 圧痕 有

116-7 上 製
支 脚

0赤褐 色、背面側が黒変、内面
側 の一部 が火 を受 け橙色
0白色 の小砂粒 を多 く含 む
O良政子

116-8 土 錘

ｃｍ
ｃｍ

卿
ｇ

さ
　

径

量

長

幅

孔

重

〇明 褐 色  一 部 黒 変
0黒 色 の 小 砂 粒 を非 常 に 多
く含 む
〇良 好

116-9 軒 丸 瓦
瓦 当面径
13 6cm

あ

線

た

圏
つ
に

取

線

し

内

回

区

デ

を

外

ナ

氾

と

0灰 白色
0 2 aul前 後 の 白 色 の砂 粒 を
多 く含 む
〇還 元 炎 焼 成 され 硬 質

離 れ 砂 を使 用
素 縁 の 外 区 は、
)'乍言に F尋 ヤゝ

116--10 上 師器
オヽ 【皿

底 径   50dul ナデ
回転 糸切 り

〇淡 褐 色
0 1 alll以 下 の 白 色 の砂 粒 を
含 む
〇良

116--11 上 師 器
旭 Iヽ皿

ｃｍ

ｃｍ

伽

径
高

径

口
器
底

ナ デ
回転 糸切 り

0桃 褐 色
〇暗 赤 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

116--12 上 師 器
皿

底 径  8 6cm ナデ
回転糸切 りか ?

〇貫 褐 色
0黒 色 、 赤 色 の 微 砂 粒 を含
む
〇良 好

116--13 土師 器
椀

基 底 径  96nlll
0白 褐 色
0 3 Hul程 度 の 砂 粒 を含 む
〇良

3足か ?

116--14 す り鉢

〇外 面 :淡赤 褐 色
0内 画 :淡褐 色
0 1 Hul以 下 の 白色 砂 粒 を少
量 含 む  0良

116--15 瓦 質
捏 鉢

口 径  42 7cm
ハ ケ メ

荒 い ハ ケ メ

0黒 灰 色  断 面 :暗掲 色
0白 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
0瓦 質 で 軟 質

117-1 須 恵 器
蓋

:ヨ 1垂  12 2cm 回 転 ナ デ
〇淡 青 灰 色
〇砂 粒 を ほ とん ど含 まな |
〇良 好

た17-2 須 恵 器

蓋
回径  10 5cm 強 い 回 転 ナ デ

回 転 ナ デ

0明 青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

117-3 須恵器
高イ

墓 部 径  28EUl 回 転 ナ デ
〇青 灰 色
0 1 Elll程 度 の 砂 粒 を含 む
0良

内面 :自 然 釉

挿図番号
コ筋
野弓 器  種 法  量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 傭 考

107--12
土 師 器

鉢 (す り
鉢 か ?)

口 1壬  26 0cm ナ デ

〇明 淡 桃 色
0白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

107--13 土 師 器
す り鉢

底 径  12 4cm

ナ デの後 ハ ケ メ

荒 いナ デ
赤 色 顔 料 が あ る
か ?

〇明 黄 褐 色
〇赤 色 の 小 砂 粒 を含 む
0良 好

108- 1 砥 石
①緑 灰 色 の 石 材 を使 用
O使 用 面  4面 石 材

108-2 砥 石 打 痕
〇灰 白色 を呈 し、 気 泡 、 砂

粒 の 多 い 石 材 を使 用

面

を

用

５
面

使

よ

１

に

材

商

ヽ
他 の
『

石

使

で
た

109- 1 平 瓦

布 目圧 痕
ナ ワ メた た き
ケ ズ

',

〇灰 白 色
〇黒 色 の微 砂 粒 を含 む
0選 元 炎 焼 成 され るが わ ず
か |こ 軟 質

109-2 平 瓦

布 ロチエ痕
ナ ワ メたた き
ケ ズ リ

O乳 白色
〇少 せ の 砂 粒 を含 む
〇還 元 炎 焼 成 され るが 軟 質

109-3 平 瓦

布 目圧痕
ナ ワ メたた き
ケ ズ リ

O明 言 灰 色
Φ 白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
O還 元 炎娩 成 され 、 良 好

109-4 平 瓦

布 目圧痕
ナ ワメた た き
ケ ズ リ

0青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 世 含 む
O還 元 炎 焼 成 され る

115- 1 甕 ロイ垂 22 4cm

ケズリの後ナデ
ケズリを残す、同心同

文押え 平行 タタキの
後カキメ ナデ

t♪ 青 灰 色
C)白 色 の 小 砂 粒 を 含 む
0良 好

ゆが みあ り
Ⅳ区

115-2 壼 底 径  14 5cm

ヨコ方向 の ナデ
ケ バ リの後 ナ デ
ヘ ラ切 り ?
ケ ズ リを多 く残 す

0灰 白色
()砂粒 を ほ とん ど含 まな ヽ
O良 好

Ⅳ 区

115-3 蓋

・６

２

径

７

み

径

高

ま

口

器

つ

ケズリを残す
ナデ

〇青 灰 色
O白 色 の 砂 粒 を残 す
O良 好

Ⅳ 区  平 垣 部

115-4 椀 不 明

O THI:淡緑 色
〇黒 色 の小砂粒 をわず か に
含 む

龍 泉 窯 系 青 磁
W区 平 垣 部
I-5類 椀
13C前 半

116-1 弥 生 上 器
墾

口径  15 4cm
ケ バ リ ?
全 画 マ メ ツ

〇明 掲 色
0 1 mll前 後 の 白 色 の砂 粒 を
非 常 に 多 く含 む
(Dやや 軟 質

116-2 弥 生 土 器

底 音躊
底 径  10 0cm ナデ ?

面 的 なナ デ

0暗 褐 色 ～ 黒 褐 色
01～ 2 Hullの 白 色 の 砂 粒 を
非 常 に 多 く含 む
〇良 好

116-3 土 師 器

甕
口径  12 4cm ヨコナデ

()橙色
O白 色 の 小 砂 粒 を多 く含 む
0や や 軟 質
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挿図番号
顔
号
図
番 器  種 法   量 調 整 色 調 ・ 胎 土・ 焼 成 備 考

117--19 須 恵 器
邦

底 径   8211ull
ナ デ
回転 ヘ ラ切 り

0青 灰 色
01～ 3 flul程 度 の 白色 砂 粒
を含 む
〇良

117--20 須 恵 器
蓄

底 径  9 0cm 不 定 方 向 の ナ デ

0明 青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 をわ ず か に 含
む
0良 好

117--21 須 恵 器
芥 底 径  9 5cm ナ デ

0淡 青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

117--22 須 恵 器
底 径  9 4cm ナデケバリの後ナデ

〇灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を や や 多 く

含 む
〇や や 軟 質

117--23 須 恵 器
邦

底 径   904ul 回 転 ナ デ

〇青 灰 色
0 1 olll程 度 の 白 色 砂 粒 を含
む
〇良

117--24 須 恵器
TTN

底 径   70a lll 回 転 ナ デ

〇 青灰 色
0 2 mll程 度 の 砂 粒 を少 量 含
む
〇良

内 面 に ス ス付 着

117--25 須 恵 器

邦
底径   864111 回転

ナデ
回転 ヘ ラケ ズ リ

〇青 灰 色
0111111程 度 の 白色 砂 粒 を含
む
〇良

117--26 須 恵 器

不
底 径   96dul 回 転 ナ デ

〇外 面 :青灰 色 、 内面 :明
青 灰 色
0 1 Eull以 下 の 黒 色 砂 粒 を 多
く含 む  0良

117--27 須 恵 器

邪
底 径  9 7cm ナ デ

0灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を わ ず か に

含 む
0良 好

117--28 須 恵 器

不
底 径   76oull

回転 ナ デ
ヘ ラ切 り痕 未調 整
ナ デ

0青灰色 (金属 付 着 )
0 1 null以 下 の砂粒 を少 量含
む
0良

117--29 須 恵 器

杯
回径  ■ 2alll

〇淡 青 灰 色
0 1 Eul以 下 の 砂 粒 を微 畳 に
含 む
0良

117--30 須 恵器
J4h

底 径  10 5cm 回転 ナ デヘ ラ切 り

〇青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を非 常 に 多 く
含 む
0良 好

117--31 須 恵 器
邦

底 径  6 5cnl
回 転 ナ デ

沈 線 状 の く
'ま

み

回 転 ヘ ラ切 り ?

O青灰色 (底部 ～ 高台 内面
に 自然釉 付 着 )
〇白色 の /」 砂ヽ粒 をわず か に
含 む  〇良好

自然 釉 あ り (外
面 は な い )

窯 内 の ゴ ミに よ
る付 着 物 あ り

117--32 須 恵 器
邦

底 径   90Eul

0青 灰 色
01～ 4 HIEl程 度 の 白色 砂 粒
を含 む
〇良

117--33 須 恵 器
ネ 底 径   80411 回 転 ナ デ

〇青 灰 色
0111111以 下 の 白色 砂 粒 を微
豊 に含 む
0良

斎図番号
図 販
番 号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

117-4 須 恵 器

高 杯
底 径  ■ 8cm 回 転 ナ デ

〇明 青 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

117-5 須 恵 器
回転 ナ デ
ヘ ラ描 文 様
回 転 ナ デ

〇青 灰 色
0 1 EIIll以 下 の 白 色 砂 粒 を少

笠 含 む
〇良

117-6 須 恵 器
毬

くし状 工 具 に よる

列 点 刺突文
沈線
回転 ナデ

O淡 青 灰 色
0 1 ELl程 度 の 白色 砂 粒 を含
む
〇良

117-7 須 恵 器
蓋

つまみ径
1 4cm ナ デ

0言 灰 色
〇 白色 の イ 砂ヽ 粒 を 含 む
〇良 好

117--8 須 恵 器

不 蓋
つ まみ径 54Hll 回 転 ナ デ

0青 灰 色
01～ 3 81tl程度 の 白色 砂 粒
を含 む
〇良

117--9 須 恵 器

蓋

つ まみ径
7 3cm

ケ ズ リの後 ナデ
全面 ナデ

〇灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を わ ず か に含
む
〇良 好

117--10 須 恵 器
壺

底 径  7 4cm
回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

棒 状 の厚 痕
回 転 ヘ ラ切 り

〇青 灰 色
0白 色 の 砂 粒 を少 ‐i含 む
0良 好

117--1ユ
器恵

Ａ

須
邦 底 径  8 8cn ナ デ

回転 ヘ ラ切 り

〇淡 青 灰 色
〇 白色 の /」 砂ヽ 粒 を 含 む
〇良 好

117--12 須 恵 器
皿

底 径  104Hll
ナデ
ヘラオコシ

〇青灰色 (底部 白色 )
0やや軟 質

117--13 須 恵 器
雰

底 径  8 9cm
回転 ナ デ
ヘ ラ切 りの後 ナデ
ナデ

O青灰色
〇白色の砂粒 をやや多 く合
む
〇良好

117--14 須 恵 器

杯

径
高
口
器

13611111

37uul

回 転 ナ デ
ヘ ラ切 り

〇内 面 、 外 面 口縁 部 灰 色 、

外 面 :灰白色
01～ 3 ml程 度 の 白色 砂 粒
を含 有  0軟 質

117--15 須 恵 器
蓋

口径  19 0cm
〇膏 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

117--16 須 恵 器
郭 蓋

デ

着

ナ

窯

〇青 灰 色
0 1 alll以 下 の 白 色 砂 粒 を少

量 含 む
0良

117--17 須 恵 器
杯

底 径  10 7cm ナ デ
〇乳 白色
〇灰 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
0や や 軟 質

117--18 須 恵 器

不
底 径  9 1cm ナ デ

回転 ナデ

〇言 灰 色 、 断 面 :灰色
O白 色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好



|

|

挿図番号
コ版
番号 器  種 法   量 調 整 色 調 ・ 胎 土・ 焼 成 備 考

た18--13 須 恵 器
郷

口径  11 4cm
〇明 青 灰 色
〇 白色 の オ 砂ヽ 粒 を含 む
〇良 好

た18--14 須 恵器
椀

底 径  6 8cm 回転
ナ デ

回転 糸切 りか ?

〇乳 自色
O灰 色 の 小 砂 粒 を多 く含 む
〇軟 質

118--15 須 恵 器

底 音Б
底 径   86uHl 回 転

ナ デ

回 転 糸 切 り

〇青 灰 色
0 1 11ul以 下 の 砂 粒 を多 く含
む
0良

118-… 16 須恵 器
EL 尼三宅を   6 8cm

ナデ
回転 系切 り

〇青 灰 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

118--17 須 恵 器
芥

底 径   6411t
回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ ケ バ リ

回 転 ヘ ラ切 り

〇外 画 :赤褐 色 、 内画 :淡
赤 褐 色
0 1 ull以 下 の 砂 粒 を含 む
〇良

118--18 須 恵 器
杯

底 径   56nll 回 転 ナ デ

〇淡 青 灰 色
01～ 3 alll程 度 の 砂 粒 を含
む
〇良

118--19 須 恵 器
皿

ていね いな 回転 ナ
0明 青 灰 色
0砂 粒 は ほ とん ど含 まな �
O良 好

118--20 須 恵 器

直 口重
回 転 ナ デ

〇言 灰 色
0 1 Dul以 下 の 砂 粒 を含 む
〇良

くし状 の刺 突文
有 り

118--21
須 恵 器

脚 部 (高
不 の 三 )

底 径  12 4cln

回転 ナデ
ヨコナデ状 の線 を
残 す 回転 ナ デ
象」離 面 あ り

O膏 灰 色
0 1 alln前 後 の 白 色 の砂 粒 を

多 く含 む
〇や や 軟 質

118-22 須 恵 器

不
底 径  3 8cln 回 転 ナ デ

〇明 灰 色
〇 白色 、 灰 色 の 小 砂 粒 を含
む
0や や 軟 質

119- 1 須 恵 器
長 頸 壷

回 転 ナ デ

〇膏 灰 色
0 1 nul以 下 の 白色 砂 粒 をや
や 多 く含 む
0良

119-2 須 恵 器
長 頸 壼

〇膏 灰 色
01411以 下 の 白色 砂 粒 を少
量 含 む
〇良

119- 3 須 恵 器
底 径  132tull

回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
ヘ ラ切 りか ?

〇淡 青灰 色
0 1 alll以 下 の 砂 粒 を微 量 に

含 む
O良

119-4 須 恵 器
底径  1ユ 5cm

ナデ
ケズリの後ナデ

〇明 育 灰 色
0白 色 の 小 砂 粒 を わ ず か に
含 む
〇良 好

119-5 須 恵 器

壼
底 径  13 9cm

〇明 青 灰 色
〇 白 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇良 好

煮図番号
阪
号
図
器 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 上・ 焼 成 備 考

117--34 須 恵 器
邦

底 径  7 7cm ナ デ

〇明 灰 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

117--35 須 恵 器

邪
底 径   86all 回 転 ナ デ

〇青 灰 色
0 1 Hul程 度 の 黒 色 砂 粒 を含
む
0良

117--36 須 恵 器

杯
底 径  10411vl 回転ナデ

〇淡 青灰色
01～ 4 alll程度 の砂粒 を含
む
0やや軟 質

118-- 1 須 恵 器
底 径   6 6cm

ていねいな回転ナ

ナデ
回転糸切 りか ?

〇外 面 :淡青 灰 色 、 断・ 内
面 :灰 白色
〇 白色 の 砂 粒 をわ ず か に含
む  〇良 好

118--2 須 恵 器
邦

底 径  6 6cln マメ ツ

〇灰 白色
0灰 色 の 砂 粒 をわ ず か に含
む
0非 常 に軟 質

118-3 須 恵 器
不

底 径   62EUl 回 転 ナ デ
回 転 糸切 り

〇淡 青 灰 色
0 1 alll以 下 の 白色 砂 粒 を少
量 含 む
〇良

118-4 須 恵 器
皿

底 径   6611ul 回 転
ナ デ

回 転 糸切 り

〇青 灰 色
0 1 alll程 度 の 砂 粒 を含 む
0良

118-5 須 恵 器

邪
底 径  6 0cm 回 転 ナ デ

回 転 糸切 り

〇淡 青 灰 色 、 断 面 :灰 白色
〇灰 色 の微 砂 粒 を少 量 含 む
0良 好

118-6 須 恵 器
皿

底 径  100allll

〇淡 青 灰 色
0 1 Hul程 度 の 黒 色 砂 粒 を含
む
〇良

118- 7 須 恵 器
邪

底 径   8211u l
回 転 ナ デ

回 転 糸切 り痕

〇淡 青灰 色
0 1 aull以 下 の 砂 粒 を少 量 含
む
〇良

118-8 須 恵器
tTN 底 径  6 4cm ナ デ

回転 糸 切 り

〇明 灰 色 、 断 面 :赤褐 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を わ ず か に

含 む
0硬 質 で 良 好

ゆがみあり

118-9 須 恵 器
邦

口径  12 3cln 回 転 ナ デ
O明 青 灰 色
0灰 色 の 砂 粒 を含 む
〇良 好

118--10 須 恵 器
芥

径

径
高

口
底

器

112HII

70Eul
42allll

ナデ
回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
ケ ズ リ

〇外 面 :く す ん だ 言 灰 色 、
内 面 :青灰 色
0 1 EUll以 下 の 砂 粒 を含 む
0良

内面 に 自然 釉 あ
り

118--11 須 恵 器
郭

口径  14211ul

0言 灰 色
0 1 alll程 度 の 白 色 砂 粒 を含
む
0良

内面 にター ル状
の もの付 着

118--12 須 恵 器

邪

口径  13211ull
底 径   72null
器 高   50uun

回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

〇淡 青 灰 色
0 1 null以 下 の 砂 粒 を含 む
0良
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薫図番号
肪

弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

125-5 土 師 器

注 回

〇明 灰 白 色
0 2 11ull位 の 白色 の 砂 粒 をわ

〕・ かサこモきE」
〇軟質でもろい

125--6 上 師 器

甕
回径  25 6cm デ

，
ナ
リ
コ
ズ
ヨ
ヶ

〇橙 灰 色
〇 白色 の /」 砂ヽ 粒 を 含 む
〇良 好

125-7 上 師 器

墾
口径  33 8clll

ヨ コ ナ デ
ケ ズ リ

0橙 灰 色
O白 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

125-8 須 恵 器

杯 (蓋 )

径

高
回
器
174mm
2711111

回 転 ナ デ

回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
ナ デ

0青 灰 色
01～ 2 ull程 度 の 白色 砂 粒
を含 む
〇良

125- 9
器師

？

土

椀 底 径  11 5cm 全 面 ナ デ
〇明 桃 灰 色
〇 白色 の /1ヽ 砂 粒 を 含 む
0や や 軟 質

125--10 土 師 器
邦

底 径  5 9cm
〇橙 色
〇 白色 の 微 砂 粒 を少 量 含 む
0軟 質

125--11 上師 器
椀

底 径  5 8cm ナデ
回転糸切 りか ?

〇明 橙 灰 色
〇 白色 、 赤 色 の 小 砂 粒 を少

量 含 む
〇や や 軟 質

125--12 上 師 器
杯

底 径  6 4cm ナ デ

〇明 桃 灰 色
〇赤 色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇軟 質

125--13 陶 器
底 径  12 2cm

ナデ
ケズリ
ヘラによるキズ

0暗青灰色
O白 色 の小 砂粒 をわず か に含
む
0還元焼成 され、非常 に硬質、
ほ′ま須恵器

13～14Cの 備 前
壷か ?

125--14 窯 道 具

穴 の内径
上端
下端
器径
器高

剛
Ш
硼
剛

回転 糸切 り
ナ デ

0褐 色
0 1 Eul以 下 の 白色 砂 粒 を 含
む
〇良

た25--15 土 鍾
さ

径

太

孔
1 7cm
0 6cm

〇橙 灰 色
〇金 色 の 微 砂 粒 を含 む他 、

白色 、 黒 色 の砂 粒 を少 量

含 ん で い る  0良 好

125-6 土 錘
さ

径

太

孔
1 8cm
0 7cm

0橙 灰 色
〇灰 色 の 砂 粒 を含 む
0良 好

125--17 上 錘 77

〇橙 褐 色
0白 色 の 砂 粒 を 多 く含 む
〇良 好

126-ユ 皿

径
高

径

口
器
底

9 4cm
1 9cln 釉をかきとる

O TIH:緑 が か つた灰 色、 やや
厚 め 底 部 の み/tHを か き と
る、外面 は気 泡 が多 い灰 色
を呈 し、黒 色 の微 砂粒 を含
む

白磁 Ⅶ le

126--2 椀 口径  15 6cm
0釉 :緑が か つた 白色
O黒色の微 砂粒 を含 む 一

類
Ｄ
Ⅳ
Ｓ

斎図番号
肪

弓 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備 考

119-6 須 恵 器
壺

底径  17 5cm
デ

ズ

着

ナ

ケ

窯

〇青 灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を少 量 含 む

0良 好

119-7 須 恵 器
壼

底 径  17 0cln

同心 円文押 え
ナデ
回転 ケズ リの後 ナ
デ

〇暗 青 灰 色 、 断 面 :明 青 灰
色
〇 白色 の 小 砂 粒 をや や 多 く

含 む  0や や 硬 質

119-8 須 恵 器
甕

口径  18 6cm ナ デ

〇青 灰 色
〇 ガ ラ ス質 の砂 粒 をわ ず か

に含 む
0良 好

119--9 須 恵 器

甕
口 径 7cm ナ デ

0明 青 灰 色
〇 白色 の 小 砂 粒 を含 む
〇良 好

119--10 須 恵 器

甕
口径  106altl 回 転 ナ デ

〇青 灰 色
01～ 2 Eull程 度 の 黒 色 砂 粒
を含む
〇 良

119´―■1 須 恵 器
甕 ?

わ ず か にア クセ ン
ト
回転 ナデ

0断 面 :灰色 、 内 外 面 と も
暗 緑 色 自然 釉 付 着
〇 白色 の 小 砂 粒 をわ ず か に

含 む  〇良 好

119--12 須恵 器
甕

口径  17611u
回転 ナデ

同心 円文押 え

〇青 灰 色
0■ II l l以 下 の 自 色 砂 粒 を含
む
〇 良

灰 か ぶ り有

赤 褐 色 の 付 着 物
有

119--13 須 恵 器

甕
同 心 円文 押 え

〇淡 褐 色
01画 以 下 の 砂 粒 を含 む
0軟 質

124- 1 JTh 底 径  7 7cm ツ
リ

メ
切
マ
糸

デ
部

転

ナ
底

回

〇橙灰色 ～灰色
0白 色、 黒 色 の小 砂粒 を含
む
O軟質

124-2 杯 ? 底径  5 7cln
O橙 色
〇 白色 の 砂 粒 を少 量 含 む
〇や や 軟 質

124-3 椀 底径  7 2cm ナ デ
回転 糸切 り

〇橙 色
〇 白色 の オ 砂ヽ 粒 を 含 む
0軟 質

125- 1 弥 生 土 器

器 種 不 明
波 状 文
ヨ コ方 向 の ケ ズ リ

色

む

白

含

の

く

色

後

多

褐

前

を

灰

ｍ
粒

好

明

１

砂

良

Ｏ

Ｏ
　
　
Ｏ

褐 色 の 後 期

跡
前立 山遺

125-2 弥 生 土 器

底 部
底 径  4 0cm かきとるような荒いナデ

〇橙 色
〇 白色 の 砂 粒 を含 む
0や や 軟 質

後 期

125-3 土 師 器
壷

口径  12 6cm
（アナ

リ

コ

ズ

デ

ヨ

ケ

ナ

O橙 色
〇 白色 の 月 砂ヽ 粒 を含 む
〇良 好

125-4 土 師器
甕

国 径  14 7cm
デナ

リ
コ
ズ

デ

ヨ

ケ

ナ

0橙褐 色
〇灰 色 の小 砂粒 を含 む
0良好



挿図番号
□,韻
野号 器  種 法   量 調 整 色 調・ 胎 土・ 焼 成 備   考

126--3 椀 底 径   6 8cm
釉底

リ

面

ズ

内

ケ

〇釉 :黄味 がか り貫入 が 多
く入 る
0砂粒 を含 まな い
0二次焼 成

|

|



数字は図面の番号に対応





古八幡付近遺跡川区全景





嘉久志遺跡 図版 1

土境完掘状況

(西から)

嘉久志遺跡完掘状況

(北から)

嘉久志遺跡出土玉石



図版 2
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撤≧翠

飯田C遺跡遠景 (東から)

飯田C遺跡

第 1平面～第 2平面完掘状況 (東から)
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第 3斜面～第 5平面完掘状況 (西から)



図版 4

が
第 3平面落ち込み完掘状況 (北から)

飯田C遺跡

第 3平面南壁土層堆積状況



飯田C遺跡 図版 5

轟
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      .ィ   II

第 4斜面南壁土層堆積状況

ゴ

第 5平面上層堆積状況 (北から)



図版 6 飯田C遺跡

:マ弯・韓
  ゝ

飯田C遺跡調査後全景 (東から)

一一一一， 維
氏

飯田C遺跡第 4斜面作業風景



飯田C遺跡 図版 7
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14-20

飯田C遺跡出土遺物 (1)



図版 8 飯田C遺跡

16-14

飯田C遺跡出土遺物 (2)



飯田C遺跡 図版 9

飯田C遺跡出土遺物 (3)



図版10 飯田C遺跡

18-17

18-11
18-18

18-13

飯田C遺跡出土遺物 (4)



飯田C遺跡 図版11

畿
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抄

鹸
スラグ

飯田C遺跡出土遺物 (5)



飯田C遺跡図版12

）
２０．

∞
｝

20-16

20-11

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

20-12

「^́′一
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　
一

20-16

飯田C遺跡出土遺物 (6)



図版13

20-23

飯田C遺跡

20-27

20-2820-24

飯田C遺跡出土遺物 (7)



飯田C遺跡図版14

21-10

飯田C遺跡出土遺物 (8)
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トレンチ調査状況 (1区東側)



図版16
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古八幡付近遺跡
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I区西壁土層堆積状況

I区完掘状況 (南から)


